
55-RO17

日本語 ワー ドプロセ ッサに関す る

　　　　 調 査 報 告 書

　 　 昭 和56年3月

　 　 　 　 u!1.Et!OECDEC

財団法人 日本情報処理 開発協会

[



　この報告書 は,日 本 自転車振興会 か ら競輪収益 の一 部であ

る機械 工業 振興 資金 の補助 を受 けて昭和55年 度 に実 施 した

「C情 報化の推進 に関す る調査研究 」の成果 を と りま とめた

もので あ ります。
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　 最 近,日 本 語 ワー ドプ ロセ ッサ に対 す る関 心 が急 速 に 高 ま ってい る。 これ に は

相 次 ぐ メ ー カ ー,デ ィ ラーの 市 場 参入 と,新 機 種 の登場 が大 き な刺 激 とな って い

るが,一 方,ユ ーザ ーに お い て もい わ ゆ る オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの構 築 に

よ る事 務部 門 の 生 産 性 向 上 の 動 きが活 発 とな って い るこ と も,そ の背 景 とな って

い る。

　 ワ ー ドプ ロ セ ッサは 欧 米 に お け る タ イプ ライ タ ーの 自動 化,電 子 化 に よ る文書

処 理 合 理 化の ツ ール と して 発 展 して きたが,今 日で は コ ン ピ ュー タ及 び 通信 技 術

と結 び つ き,分 散 処理 や,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョンの 一つ の 形 態 と して と ら

え られ て きて い る。

　 わ が 国の 場 合,日 本語 の処 理,な か で も漢 字 の処 理 が 溢 路 とな って 文 書 処理 の

合 理 化 を妨 げ て きた が,最 近 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ の登場 な ど,日 本 語情 報処

理 技 術 の 汎 用 化 が進 み,一 般 の オ フ ィス事 務 に お け る文 書作 成 や 処 理 な どに適 用

され る可 能 性 が強 ま って きた 。

　 しか しな が ら,こ の 分 野 へ の 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサの適 用,さ らに は オ フ ィ

ス ・オ ー トメ ー シ ョンへ の 展 開 に つ い て は,そ の概 念 の 確立,ア プ ロー チの方 法

な ど今 後 の 課 題 と な って い る。

　 当 協 会 で は 従 来 か ら欧米 に お け る ワー ドプ ロ セ ッサや オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ

ョンの 動 向 に つ い て調 査 し,各 種 の リポ ー トを発表 して きた が,今 回 それ らの調

査 を踏 まえ た うえで,最 近 の 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサの 適用 事 例 を中 心 と し て,

その 実 情 と動 向 を調 査 した。

　 本 報告 書 は,そ の 結 果 を取 りま とめ た もの で あ るが,こ れ が 今 後 の 日本 語 ワー

ドプ ロ セ ッサ の 普 及 発 展,さ らに は,わ が 国独 自の オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン

構 築の た め に 役立 つ こ とが で きれ ば幸 い で あ る。

　 　 昭和56年3月

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 財 団 法 人 　 　 日本 情 報 処 理 開 発 協会

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 会 長 　 　 　上 　 野 　 幸 　 七
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日本語情報処理の概念 と沿革
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1.日 本 語 情 報 処理 の概 念 と沿 革

1.1　 日本語 情報処理 の概念

●

●

'

　 一般 に 「情 報 処 理 」 とい う場 合 は 数 値 情 報 を中 心 と した デ ータ処 理.(　Data'Pro-

cessing)を 指 して い る。 この 場 合 の デ ータに は 数 値 情 報 と しての数 字 と文 字 情

報 と し ての ア ル フ ァベ ッ トな どの 英 欧 文 字,そ れ に,わ が 国 の場 合 は片 仮 名(カ

タ カ ナ)が 含 まれ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .　　 　 　 　 　 ,、㌧　 .・.

　 これ らを総 称 して,ANK(Alpha-Numeric　 a・nd　Katakana)処 理 とい う。

　 これ に対 し,「 日本語 情 報 処理 」 とい う場 合 に は,ANK処 理に 加 え:て,f、漢 字

と平 仮 名(ひ らが な)と くに漢 字 の 入 出 力,処 理 を含 めた概 念 で あ灸 。

　 もち ろん 「日本 語 」 とい うか らには,厳 密 に は こ のほ か 「話 し言 葉 止 ・=コっ ま

り音 声 とし て の 日本 語 も含 まれ るわ け で あ るが,言 葉 を音 声 と してみ る場 合,音

韻 の違 い こ そ あ れ,日 本 語 も外 国語 もア ナ ロ グ波形 と し,ては同 じで あ り・,,また,

そ の解 析 は いわ ゆ る パ タ ーン情 報処 理 の 分野 と し て と りあ げ られ る点 で,基 本 的

に 差 は な い と考 え られ る 。　 　 　 　 　 　 　 　 '　 ..、 　 　 :　 ㌧..ピ …

　 しか し,「 書 き言 葉 」 と し ての 日本語 は,カ タ カ ナ,ひ らが な の表 音 文 字 と表

意 文字 で あ る漢 字 とが 混 在 し,い わ ゆ る 「漢 字 か な湿 り文 」 と.して.存在 .して い る

と ころ に大 きな特 色 が あ る。 な か で も漢 字 は ・ そ の種 類(字 種)が 多 い こ と,形

(字 形)が 複 雑 な ことが特 徴 で あ り,そ れ が 日本 語 情 報 処 理 を従 来 のANK処 理

と比 べ て大 き く様 相 を異 に す る要 因 と な って い る。

　 したが っ て 「日本 語 情報 処理 」 は,「 漢 字 の 処理 」 が中 心 で み り,ほ どん ど

「漢 字 情 報 処 理 」 と同 義 とみ て よい で あ ろ う。
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1.2　 日本語 情報処理 の沿革

　情 報 処 理 の なか に 日本 語,と くに漢 字 を取 込 み た い とす るニ ーズ は潜 在 的 には,

わ が 国 に初 め て コ ン ピ ュ ータが 導 入 され た 頃 か らあ った もの と思 わ れ るが,そ れ

が 具体 的 に試 み られ た の は,ほ ぼ 十 数 年前 に さか の ぼ る。

　 す な わ ち新 聞 ・通 信,印 刷 ・出版,保 険 ・証 券 業,そ れに 一 部の 情報 サ ー ビス

業 な どへ の導 入 が最 初 で あ る。

　 当 時,こ れ らの業 界 は,そ れ ぞ れ に特 異 な 問 題 を抱 え,そ の 打 開策 を コ ン ピュ

ータに よ る漢 字処 理 に求 めた の で あ っ た。 す なわ ら,

・科 学 技 術 文献情 報 速 報 シス テ ム

　 　 　 　 (日 本科 学 技 術 情報 セ ン タ ー)

6国 会 議 事 録 検索 シXテ ム

　 　 　 　 (国 立国 会 図 書 館)

・百 科 事 典 自動 編 集 シ ステ ム

　 　 　 　 (学 習 研究 社)

・生 命 保 険 名寄 せ シ ステ ム

　 　 　 　 (明 治 生 命)

・工 業技 術情 報 シ ス テム'GIIPSY"

　 　 　 　 (特 許 デ イ タ ・セ ン タ ー)

・情 報 検 索,統 計処 理 システ ム

　 　 　 　 (内 閣 調 査室,外 務 省,通 商産 業 省,総 理 府統 計 局)

・用 語,用 字 調査

　 　 　 　 (国 立 国 語研 究 所)

・新 聞紙 面 制 作 シ ステ ム

　 　 　 　 NELSON　 　 (朝 日新 聞 社 　 　 　 55年9月 ～)

　 　 　 　 ANNECS　 　 (日 本 経 済 新 聞社 　 　53年3月 ～)

　 　 　 　 SUCCESS　 (サ ンケ イ 新 聞社 　 　52年 ～ 　 　 )
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な ど,い くつ かの 先 進 的 な シ ステ ム を生 み 出 した。

　 この ほか,信 託 業界 に お け る証 券 代 行 業 務へ の適 用,印 刷 業 界 に お け る電 算 写

植 シ ス テ ムの導 入 な どが 盛 ん に 行 わ れ,こ の時 期 は い わ ば 日本 語(漢 字)情 報 シ

ステ ムの黎 明 期 であ った と い え る。

　 これ らの シ ステ ム の開 発 な い しは導 入 の背 景 に は,従 来 のANK-,と くに カ

タ カナ で の出 力 の 読 み に く さか らく る不 便 や不 自然 さが 情 報処 理 の 普 及 に伴 っ て

目立 って きた こ と,ま た 日本 人 の 日常 生 活に お い て,漢 字 ある い は 「漢 字か な混

り文」 が 定 着 して い る事 実 を無 視 して は効果 的 な情 報 処 理 シ ス テ ム と はな り得 な

い とす る認 識 が あ った こ とが あ げ られ よ う。
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2.日 本語 情報処理の現状
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2.　 日 本 語 情 報 処 理 の 現 状'

2.1　 日本語 情報処理 の適用分野

　 科 学 技 術 文 献 速 報 シス テ ムな ど,さ きに のべ た よ うな先 進 的な シ ステ ムは,も

ちろ ん 当 時 と して は全 く未 知 の 分 野 を対 象 と した た め,基 礎 研 究 か ら'ハー ドウ ェ

ア,ソ フ トウ ェ アに い た るま で,ほ とん どメ ー カ ー,ユ ーザ ーの 共 同,あ るい は

む し ろ ユ ーザ ー側 の 強 力 な 主導,ニ ーズの も とに 開 発 が進 め られ,試 行 錯 誤 を 積

重 ね て 日の 目 をみ た もの で あ る。

　 したが って,こ れ らの シ ステムは特殊 な分野 の特殊 な業務へ の適用 を目的 とし

た,い わ ば専 用 シ ステ ム で あ った 。

　 この た め,既 存 のANK処 理 の シ ステ ムや 一 般 の事 務 処 理 など 汎用 的な 分 野 に

応 用 す るに は技 術,コ ス トの 面 か らも困 難 で あ り,お のず か ら適 用 分野 が 限 定 さ

れ る こ と とな った。

　 しか し,よ うや く最近 にな っ て メ モ リーや プ リ ンタな どハ ー ドウ ェアにお け る

技 術 的 な進 歩,専 用 シ ステ ム を ベ ー スと した ノ ウ ・ハ ウの蓄 積,さ らには 漢 字 符

号及 び制御符号 の標準 イピ とい った ソフト,ハ ー ドの両面か らの波及効果が

①　 日本 語 処 理 ソ フ トウ ェアの体 系 化 に よる 既存 の汎 用(ANK処 理)シ ステ ム

　 での 日本 語 処 理 の 実 現

② 　漢 字 オ フ ィス コ ン ピュ ー タ,日 本 語 ワー,ドプ ロセ ッサの 登 場

とい う具 体 的 な 形 を と って 現 わ れ て きた 。

　 これ に よ って 日本 語 情 報 処 理 の適 用 が,よ り汎 用 的 な分 野 に ま で拡 が る可 能 性

が 出 て き た とい え る。

　 *JISC6226情 報交換用漢字符号系,昭 和53年1月 制定

　　 JISC6225情 報交換用漢字符号系のための制御文字符号,昭 和54年6月 制定
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(1)適 用 分野の 分類

　 　日本語情報処理 の適用分野 の分類 は

　①　 処理の内容に よる分類

　 　 (例)

　 　　 o漢 字 をデ ータと して扱 う

　 　　 o漢 字 を文字 または文章 と して扱 う

　 　　 O漢 字を言葉 または言語 と して扱 う

　②　業種 または業務 による分類

　 　 (例)

　 　　 o新 聞 ・通信 ・出版 ・印刷 業

　 　　　 新聞,書 籍 等の編集 ・製 作 ・印刷

　 　　　 記事原稿 集配信

　 　　　 　ニュ ース,市 況,そ の他の情報提 供 サ ービス

　 　　 O－ 般企業

　 　　　 販売 ・在 庫 ・人事管理 資料,文 書作成 ・管理

　 　　 O保 険 ・証券

　 　　　 契約 ・顧客管理,証 券 代行

　 　　 O医 療機 関

　 　　　 診 療報酬請求(レ セ プ ト)

　 　　 O学 校 ・研 究 所,図 書館

　 　　　 学校事務(学 籍,成 績,証 明),研 究 資料作成 ・管 理,情 報検索,言

　 　　　 語研究,図 書 ・文献 目録

　 　　 o官 　　庁

　 　　　 法令 ・判例 ・議事録 ・文献 ・行政情 報検索,統 計 資料,特 許,登 記,

　 　　　 　社会保 険,免 許,文 書作 成 ・管理,人 事管理

　 　　 O地 方 公共 団体

　 　　　 　住民情 報管 理,税 務,財 務

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一6一
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　 ③　 ニーズまたは効果 によ る分類

　　　(例)　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '

　　　。必須 分野

　　　　 法律.規 則か ら……住 民登録,登 記簿,診 療 報酬請求明細書;

　　　　　　　　　　　　　　 運転免許証 …

　　　　 慣 習 ・社会通念 か ら…新 聞 ・雑誌 ・電話帳作 成編集,文 献 目録…

　　 。効 果的分野

　　　　 美 的,心 理的要 因か ら…人事情報,顧 客 ・会員 ・株主名簿,DM,文 書

　　　　　　　　　　　　　　　　 作成管理,情 報検索 ・サ ービス…

　 など,い くつか あ るが定説 は ない。 これは適用分野 とい うのは,む しろ概念 的

　 な もので.見 方に よ り変 わる ものであ り,厳 密 に定義 づけ をしてみ て も,実 際

　 には あま り意味 が ない と思 わ れ る。

　　 しか し,あ る程度 その概 念 を具体 的に把握す る ことは日本語情報処理の全体

　 像 を理 解す るうえで必要 と思 われ る。

② 　処理 の内容(レ ベル)

　　 日本語情報処理 の 内容は項 目処 理,編 集処 理,言 語処理 の三 つの レベルに 分

　 け られ る。(表21参 照)

表2.1　 日本語情報処理の内容 と適用 分野

処 理 内 容

　 (レ ベル)
機　　　　能

処　　理　　例

(入 力→出力)

適　　　用　　　分　　　野

業　　　　務 業　　　　種

1.項 　目　処 理

(デ→ プロセシング)

デ ータの漢 字表記 ジ ュウ シ ョ,シ メ イ

　 　 　 ↓

　 住 所,氏 名

名 簿,帳 票 類1'

ダ イ レク トメ ール,

レセ プ ト等 の 作 成

一般企業
,官庁,地

方 自治体,学 校,病

院 等.

2.編 集 処 理

(ン ツセージ・

　 　 プロセ シング)

文章また文書の
作成,編 集,伝 送

ジュウ シ ョトシメイ

　 　 　 ↓

　 住 所 と氏 名

原稿,印 刷版下,
一般事務文書等の

作成

新聞 ・通信 ・出版 ・

印刷

官庁,一 般企 業 等

3　 言 語 処 理

(ランゲージ・

　 　 プロセシング)

同音異義(字)
同(反)意 語

文意,文 法の解析

ジ ュウ ショ トシメイ

　 　 　 ↓

お と ころ とお名前

情報検索,サ ービス

言語解析,翻 訳等

情報 サー ビス,研 究

機関

官庁 等
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i)項 目処 理

　 項 目処 理 は従 来 のANK処 理 で は,カ タ カ ナで表 記 され てい た項 目名(住 所,

氏 名,商 品 名 な ど の デ ータ の アイ テ ム名)を 漢 字 で 表 記 す る機能 が 中心 で,部

分的 には表 組 み,罫 線 の 処 理 も含 まれ る。、

　 した が って,こ の レベ ル の処 理 は 日本 語 情 報処 理 と し ては最 も基 本 的 な もの

で あ るが 実 際 の アプ リケ ー シ ョン と して は 比較 的 新 しい もの で あ る。

　 つ ま り,こ れ らの ア プ リケ ー シ ョンに適 す る汎 用 的 な ハ ー ドウ ェ アは,次 の

編 集処 理 な ど大 規 模,専 用 的 な シ ステ ムの 成熟 を経 て実 現 さ れた もの だか らで

あ る。

　 ,これ らは,こ こ数 年 前 か ら市 場 に現 れ た漢 字 オ フ ィス コ ン ピ ュータ,日 本 語

デ ータエ ン ト リー機 器,そ れ に 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ な どに,そ の 典 形 をみ

　るこ とが で き る。

　 二布 ・これ もやは り数年 前か ら日本語処理 ソフ トウェアの追加に よって従来

の汎 用 コ ン ピ ュ ー タに よ るANK処 理 に 日本 語 処 理 を取 込 も うとす る傾 向 が 目

立 っ てい るが,こ れ も,さ きにの べ た よ うな 専 用 シス テ ムの ノ ウ ・ハ ウの 蓄積

に よ って初 め て実 現 した もの で あ る。

　 　この よ うな背 景 か ら,こ の レ ベ ル にお け る適 用 範 囲 は,こ れか ら拡 大の 方 向

　をた ど る こ とに な ろ う。

iD編 集 処 理

　 　レベ ル2の 編 集 処理 は初 め か ら日本語 支 の 特 徴 で あ る 「漢 字か な湿 り文 」 と

　して出 力 す るこ とを前 提 と し一定 の体 裁 ま た は文 書(ド キ ュ メ ン ト)と しての

形 式 も併 せ 処 理 す る もの で あ る。

　 　 この レベ ルの ア プ リケ ー シ ョンは歴 史的 に最 も古 く,そ の沿 革 は遠 く明治2

年 の わ が 国 に お け る活 版 印 刷 の 創始,大 正13年 の 写 真 植 字 機,昭 和22年 の 自動

　活 字 鋳造 機(モ ノタイプ),昭 和29年 の漢 字 印 刷 電 信装 置.(略 称 「漢 テ レ」 一 漢

　字 テ レ タイ プ ラ イタ(送 信 側)と 漢 字 テ レ プ リンタ(受 信 側)と の 組 合 せ に よ

　 る記 事原 稿 の 送 ・受 信 シ ステ ム)の 開 発,実 用 化 に さか の ぼ る こ とが で き る。

一8一
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　　 これ らは印 刷,新 聞 ・通 信 とい う日本 語 文 の取 扱 い を専 門 に 行 う,も と もと

　日 本 語 文の 機 械 処 理 に対 す る ニ ーズの 高 い 分 野で あ る。 こ の よ うな背 景 に加 え

　て昭 和40年 代 後半 に は印 刷 工程 の 合 理 化,作 業 環 境の 改 善 な どの要 請 か ら,い

　わ ゆ るCTS(C・ld　 Type　 System－ 活字 を用 い ないで 印 刷 す る方 式,ま たは

　 Computer　 Typesetting　 System－ コ ン ピュ ータ を用 い た 自動 組 版 シ ステム)

　が 導 入 さ れ る と ころ とな った。

　　 さ らに新 聞 ・通 信 の 分野 で は 記事 原 稿 伝 送 の 効 率化 を は かる た め,や は りコ

　ン ピ ュ 一 夕 と通 信 回線 と を結 ん だ 「集 ・配信 シス テ ム」 が 実 用 化 され るに い た

　っ た。

　　 これ らの先 駆 的 な シ ス テ ムが現 在 の 日本 語 情 報処 理の 技 術 的 な基 盤 とな って

　い る こ とは,さ きに もの べ た とお りで あ る。

　　現 在,こ の 分野 で は 新 聞紙 面 編 集 制 作 シ ステ ム(面 単 位 の編 集)と して中 央

　紙 の 大 部 分 で 稼 動 し,ま た電 算 写 植 シ ステ ム は印 刷業 界 と一 部 の地 方 新 聞 に も

　普 及 し て い る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ㍉

lii)言 語処 理

　　 レベ ル3の 言 語 処 理 は大 量の 漢 字 デ ー タを意 味,文 法 論 的 な側 面 か ら処 理 を

　行 うもの で あ り,各 種 の 言語 解 析,統 計処 理 を伴 う。

　　例 え ば漢 和 字 典 や 国語 辞 典 の よ うに 単 語 とその意 味,派 生 語 な ど を一 定 の 規

　則 で 配 列 した辞 書,あ るい は百 科 事 典 の よ うに 項 目 ご とに記 述 され た 文章 を備

　え た フ ァイ ル に キ ー ・ワー ドな どで ア クセ ス して,検 索,再 配 列 を行 う もの で

　あ る。

　　 し た が って 当然,ソ フ トウ ェ ア依 存 度 の 高 い シ ソー ラ ス(類 語,反 意語 の体
　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

　 系),シ ン タ ッ ク ス(構 文 の 解 析),セ マ ンテ ィ ク ス(意 味 解 析),プ ラ グ マ

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 =

　 テ ィ ク ス(用 語 法 の 解 析)の 処 理 を伴 う。

　 *Thesaurus

　 **　 Syntacs

***Semantics

****　 Pragmatics
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　 こ こで辞 書 あ るい は フ ァイル と呼 ばれ る ものは 本 来,デ ータ ベ ー ス であ り,

シス テ ムの 目的 や適 用 の 分 野 に よ っ て,そ れ ぞ れ の デ ータベ ー スを階層 的 に 持

つ こ とに な り,当 然 ソ フ トウ ェアに 対 す る依 存 度 が高 い 。

　 これは 国 語 ・国字 の 研 究,情 報検 索 と その サ ー ビ ス,か な漢 字変 換 な ど に適

用 され てい る。

　 と くに 「か な漢 字 変 換 」 は,そ れ じた い 言 語 処 理 の 典 形 で あ る と同 時 に 日本

語 入 力 の 有力 な方 式 の 一 つで あ る と こ ろが 注 目 され てい る。

　 な お,情 報検 索 の機 能 は以 上 の 三 つの レ ベ ルに共 通 し て備 わ っ て い る と考 え

られ るが,各 レ ベ ル間 の違 い は,そ のた めの ソ フ トウ ェア機 能 の大,小 に よ る。

も

2.2　 日本語 情報処理 の利 用状況

(1)昭 和49年12月 に当協 会が漢字符号 の標準 化の ための基礎調 査の 一つ として
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　日本語(漢 字)情 報処理の実施状況 を調査 した時点 では,日 本語 情報処理 のユ

　 ーザ ーはお よそ60,ほ とん どが 内部 のいわゆ る専用 システ ム と して利 用 して

　いた。

　　 この調 査では83事 業所 を対象 に ア ンケ ー ト調 査を行 い,41件 の 回答 で15

　件が 実施,5件 が実施予定 ま たは計画 中で あった。適用業務は 中央省庁,政 府

　 関係機関(特 殊法 人,研 究所等)で は情報検索,新 聞 ・通信,出 版 ・印刷 関係

　の企業では記事伝送,編 集,印 刷版下 作成等 に利用 してお り,と もに先導 的役割

　 を果 してい た ことを示 してい る。 なお,外 注処理 は保険業の1件 の みであ った。 `

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

(2)昭 和53年11月 に 同 じ く当協 会 が 実 施 した ア ンケ ー ト調 査 に よれ ば調 査 対 象

　 1,564件 の う ち回答 の あ った459件 に つい てみ る と,実 施 率 は実 際 に 日本 語情

　 報 処 理 用 の機 器 を導 入 しての 実 施,外 注 に よ る実 施,実 施予 定 を 合 わ せ170件,

　 　 　 *　 文献　 (2)

　 　 　**　 　〃　　 (122)
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■

0

205件

(44.7%)

15

(33
%)

機 器 を導 入 して 実施

　 　 108件(23.5%)

　　　　実施又1
　　　　近く実施

実罐1鵠)

20

　　　　　　　検討中だが実施 駕
　 　　 　　 　 　 は不明

　 　　 　　 　 　 69件(15.0%)　 40

　 　　 　　 　 　　 50　 　 　 　 回答数459件

図2.1　 日 本語 情 報 処理 の利 用 状 況

37%と 高 率 を 示 し た 。(図2.1参 照)

　 業 種 別 で は 計 算 セ ン タ ー,ゴ ン ピ ュ ー タ 製 造 が4Zl%,金 融 ・保 険 ・証 券 が

63.6%,そ の 他 一 般 ユ ー ザ ー31.1%と な っ て い る 。(表2 .2参 照)

　 回答敷金{本に占め る実施率が37%と 高 いのは 日本語処理 受託 を含めた計算

セ ンタ ー,機 器 サ プライ ヤ ー と しての コ ン ピ ュータ製 造 の 両 業 種 で 回答 数 の

37.1%を 占 め て い るこ とに よ る もの と み られ る。

　 業種 中,金 融 ・保 険 ・証 券 で は 回答 数 の63.6%が 実 施 し,そ の他 一 般 ユ ーザ

での 実 施 率31.1%と 対 照 的 に な っ てお り,こ の 業界 で の 日本 語 情 報 処 理 の 利 用

がか な り普 及 し て い る こ と を示 し てい る。

　一 般 ユ ーザ ーで は機 器導 入 にSる 実 施52%,外 注 が38%で 外 注処 理 の ウ エ

イ トが 高 い。(図2.2参 照)

　適 用 業 務 に つい て は漢 字 デ ー タ処理(項 目処 理 と情報 検索 を 含 め た 文書 処理

(注:本 調 査 で は 「邦 文処 理 」 と称 して い る)と の比率 は3:1で,そ の 内訳
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表2.2　 業種別利用状況

　　 　 　 　　 　 業　　種

現　　状

保 険　　 証 券

金 融

計算 セ ン タ ー
コ ン ピ ュー タ

製 　 　 　 　 造

一般 ユ ー ザ ー 全　　　　体

入 出力 機器 を 導 入 して実施
　 10

(30.3)

　 61

(35.9)

　 47

(163)

108
(23.5)

一部の業務 を外注 処理 で実施 　 11

(33.3)

　 7

(4.1)

　 34

(11.8)

41
(8.9)

近 い 将 来 実 施 を 予 定 旦
12　 ,

(7.1)

　 9

(3.1)

21
(4.3)

(実 　 施)'　 小 　、　 　 '計
　 21

(636)

　 80

(47.1)

　 90

(31.1)

170
(37.0)

検討 しているが実施の時期不明
　 3

(9.1)

　 24

(14.1)

　 45

q5・6)

　 69

(150)

こ こ当 分 は実 施 の予 定な し
　 9

(27.3)

　 54

(31.8)

151
(522)

205
(415)

そ　　　　　 の　　　　　 他
0

_.

12
(7.1)

　 3

(1.0)

15
(33)

　 　 　 　 計
(全　　体　　の　　比　　率)

33
(7.2)

170
(37.1)

289
(629)

459件

0

(　 )内数字は%

外注実施

34件

(38%)

近 く予定

　 　9件

(10%)

　

　

　

施

施

実

　

く

件

　

近

0

　

は

9

実

た

　

ま

.

　

(

機器導入

　 47件

(52%)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 40

　 　 　 　 　 　 　 50

図2.2　 一 般 ユ ーザ ーの外 注率

二12_

20
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は名 簿類,明 細 資料,台 帳登 録,情 報検 索,統 計 資料 の順 とな っ てい るこ(図

2.3参 照)な お,こ の調 査 で は先 行 ユ ーザ ー とみ られ る報 導 ・出版 関 係 で の 回

答 が4件 と少 なか った た め集 計 か ら除 外 して い る。

　　　　　　　　　　　　　　25　　　　50　　　 75　　　 100件数
〔漢字 デー タ処 理 〕

② 名簿類の作成

③明細資料の作成

④統計資料の作成

①証明書類の作成

⑤ その他

〔邦文処理 〕

⑦台帳登録と情報検索

⑥ 文章の編集,校 正,

　複 製処理

⑧ その他

〔その他 の分野 〕

⑨ その他

102(58.0%)

62(35.2)

56(31.8)
309件

39(22.2)

50(28.4)

60(34.1)

35(19.9)
106件

11(6.3)

9(5.1)

図2.3　 日本語情 報処理 の適用 業務

　 　 　 　 　 　 　 一13一
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(3)昭 和53年10月 ～12月 にか け て 日本 電子 工 業振 興協 会が行 った ア ンケ ー ト

　 調 査*(調 査 対 象2,363事 業所 中 の 有効 票 回収797件)に よれ ば,日 本 語 処理

　 を何 らか の 形 で 実 施 してい る事 業 は 電子 計算 機 を使 用 し てい る事 業 所 の お よそ

　 10%で,こ の うちの5%が 内 部 処理,残 りの5%が 外 注 処理 で あ る。

　 　 業 種 別 で 最 も普 及 し てい るの は 報 道 ・出 版 の34%で あ り,次 い で 計算 セ ンタ

　 ー ・ソ フ トウ ェ ア ハ ウ ス,金 融,研 究所 ・大学 ・図 書 館,流 通 の1頂 と な ってお

　 り,製 造 業 は3%と 最 も普 及 率 が 低 い。(表2.3参 照)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表2.3　 日本 語 情 報 処 理 の実 施状 況

　 　 　 業　種

実行状況
　 　 ,

業　　..　　　　　 　　 種

製

造

流

通

.金,

融

自 官

　 公治
・

　 庁

体 ・

研大

学
究図

書
所館

出
版

.

報
道

計 ソ

算 フ
セ ト

ン ウ ,

タ　エ

1ア

'そ

の

`

他

N、 271 50 48 142 57 15 73 141

漢字処理実行(計)%

　 　 内 部 処 理

　 　 外 注 処 理

3

1

2

14

-

14

16

8

8

10

4

6

14

5

9

34

27

7

22

15

7

11

6

5

未　　実　　行　 % 97 86 84 90 86 66 78 89

　 報 道 ・出版 に次 い で計 算 セ ンタ ー ・ソ フ,トウ ェァ企 業 で の普 及 が 高 い め は地

方 自治 体,一 般 年 菜 な どにお け る 外注 処 理 に よ る利 用 が進 ん で きて い るた め と

み られ る。　 　 　　 　 　 '

　 処 理 形 態 で は す べ て の処 理 を機 器導 入 に よ り実 施 してい る もの は17…%,こ れ

に 対 しすべ て外 注処 理 に よ って実 施 し て い るの は55%で あ り残 りの28%は 内

部処 理 と外 注 処理 の併 用 であ る。 業 種 別 で は内 部処 理 の;多い の は報 道 ・出版 ・

すべ て外 注 に よ り処理 してい るの は流 通 ・製 造,ま た 金 融,計 算 セ ンタ ー ・ソ

フ トウ ェアハ ウスは 内 部処 理 と外 注 処 理 を併 用 す る傾 向 が あ る とい う。

　 *　 文献　(116)
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　 適 用 業 務 は 具 体 的 な 回 答 の あ った35件 に つい て み ると台 帳等 の 管 理 業 務 が

最 も多 く,次 い で 営業 関係 業 務,総 務 ・庶 務 関係 業務,情 報 検索 業務 等 とな っ

てい る。(表2.4参 照)

　 文 書 の種 類 で は 回答 の あ った37件 中,29件(78%)が 名簿,各 種 台 帳 な ど

を中心 と した宛 名,見 出 し等 の 表 示 に,ま た 内 部及 び対 外文 書,文 献 ・情 報検

索 な ど文 書 処 理 ・検索 に11件(30%)が 利用 し て い る。(表2.4参 照)

表2.4　 日本 語 情 報 処 理 の 適用 業 務(35サ ンプル)

顧客,住 民台帳,人 事,商 品名等 の台帳管理 業務

受注,発 注,在 庫等の営 業関係業務

通知,証 明,一 般文書等 の発券 を含む総務,庶 務関係

文 献,各 種情報等の プアイル検索業務

請求,領 収,伝 票等の経理 会計業務

報 道関係 製作業務

実　　行
事業所数

21

10
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3.　 日本 語 情 報 処 理技 術 の現 状 と動 向

3.1　 日本語 情報処理 における漢字の諸様相

■

(1)字 種(字 数)

　 　 日本語情報,と くに漢 字の入力は 日本語情報処 理 の最大の問題であ り,そ れ

　 はほ とん ど漢字 の字種 の多 さに帰着 す る。

　 　 漢字 の字種 は一説 には5万 字 以上 と もいわれ るが,そ の数 を特 定す ることは

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 *
　 不 可 能 で あ る。(表3.1参 照)

　 　 し たが って事 実 上,日 本 語 情 報処 理 システ ム で取 扱 う漢 字 の範 囲 を限 定 せ ざ

　 る を得 な い。

　 　 こ の範 囲 は 当用 漢 字1850字(昭 和21年 制定,な お昭 和56年3月 末 答 申.予

　 定 の 「常 用 漢 字 」 は 当用 漢 字 に95字 を加 え1,945字 とな る。),同 別 表120字

　 (人 名用 補 正 漢 字,昭 和26年 制 定92字,同51年 追 加28字)を 中心と した共

　 通 漢 字2,000字 前 後 を中 心 に 分 野 ご とに あ る部 分 では 重 な り,ま た あ る部 分 で

　 は 他 の 分野 と ま った く遊 離,独 立 して存 在 して い る もの とみ て約1万 字前 後 と

　 考 え て よ い で あ ろ う。(図3.1参 照)

　 　 こ のな か に,戸 籍 簿 に お け る姓 の漢 字 の よ うな俗 字,う そ字 に 属 す る字種,

　 あ る い は わ が国 の 新 聞報 道 な ど にお け る人 名表 記 の よ うな 外 国 語 と しての漢 字

　 を含 め る と して も,そ れ ぞれ の 分野 で用 い られ る漢 字 の 総 数 は1万 字 を 大 き く

　 超 え る こ とは な い とみ られ る。

　 　 一方,各 種 の調 査 や和 文 タ イプ の よ うな 実務 的 な シス テム か らみ れ ば,ほ ぼ

　 3,000字 程 度 に収蝕 して い る。　 (前 出 表3.1参 照)

*　 文 献(3)よ り

**　 　　〃　(96)よ り
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表3.1　 各種漢字表 と収録 文字数

1.辞(字)典 等

　 1.1　 大 漢 和 字 典(1960,大 修 館)

　 1.2　 大 字 典(1917,啓 成 社)

　 1.3　 明 解 漢 和 辞 典(1927,三 省 堂)

　1.4　 新 漢 和 辞 典(1963,大 修 館)

　 1.5　 講 談 社 国 語 辞 典 音 訓 総 覧(1966)

　 1.6　 新 字 源(1968,角 川 書 店)

　 1,7　 現 代 漢 字 辞 典(1969,小 学 館)

2.業 界 標 準 漢 字 蓑 笠

　 2.1

　 2.2

　 2.3

　 2.4

　 2.5

　 2.6

　 2.7

3.統 計 的 調 査 報 告

-'3
.1

　 3.2

　 3.3

　 3.4

　 3.5

4.そ の 他 の 調 査 報 告

　 4.1　 姓 の 漢 字(1969,野 村)

　 4.2　 地 名 の 漢 字(1968,林)

5,ユ ー ザ 使 用 漢 字 表

　 5.1

　 5.2

　 5.3

　 5.4

　 5.5

　 5.6

　 5.7

　 5.8

実 用 漢 字 等 級 表(1932,日 下 部)

活 字 帳(1958,毎 日新 聞)

標 準 活 字 目録(日 本 活 字 鋳 造KK)

常 用漢 字 目録(1968,全 日本活 字 配 列協 議 会)

漢 テ レ ハ ン ドブ ック(1969,共 同 通 信 社)

標 準 コー ド用 漢字 表(試 案)(1971,情 報 処 理 学 会)

行 政情 報 処 理 用 基 本 漢 字(案)(1974,行 政管 理 庁)

日本 基 本漢 字(1941.大 西,三 省 堂)

本 邦 常 用 漢 字 の 研 究(194i,印 刷 局)

新 聞 の 漢 字(1941,カ ナ モ ジカ イ)

雑 誌 九 十 種 の 用 語 用 字(1963,国 語 研 究 所)

現 代 新 聞 の漢 字 調 査(1971,国 語 研 究 所)

日本 科 学 技 術 情 報 セ ンタ ー(1968)

内 閣官 房 内閣 調査 室(1973)

国 立 国会 図 書 館(1970)

学 習 研 究 社(1970)

明 治生 命 保 険(1971)

国立 国語 研 究所(1966)

和 文 タ イ プ ラ イ タ 〔 日本 タ イ プ ライ タ ー製 〕

NHK(1971)

注:　 ※ 別体を別に数 える。

　　　△通し番号の最終番号による。
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49:　964　　 ※ △

14,942※ △

6,488　 　 △

　 8,028※

　 5,805

　 9,921※ △

　 3,885

　6,478　 ※

　 5,991※

　 8,400※

　 4,000　 ※

　 5,694※

　 6,100

約3,000

3,000

3,950

3,542

3,505

2,879

2,382

2,433

3,071

3,960

5,028

4,992

7,847

7,474

3,059

2,505

`



も

　 C　 　 　 D

10LOOO　 　50 ,000

　 　 　 　 　　 　 　 A… 当用漢字(別表含む),常 用漢字

　 　 　 　 　　 　 　 　 ・JIS第1・ 第2水 準漢字(情 報処理用漢字)

　 　 　 　 　　 　 　 C… 漢和中辞典収録漢字

　 　 　 　 　　 　 　 D… 漢和大辞典収録漢字　.

　 　 　 　 　　 　 　 E… 現在通用 している漢字(分野別に異なる)

図3.1　 漢 字 の 字数 と分布

●

　 　 した が っ て,こ の3,000字 前 後 を標 準 的 な 日本 情 報処 理 シ ステ ムが 持 つ べ き

　 字 種 の め や す とみ て よい で あ ろ う。

　 　 情 報交 換 用 と し て標 準 化 さ れ た漢 字 の字 種rJIS　 C　 6226」 も,こ の よ う

　 な考 え方 に沿 って基 本 的 な漢 字集 合 と して第1水 準2,965字 が 定 め られ て い る。

　 　 ま た,一 般 の 人 々が ビジ ネ スな ど,日 常生 活 に お い て,と くに辞 書 を参照 す

　 る こ とな く書 く漢 字 は 当用 漢 字 の う ちで も教 育 漢 字 の882字 よ り も少 な い と さ

　 れ てお り,そ の範 囲 で も,一 般 の ビジネ ス文書 を作 成 す るの に,そ れ ほ ど不 便

　 は な い とい う経 験 則 もあ て は ま るの で,通 常 の 文 書 な ど作 成に 限定 す る とす れ

　 ば,両 か な,記 号 な ど を含 め て も1,000字 程 度 で十 分 であ ると い う説 も成 立 つ 。

(2)字 体(字 形)

　 　 字 体,つ ま り漢 字 の字 の形 の複 雑 な こ と も漢 字 の特 徴 で あ る。 また漢 字 の 場

　 合,文 字 と その 字 形 は 必 ず し も一 対 一 に 対 応 してい な い。

　 　 それ も,当 用漢 字 の 字体(新 字 体)以 外 に 旧 字,本 字,別 体 字,俗 字 な ど 一
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つ の 漢 字 が属 性 と して持 つ字 体 と明 朝 体,ゴ ジ ッ ク体,タ イポ スな ど文 字 デ ザ

イ ン(出 力 文 字 の書 体)と して の 字 形 が あ る。

　 字形 は入力の場 合に は一つの書 体 で代表 させ ることがで きるが,出 力の場 合

に は必 要 とす る書 体 を,そ れ ぞ れ フ ォ ン ト ・メ モ リに 文字 パ タ ー ン と して蓄 え

て お く必 要が あ る。

　 文 字 パ タ ーンは ドッ トマ トリ ック スに分解 し,デ ジ タル化 して記 憶 す るの が

一般 的 で あ るが,画 数 の多 い漢 字 の 場 合 に は所 定 の ド ッ トマ トリ ック スで 表 現

で きな い た め,擬 似 書 体 で出 力 す る こ とが あ る。

　 と くに,読 みやす い書体 とされて いる明朝体 の場合 は縦方 向の線 分は横方 向

の 線 分 の 整数 倍,横 方 向 の線 分 は横 方 向 の 画数 の 倍 とな るた め本 来 の 字形 を表

現す るに は ドッ トマ ト リッ ク スを細 か く設定 しな けれ ば な らな い。 しか し,こ

れ は メモ リ及 び プ リン タを主 体 とす る システ ム価 格 へ の影 響 が大 きい の で印 字

品質 の 向 上 と も併 せ 妥 当な範 囲 に落 着 か ざ るを 得 な い。

　 現在 の 日本語 情 報 処 理 シ ステ ムに おけ る漢 字 の 字 形 の マ トリ ック スは 一 部,

　32×32ド ッ ト構 成 の もの もあ るが,ほ とん ど24×24ド ッ ト構 成 に 固 ま って

き て い る 。

　 商 業 印 刷 級 の印 字 品 質 を求 め ら'れる電算 写 植 シ ステ ムで は96×96ド ッ ト以

　上 の構 成 とな って い る。

　 　なお印 字顕 と して は和 文 タ イ プの よ うな軽E剛 級 で10本/㎜ 以 上 の 解 像

　度 が 必 要 と され てお り,24ド ッ ト級 で あれ ば,ほ ぼ これ を満 た して い る。,

　 　パ タ_ン メ モ リの 累 乗 的 な増 加 を防 ぐ意 味 か ら ・ さま ざ まな 圧 縮 技 術 が 試 み

　 られ ては い るが,ま だ実 用 化 に は至 って い な い。 それ よ りもLSI技 術 の進 歩

　や 新 し い記 憶素 子 の登 場 に よ る コ ス トダ ウ ンの方 が早 く実現 す るか もしれ な い 。

　 (24×24ド ッ トで1万 字 を持 つ とす れ ば24×24ビ ッ ト×10,000字=

　 5,760,000ビ ッ トの記 憶 容 量 を要 す る。)

(3)配 　　 列

　　漢 字の配列は読み 方及 び書 き方(字 形)に よる二つの方 法が あ る。
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　 読 み 方 に よ る もの は国 語 辞 典 に み られ るよ うな音 訓 順,書 き方 に よ る もの は

漢 和 辞 典 に み られ る よ うな 部首 別 画 数1頂が 代表 的 で あ るが,す べ てが 一 意 的 に

定 ま るわ け では な い 。例 え ば音 訓 順 の場 合,代 表 音 の 定 め方,そ れ に 対 す るか

な 表 記 の し方 な どに よ って,ま た 部 首 別 画数 順 で も部首 の 分類 の し方,画 数 の

数 え方,さ らに は別 体 字の 扱 い方 に よ って 配列 が変 わ る。

　 一 般 の国 語辞 典 や漢 和辞 典 で も,こ れ らの配 列 基準 は必 ず し も明 確 で は な く,

結 局 は編 著 者 の判 断 が拠 り所 とな って い るのが 実 情 で あ る。

　 日本 語 情 報 処 理技 術 の立 場 か らは,こ れ ら漢 字 の 字 種 一 字体 一配 列 を三 位 一

体 と して と らえ,何 らかの 標 準 化 を行 う必 要 が あ り,こ の要 望 に 応 え て昭和53

年1月1日 　 JISC6226「 情 報交 換 用 漢 字符 号 系」,つ づいて54年6月'1日,

JISC6225P情 報 交換 用 漢 字 符 号 の た め の制 御 文 字符号 」 が 制定 され た 。

　 JISC6226はJISC6228「 情 報 交換 用 符 号 の拡 張 法 」 に基 づ き,通 常

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
の国語 文の表記 に用 い る図形 文字の集 合 とその符号 について規定 した ものであ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ボ
り,「7け た の ビ ッ ト列 に よ り表 現 で きる128個 の組 合せ の う ち94個 」 を用

い,2バ イ ト94×94=8,836個 の 領 域 に漢 字及 び 英 ・数 字,両 か な,記 号 な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　
どの非 漢 字 を割 当 て てい る。　 (表3.2参 照)　 　 　 　　 　 　 一

　 こ こで第1水 準 漢 字 は 当用漢 字,同 補正 案,人 名用 別 表 な ど を中 心 に 基 本 的

と さ れ る漢 字 は各 分 野 に共 通 な もの と し約3,000字 を各 漢 字 ご とに 代 表 者 を定

め,そ の五 十 音 順(同 音 訓 の もの は,音 → 訓 の順,同 音 ま たは 同 訓 の もの は.,

主 と して康 煕 字典 の 部首 別画 数 順)に,第2水 準 漢 字は,第1水 準 以 外 の漢 字

の うちか ら約 .3,4　OO字 を抽 出,こ れ を康 煕 字 典 の 部首 別 画 数順(同 画 数 は 代 表

者 の 五 十音 順)に それ ぞれ 配列 してい る。

　 自 由領 域 と して残 され てい る8～15区 及 び84～94区 は ユ ーザ ーの 希 望 に よ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

り 「一 時 的 ・局 所 的 に 文 字 を 割 り 当 て て 利 用 し て も よ い 」　 と し て い る 。

　 　 *　 JISC6226

　 　 **　 同 　 解 説

　 ***　 文 献(21)P351よ り,た だ し囲 は 追記
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表3.2　 情 報 交換 用漢 字符 号 系(JISC6226)の 内訳

分　類 区 内　　　容 文 字 種

1～2 特　殊　 文　字 108

●

非 3 数 字 ・ ロ ー マ 字 62

漢 4 平　　仮　　名 83

字 5 片　　仮　　名 86

文 6 ギ リ シ ア 文 字 48

字 7 ロ シ ア 文 字 66

8～15 (自 由 領 域) 一

漢
16～47

48～83

第 一 水 準 漢 字

第 二 水 準 漢 字

2,965--

3,384-一 }
字

84～94 (自 由 領 域) }

漢 字6,349字

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計6,802

　 (注)「 区」 とは2バ イ ト符 号 系 の 中 で第1バ イ トで 区 別 され る文 字 の集 合 。

　 　 　 その 中 で 個 々の 文字 が第2バ イ トに よ って区 別 され る。

　 この 漢 字符 号 の 標準 化 に よ っ て 日本 語 情 報処 理 シ ステ ムに お け る漢 字 の 字 種,

字体,配 列 に 関 す る 一応 の 基 準 が 定 まっ た とい え る。

　 しか し,JISC6226で は 漢 字 の 字 体(字 形)の 詳細 及 び 入 力鍵 盤 に お け

る 文字 配 列 ま で を規 定 して い るわ け で は な い 。 と くに 符 号 表 に おけ る書 体 は,

た ま た ま某 社 の 書 体 を 用 い て印 刷 され て い るが 某 社 は,こ の 書 体 につ い て著 作

権 を持 ってい る と ころ か ら,こ れ を複 製,使 用 す る こ と は で きな い こと に な っ

て い る 。

　 な お,制 御 符 号 に つ いて も,JISC6225「 情報 交 換 用 漢 字符 号 の た め の

制 御 文字 符 号 」 に よ り標準 化 され た こ とか ら,こ れ らの 標 準 化 以後 ・漢 字 を含

む 日本語 文の デ ー タ交 換,シ ス テム あ るい は 端 末 間,そ し て ソ フ トウ ェアの 互

換 性 が 向 上 して きてい るこ とは事 実 で あ る 。
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　 　 　 　　 　 　 　 　 *
3.2　 入 力 方 式

　 日本 語 情 報 処理 シ ス テム は 元 来,い わ ゆ る専 用 シ ステ ム と して 出発 して い る と

ころか ら入力 方 式,及 び出 力 方 式 とも,そ れ ぞれ に開 発思 想 が 異 な り,そ の 結 果

と して装 置 その もの と して も異 な る もの とな っ てい る。
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　

　入 力 方 式 に は,い くつ か の 種類 が あ るが,代 表 的 と思 わ れ る もの を あげ る。

(1)　 フル キ ー ボ ー ド方 式

　 　 この方 式 は,入 力 すべ き 文字 をあ らか じめ,盤 面(キ ー ボ ー ド)上 に 配 列 し,

　 1回 ま たは 数 回の シフ トで1文 字 を入 力 す る方 式 で あ る。

　 　機 構 上 の 違 いに よ って 次 の3種 に 分 け られ る。

　① 　 漢 字 テ レ タ イ プ方 式

　 　 　漢 字 テ レ タイ プは,新 聞社 や通 信 社 が 記 事 原 稿 の送 信 に使 ってい た漢 字 テ

　 　 レタイ プ ラ ィタ を原 形 と し,入 力装 置 と しては も っと も古 く専 用 シ ステ ム で

　 　 は 現在 で もこ の方 式 が 主流 と な って い る 。

　 　 　 これ は1ブ ロ ック14文 字(縦7文 字 ×2列)程 度 の ブ ロ ックを盤 面 上 に多

　 　数 配列 し,⑤ 該 当 す る文 字 の属 す る ブ ロ ックの指 示,⑤ そ の ブ ロ ックの中 の

　 　該 当文 字 の位 置 の指 示,の2段 階 の指 示 で1文 字 を入 力 す る方 式 で あ る。 こ

　 　 の2段 階 シ フ ト方 式 は 盤 面 上 に 比 較 的多 数 の 文字(3,000～5,000字)が 配 列

　 　 され て い る に もか か わ らず,入 力 速 度 を 上 げ る と い う 目的か ら考 え られ た も

　 　 の で あ る。

　② 　 和 文 タ イ プ ラ イ タ方 式

　 　 　和 文 タ イ プ ライ タは,事 務 機 の な か で もも っ と も普及 して い る もの で あ る

　 　 が,こ れ に着 目 して入 力 装 置 と して使 お う とす る考 え方 に立 つ もの で あ る。

　 　 したが っ て,機 構 上 は 和 文 タイ プ ライ タの 文字(活 字)配 列 に 対 応 して 文 字

　 　 コ ー ドを発生 す る よ うにな ってい る。

　 　 　 文字 コ ー ドの 発 生 方 式 は,

　 　*　 主 として文献(31)よ り

一23一



　 ㊧ 　 文 字盤 上 の該 当 文字 を座標 位 置 で検 出す る

　 ⑤ バ ー ・コ ー ドまた は 数 字 コ ー ドを 活 字 の字 づ らに 鋳込 ん で お き,印 字 し

　 　 た あ とOCRで 読 み 取 る。

　 ◎ 　 バ ー ・コ ー ドまた は 数 字 コ ー ドの プ レ ー トを活 字 の 足 の 部 分 に貼 付 け,

　 　 　これ を打鍵 の 瞬 間OCRで 読 み 取 る。

　 ① 打 鍵 と同 時 に 用 紙 の 裏 側 に ドッ ト ・コ ー ドを プ リン トす る(裏 打 ち ドッ

　 　 　 ト)

　 　な どの方 式 が あ る 。

③ 　 ペ ンタ ッチ方 式(タ プ レ ッ・ト方 式)

　 　 　平 面状 の シ ー トに 表 示 され て い る文字 盤(キ ーマ ッ トとい う場 合 もあ る)

　 　の 該 当文字 を座 標 位 置に よ り検 出,入 力 す る方 式 で あ る 。 和 文 タイ プ ライ タ

　 方 式 の座 標位 置 検 出 に よ る入 力方 式 と同 じ原 理 で あ るが,こ の方 式 では マ ト

　 　 リックス状 に正 位 置 で文 字 が 配 列 さ れ,キ ータ ッチ を ペ ン コ ーダで 行 な うこ

　 　 とに 違 いが あ る。

　 　 　ペ ンタ ッチ方 式 は タ ブレ ッ ト方 式 と もい わ れ,先 に あげ た 漢 字 テ レ タ イ プ

　 　方 式 と和 文 タイ プ ラ イ タ方 式 の 難 点 を緩 和 し たい わ ば 素 人 向 きの簡 易 入 力装

　 　置 と して考 案 され た もの で あ る。 この方 式 は,後 の かな 漢 字変 換 方式 と と も

　 　 に現 在 の標 準 的 な シ ステ ムの 入 力方 式 の主 流 を二 分 してい る。

　 　 　 なお,漢 字 オ フ ィ ス コン ピュ ータ の入 力方 式 と して,お もに得 意先 名,商

　 　品 名 な どの 固 定 的 な漢 字ニデ ー タを入 力す るた め ブ ック式,あ るい は メ ニ ュ フ

　 　 ック式 と呼 ばれ る方 式 が あ る。

(2)配 列 対 応方 式

　 　 上 記 の① ～ ③ は キ 〒 ボ ー ド上 に 配 列 した 文 字 を1字 ず つ探 し出 し打 鍵 または

　 タ ッチ して入力 す る方式 で あ るが,配 列 対応 方 式は フ ルキ ー ボ ー ド方 式 の 字種

　 の 多 さ と,英 文 タイ プ の操 作 の 速 さ,容 易 さ とを併 せ持 たせ よ うと した もの で,

　 文 字配 列(表)と キ ーボ ー ドを 別 々に 構 成 してい る。

　 　 文 字 配 列表 は1ブ ロ ック4×6字 の24文 字 を収 容 し ・この ブ ロ ックが さ らに
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　 4×6ブ ロ ック・の24ブ ロ ック(大 ブ ロ ッ ク)を 構 成す る。

　 　 キ ーボ ー ドは,こ れ に対 応 して左 右24ず つ48の キ ーが あ り,1キ ーにつ き

　 2種 類 の 数 字 コー ド(1と49,2と50,… …48と96)が つけ られ て い る。　 これ

　 を2回 の打 鍵 で片 手(左 手 ま たは 右 手)と 両 手(左 手 か ら右 手,右 手 か ら左 手)

　 の4種 類 に区 別 して 行 な うの で,全 部 で2,304文 字(4×24×24)が 入 力 で き

　 る こ とに な る。 文字 数 は シ フ ト操 作 で9,216字 ま で,さ らに外 字 キ ーの 操 作 で

　 その整 数倍 に 拡 張 す る ことが で き る。

(3)連 想 コー ド方式 　 　(擬 似 タ ッチ法)

　 　 先 に述 べ た フル キ ー ボ ー ド方 式 の よ うに,あ らか じめ 一定 の規 則 で文 字 が 配

　 列 さ れ て い るな か か ら目的 の文 字 を1字 ず つ検 索 し,入 力 す る方 式 で は,オ ペ

　 レ ー タが ま ず そ の配列 を覚 え込 む こ とが 必 要 で あ り,ま た 目検 に よ る入 力 で あ

　 るた め,オ ペ レ ータの視 線 が た え ず 原稿 と 文字盤 との間 を往 復 す るサ イ ト ・メ

　 ソ ッ ド(sight　 method)で あ る と こ ろか ら,熟 練 した者 で も入 力 速 度 に物 理 的

　 な限 界 が あ る。

　 　 これ に対 し連 想 コー ド方 式 は,英 文 タ イ プの よ うに,め く ら打 ち(原 稿 に視

　 線 をお い た ま まキ ータ ッチす る)タ ッチ ・メ ソ ッ ド(Touch　 method)な もの と

　 して考 え られ た もの で あ る:

　 　 この 方 式 は,マ ン ・マ シ ン間 の中 間 言 語 と して,あ らか じ め漢 字1字 に 対 し

　 て つけ られ た カナ ま た は英 数 字 を組 み 合 わ せ た コ ー ドに よ り入力 す る もの で,

　 ANKキ ー ボ ー ドや 特 製 キ ーボ ー ドを使 用 す るの が特 徴 で あ る。 連想 コー ド方

　 式 は ライ ン プ ッ トを は じめ,最 近 ま で数 種 類 一 カ ンテ ッ ク,KIS(九 段 コ ン

　 ビ.ユー タサ ー ビス),KAP(日 比 谷 コ ン ピュ ー タ システ ム),KITEN(日

　 本 情 報科 学 な ど)が 実 用 化 され て い る。(図3.1参 照)

(4)　 文字 分解(合 成)方 式

　 　 漢 字 の部首 の 形 か ら入 力 す る方 式 で,構 成 要素 を合 成 す るパ タ ー ン合 成 方式

　 と漢 字 の4つ の 角 の うち3つ の形 を選 択 して入 力 す る三 角 編 号 法方 式,順 解 採

　字 法 な どが あ る。(図3.2参 照)こ の方 式 は フル キ ーボ ー ド方 式 の と きの 外 字 入
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ラ イ ン プ ッ ト方 式

漢 字 の読 み に よる ・

漢 字 の意 味 に よ る・

漢 字 の形 に よ る… ・

漢 字 の熟 語 に よ る・

・… ・夜(ヨ ル) ,岩(イ ワ)

・… ・母(マ マ),髪(へa)

・… ・刈(メ リ),今(ヘ ラ)

・・… 皮(ヒ フ)
,意(iミ)

パ ター ン合 成 方 式

　 　　 　 KITEN方 式

　川………カワ　 　 　 ① バー

　革……… カワ　 　 　 ⑫ ザー

　皮……… カワ　　　 　 ② キン
　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　ニ

漢字 の読みの2字 　　　　≡

　 　　 　 　 　 　　 英語の読みの1字
　　　　　 　
　 　　 　 　 　 カナ3字

図3.1　 連 想 コー ドの 例

一 ン田 田

文　字　例　　体,礼 部,数

藤

‥

1

　

　

　

　
3

　 三 角 編 号 法

　 44　 26　 　33　 　符号 コード

+・ 月 ・小

ω 　 　(2)

44　 　 26

図3.2　 文字 分解(合 成)方 式 の例

　 力 に併 用 され て い る。

㈲ 　 マル チ ス トロ ーク方 式(表 示選 択 方 式)

(3)… … … 入 力 順 序

33… … ・入 力 符 号

　 　 　 　 (6桁)

　　 ANKキ ーボ ー ドか ら漢 字1字 の音 または訓読み のカナ2字 を入力 し,同 音

　の漢 字 をデ ィスプレイに表示 させ,そ の なかか ら該 当の文字 を ライ トペ ンまた

　 はキ ーによ り選択 す る方 式であ る。 同音 の漢字 の表示 はほとん ど頻度順 にな っ

　 てい る。

{6)か な漢 字変換方式

　　 この方式は原稿 をすべて かなで入 力 し,別 に用 意す る変換 プ ログ ラム(辞 書)

　に よ り漢 字か な混 り文に出力す る ものであ る。 このばあいの変換 は,漢 字1字

　単位 あ るいは頻 繁に出現す る熟語単位,ひ らがな,カ タ カナ を含 む文節単位 で

　行 われ る。 この方式 では記号化 した特 定の音 で熟語 や文節 の変換 も可能 であ る

　 ため入力 の簡易化 一 ソフ トウ ェアによ って人間の側 の負担 を軽 くす る,い わ

　 ば素人向 きの入 力方式 として有力視 され てい る。
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(7)そ の他 の入力方式

　　 これまで述べ た入力方 式は,す でに実用 的な レベルに達 してい る もの であ る

　 が,こ の他 にやや特殊 な方式 として速 記用 の専用 タイプを利用す るソクタ イプ

　方式 や,OCR方 式(印 刷漢字読取 り,手 書 き漢 字読取 り),音 声入力方式が

　 あるが,こ れ らは技術 的には まだ多 くの課題が残 され てい る。

　　 しか し,な かで も音 声入力方式は認識率の向上が ネ ックとな っている ものの

　人間の側 か らは最 も簡 単 な入力方式 で あるところか ら,今 後 に期待 がか け られ

　てい る。.

　　 これ らの入力方式に は,そ れぞれ特 徴が あ り,一 律に評価 す る ことは難 しい
　　　　 　　　　　　　　　　　　 　 *　　　　　　　　**
　 が,そ の 一 例 を あ げ る 。　 (表3.3,図3.3参 照)。

■

熟

練

度

A和 文 タ イプ

3級

2級

1級

B

C

D
ρ

　 　 　 　 　 　 ラ イ ン プ ッ ト

　 　 　 　 　 (連 想 コ ー ド式)フル キ ー

ペ ン タ ッチ 方式

かな漢字変換方式

20 40 　 60　　　　　80

入力速度(字/分)

100 120

図3.3　 入力 速度に よる各方式 の比較

*　 文 献(18)P .18に 一 部追 記

**　 　〃　 (7)P.44に 一 部 修 正
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表3.3　 入力方式 の分類 と評価
←

方　　　　式 速　　　度 訓練度 特　　　　　　　　徴 主　　要　　 メ　　 ー　　カ　　 ー

フ

ル

キ

ー

ボ

ー

ド

方式

漢 字 　 テ　レ

タ イ プ 方 式
40～60字/分 中大

漢 字 入 力 装 置 と して もっ と も古 い歴 史 が
あ り,実 績 もあ る 。両 手 打 鍵 モ ニ タ印 字

な し,専 用 パ ンチ ャ向 き

沖 電 気 工 業,谷 村新 興,富 士通,写 研,昭 和 情 報 機

器,東 レ,ア ル プ ス電 気,日 電漢 字 シス テム,東 京

機 械

和 文 タ イ プ

ラ イ タ 方 式
30～50字/分 中

和 文(邦 文)タ イ ピス ト用

モ ニ タ印 字 有

日本 電 気,沖 電 気 工 業,富 士通,日 本 タ イ プ ラ イ タ,

日本 シ ステ ム技 術,東 京芝 浦 電 気,学 研

ペ ン タ ッ チ

(タブレット)

方　 　 　 　式

30～50字/分 中
片 手 打 鍵(ペ ンま た は指)

入 力 文 字 位 置 が 点 灯 し確 認 可,タ ブ レ ッ
ト交 換 に よ り文 字 種 拡 張

ぺ ん て る,日 電 漢 字 シ ス テ ム,沖 電 気 工 業,東 レ,

日立 製 作 所,富 士 通,三 菱 電機,日 本ユニ パ ック,ゼ

ネラル,オ ー ルシス テム,日 本 電気,松 下 通 信 工 業,

日本 デ ジ タル

配列対 応 方 式 80～100字/分 中
両 手 打 鍵,タ ッチ ・メ ソ ッ ド,シ フト'キ
ーおよび外 字キーによ り文 字 種 の拡 張 可

(9216× 整数 倍)

谷村新興

連 想 コ ー ド方 式 60～120字/分 大

記 憶 訓 練 が む ず か しい(2500字 程 度 が 限

界),英 数 カ ナ,キ ー ボ ー ドまた は特 殊
キ ー ボ ー ドか ら2打 鍵/字,

専 任 パ ンチ ャ向 き

ラ イ ン プ ッ ト,カ ン テ ッ ク,KIS,KAP,KITEN,

大 計 な ど

文 字 分 解 方 式

(ス トローク方式)
小

部首構成要素の入力

特殊 キーボー ドから平均3打 鍵/字

三角 編 号 法(伊 藤 忠 デ ー タ シ ス テ ム,ワ ン グコ ン ピ

ュ一 夕,日 本 システムハ ウス),パ タ ー ン合成 法(日

電 漢 字 シ ス テ ム),願 解 採 字 法(三 島光 産)　 　 　 `

マル チ ス トロー ク

方 　 　 　 　 　 　式

(表 示 選 択 方 式)

20～30字/分 小
音訓 ・部首で索引,表 示選択あるいは追
加情報入力
素人向き

沖 電 気 工 業,ア ル プ ス電 気,日 立 製 作所,リ コー

か　 な　 漢　 字

変　換　 方　 式

ソ フ ト依存 度,

辞 書構 成 に よ り

異 な る

小
会 話 型 で素 人向 き

カ ナ ・デ ー タか らの 自動 変 換 方 式 もあ る

谷 村 新 興,東 京 芝 浦電 気,シ ャー プ,沖 電 気 工業,

日本 ユニ パ ッ ク,富 士 通,キ ャノ ン,三 菱 電 機,日

立 製 作 所

速 記 入'力 方 式 200語/分 大 速 記 者(ソ ク タ イ ピス ト)専 用 ソ ク タ イ プ

OCR　 方　　式
印　 刷　 漢　 字
手書漢字 オンライン

印刷漢字2000字 の認識実
用 レベル段階

教育漢字と両仮名程度
東京芝浦電気,日 立製作所,富 士通

音 声 入 力 方式
特定 話 者の 単語100～300語 の 認 識 可

認 識 率 は年 々向 上
日本電気,東 京芝浦電気

⑳ ?
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{8)外 字 入 力

　 　 日本 語 情 報 の うち,と くに漢 字 の入 力 の 問題 は究 極 的 に は 個 々の ア プ リケ ー

　 シ ョ ン との 対 応 に お い て も考 え な け れ ば な らな い 。

　 　 なぜ な ら,ユ ーザ ーに と っ て は,そ の シ ステ ム がr専 用 」 で あ ろ うと 「汎 用」

　 であ ろ う と本質 的 に は 区 別 は な い か らで あ る。

　 　 しか し,た と えユ ーザ ー ・オ プ シ ョン と して そ の時 点 に お け る ア プ リケ ーシ

　 ョンに対応 す る,す べ ての漢字(字 種)を 完全に用意 した とレても,そ の後 の

　経過 は予測 で きな い。 したが って一つの システムで基本的 に取扱 える文字種

　 (漢 字 のみ とは限 らない)以 外 に も必要な場合,発 生 の都度,該 当の文字 を取

　扱 える 一 ・つま り入 ・出力で きる方 法 を考慮 す る必要 が あ る。 この よ うな 考

　え方 が外字処理の概念 であ る。 これ を日本語情報処理 システムの技 術的な立場

　か ら厳密 にいえば 「外字 とは符 号(コ ー ド)体 系にない文字」 と規定す る こと

　がで き る。(図3.4参 照)　 　　　 　　　　 　　　 　 '　　 　　　 　 `

　　一般的 には キ ーボ ー ドな どか らの 「一次的入力で出力 で きない文字」 とい う

　 ことに なろ う。

パ タ ー ン内 字

キーボード外 字

シス テム内 字 一 ーー 一∋

シス テム外 字 一ーー一

図3.4　 外 字 の 概念
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　外字 は システ ムの運 用にあた って必 然的に発生す ることを前提 に,あ らか じ

め予想 される頻度 によ って処理方法 を考慮 してお く必要が あ る。

　 しか し,外 字の発生 は突発 的で定 量的に も定 性的 に も,そ れ を把握 す るこ と

じたいが困難で あ るところか ら別の 救済方 法で妥協 す ることも考慮 しなけ れば

な らない。

　 　 　 　 　 　 　 　 *
3.3　 出 力 方 式

●

(1)　 プ リンタ

　 　 出 力方 式 及 び装 置 は 主 と して ハ ー ドウ ェア技 術 め 問題 で あ る。 す なわ ち,

　 　 ・文字 品 質(ド ッ ト構 成,密 度)

　 　 ・文 字 種 類(文 字 数,書 体,大 きさ… … フ ォン ト ・メモ リ)

　 　 ・印字 速 度(印 字 方 式)

　 　 ・出 力様 式(編 集,グ ラ フ ィ ック機能)

　 　 ・出力 用 紙(普 通紙,特 殊紙 の 別,複 写枚 数,証 ひ ょ う適 格 性 な ど)'

　 で あ る。

　 　 出 力 装 置 と して は プ リン タ とデ ィスプ レイが あ り,プ リン タは さ らに イ ンパ

　 ク ト方 式 とノ ンイ ン パ ク ト方 式 に 分 け られ る。

　 ① 　 イ ンパ ク ト方 式 　 　 　 　 '

　 　 　 イ ンパ ク ト方 式 は 活字 や ワイ ヤ ド ッ ト ・ピン を リボ ンま た は カ ー ボ ン を通

　 　 して打 ち 付け 印 字 す る。 この方 式 は 普 通紙 が使 え る こ と,複 写 が と れ る こ と

　 　 に特 徴 が あ る。

　 　 い 活字 方 式

　 　 　 　 活 字 を用 い る方 式 は 和 文 タ イ プと 同 じ原 理 で あ るが,印 字 速 度 が 遅 い こ

　 　 　 と,活 字 の 摩耗 な どが あ り,現 在 で は ほ とん ど使 わ れ てい な い 。

L

*　 主 と して文 献(31)よ り
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　 iDワ イ ヤ ドッ ト方 式,ラ イ ン ドッ ト方 式

　 　 　 現 在 の 主 流 は ワイ ヤ ッ ドッ ト方 式 の シ リア ル ・プ リン タで,直 径02㎜

　 　 ほ どの ワ イ ヤ ピ ンを タ テ,ヨ コ18～24本 配 列 し,電 磁的 駆 動 で用 紙 に 打

　 　 ちつ け る。1字 ず つ機 械 的 な駆 動 で印 字 す るの で速 度 が遅 いが,行 単 位 で

　 　 印 字 す る ラ イ ン ド ッ ト方 式 もあ る。

② ノ ンイ ンパ ク ト ・プ リン タ

　 i)熱 記 録 方 式(サ ー マル ・プ リ ンタ)

　 　 　 この方 式 は 横 一 列 に並 べ た 発 熱体 を特 殊 な 感 熱紙 に接 触 させ な が ら ドッ

　 　 ト信 号 に よ り列 単 位 に感 熱発 色 させ る もの で あ る。最 近 の ものは 隣 接 す る

　 　 ドッ トを互 い に オ ーバ ー ラ ップ させ,印 字品 質 の向 上 を図 って い る。

　 ii)イ ン ク ・ジ ェ ッ ト方 式

　 　 　 細 い ノ ズル の 先 か ら イン クを噴 出 させ 印 字 す る方 式 であ る。 文 字 信 号 で

　 　 制 御 さ れ る ノ ズル の動 きに よ って 文字 を描 く。

　 　 　 印 字 品 質 を 上 げ る た め ノ ズル の 口径 を細 く し,ダ テの 画 素 を半 分省 い て

　 　 速 度 の低 下 をふ せ ぐ方 式 も出 て い る。

　 m)静 電記 録 方 式

　 　 　 特殊 な用 紙(静 電 記録 紙)に 文字 パ タ ー ンを 負荷 させ 潜 像 をつ く り,ト

　 　 ナ ーで現 像,定 着 す る もの で あ る。 印 字 速 度,品 質 と も優 れ てい るが 特 殊

　 　 用 紙 を使 うた め コス トがか か るの が 難 点 と され てい る。　 l

　 lV)イ ン ク ・ミス ト方 式

　 　 　 放 電 に よ って 発生 させ た イ オ ン流 に イ ン ク を ミス ト(霧)状 に 吹 き か け,

　 　 帯 電 した イ ン ク を用 紙 に付 着 させ る方 式 で あ る。

　 V)化 学 写 真

　 　 　光 学 字 母 か ら銀 塩 系 ま た は ジ ア ゾ系 感光 紙 に現 像,定 着 させ る方 式 で,

　 　印 字品 質 が よ く電算 写 植 シ ステ ムの 出 力(版 下作 成)に 多 く利 用 され て い

　 　 る。

　 vD電 子 写 真 方 式
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　　 　 　 この方 式 は 電子 複 写 機 の 原 理 を応 用 した もの で ドラム表 面 に 電 気 的 潜像

　　 　 を つ く り,こ れ を トナ ーで 現 像,普 通 紙 に 転 写 す る方 式 で あ る。

　　 　 　光 電 誘 電体 で覆 った 感 光 ドラ ムにOFT(オ プテ ィ カル ・フ ァイ バ ・チ

　　 　 ュー ブ)や レ ーザ 光 をあ て潜 像 をつ くる方 式 な どが あ る。

　　 　 　 レー ザ光 をあ て る方 式 の プ リ ンタ は,一 般 に レ ー ザ ・プ リンタ と呼 ば れ

　　 　 てい る。 レ ーザ ・プ リン タは 印 字 品 質,速 度 と も,き わ め て よ く大 量,高

　　 　 速 の 出力 用 と して主 流 を 占め つ つ あ る。

(2)パ タ ー ン発 生 方 式"

・　 プ リンタの 出力 に お け る漢 字 パ タ ー ンの発生(記 憶)方 式 は ,ア ナ ログ方 式

　 と デ ィ・ジ タ ル方 式 が あ る。 アナ ロ グ方式 は 字母式 と も言 い,活 字 や 回転 また は

　固 定 され た 文字 板 を用 い光 学 的 な 機 構 で パ タ ー ンを記 憶 し,出 力 す る もの であ

　 る。

　　 デ ィジ タル方 式 は 文字 を.ド ッ トに 分解 して記憶 す る 。

　　 ド ッ ト構 成 は16ま た は18×1　 8,24×24,32×32,の もの が 中 心 とな っ てお

　 り,そ れ ぞ れ プ リンタ出 力 の ド ッ トと対 応 す る こ とに な る。

　　 デ ィジ タ ル方 式 に は,こ の 他,先 に 述 べ た 入 力方 式 の 文 字 分解 方 式 に よ く似

　 た ス トロ ーク方 式 が あ り,部 首 な どの 基 本 パ タ ー ンで 記憶 す る。

　　 この方 式 は,ド ッ ト方 式 が 分 解能(印 字 品質)を 上 げ よ うと し て ド ッ ト構 成

　の 数 を増 や す と,.メ モ リの容 量 が 極 端 に増 加 す る こ とか ら,そ れ を抑 え る方 法

　 と し て考 案 され た もの で あ る。

　　 プ リンタ出 力方 式 の 分類 を 表3.4に 示 す 。

曾

●

*　 文 献(31);〔 文 献(21)P.356よ り一 部 修 正 〕
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表3.4　 出 力(プ リン タ)方 式の 分類 と評 価

方　　　　　式 表 示 部 機 構 用 紙 本/㎜ 字/秒

イ ト

蒸方
ク式

活 字 ドラム 活字

}・

10～15 2～3

ワイヤ ドット(シリアル・プリン ト) ニー ドル ビン 3～6 10～100

ノ

ン

イ

ン

パ

ク

ト

方

式

サ ー マ ル 感 熱 ヘ ッ ド △ 4～20 10～300

イ ン ク ・ジ ェ ッ ト インク ・ノズル ○ 4～12 30～120

静電記録 多針電極 △ 4～8 100～1ρ00

安定化記録

}・・ ぴ汀

△ 12～15 3,000

電子写真 △ 8～12 3ρ00

電子写真転写 FO　 CRT/レ ーザ ○ 8～12 10ρ00

イ ン ク ・ ミ ス ト コロナイオン電 極 ○ 4～6 8ρ00

　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　 ○普通紙　　△特殊紙　　FO:Fiber　 Optica1

{3)デ ィス プ レ イ

　　 デ ィス プ レ イは,入 力 の 際 の モ ニ タ リン グ(校 正,デ ータ照 合,フ ォー マ ッ

　 ト編 集 な ど,既 成 文書 また は フ ァ イ ルの取 出 し,参 照),情 報 検索 な ど に重 要

　 な イ ンタ フ ェ ースで あ る 。た だ し出 力 装 置 とし ての役 割 は,プ リンタが 最 終 的

　 に ハ ー ド ・コ ピ ーの 形 で出 力 す るの に 対 し,そ の過 程 で の一 時 的 ・補 助 的 な手

　 段 として 位 置 づ け られ る。

　　 デ ィ ス プ レ イの 出力方 式 は,表 示 デ ー タ を コー ド単 位 で記 憶 し,走 査 ご とに

　 文 字 パ タ ー ン を読 み 出 す コ ー ド ・ リフ レ ッ シュ方式 と,画 面 イ メー ジ ご と記 憶

　 す る イ メ ー ジ ・リフ レ ッシ ュ方 式 とが あ るが,後 者 の ほ うが 多用 され て い る。

　 これ らの デ ィスプ レ イはCRT(Cathode　 Ray　 Tube)で あ るが,将 来 は表 示 文

　 字 品質 の 向 上 や表 示 面積 の 大型 化(A4判 及 びB5判 を中 心 とす る 日本 語 文書

　 サ イズ の全 面表 示)へ の要 請 か らCRT型 の限 界 もさ さや か れ て お り・液 晶 な

　 ど は平 面型 デ ィス プ レ イへ の移 行 も考 え られ る。
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3.4　 ソ フ トウ ェア

(1)日 本 語 処 理 ソ フ トウ ェ アの概 念

　 　 日本 語 情 報 処 理 に お け る ソ フ ト ウ ェアは,広 義 には,

　 ① 　 日本 語 を扱 うた め の符 号(コ ー ド)体 系,制 御 プロ グ ラ ム,デ ー タ ベ ー ス

　 　 管 理(DBMS),言 語 処 理,ユ ー テ ィ リテ ィ(サ ー ビス ・プ ロ グラ ム)な ど

　 　 OSの 全 体

　 ②OSに 対 応 し て用 い られ る各 種 の 辞 書 フ ァイ ル(「 テ ーブ ル ウ ェ ア」 とい

　 　 う場 合 もあ る。)

　 ③ 日本 語(カ ナ)仕 様 に よ る プ ロ グ ラ ミン グ言 語,

　 を含 め て総称 して い る もの と考 え られ る が,狭 義 に は① のOSを 中心 と した 日

　 本 語 処 理 ソ フ トウ ェ アを指 す もの と思 わ れ る。

　 　 と くにOSに つ い てい えば,こ れ らは 従 来 のANK系 の ソ フ トウ ェア に 日本

　 語 処 理 機 能 を追 加 す る ことに よ って従 来 の 汎 用(ANK系)シ ステ ムに お い て

　 も 日本 語(漢 字)が 扱 え る,ま た はANK処 理 と 日本 語 の処 理 との混 在,共 存

　 を可 能 に し よ うとす る考 え方 に 基 づ く もμ)で あ る。 これ らのOSに 対 応 して各

　 種 の辞 書 フ ァ イル も体 系化 され つ つ あ り,こ れ らを 一体 とみ る こ と もで きよ う。

　 　 こ う した汎 用 の 日本 語処 理 ソ フ ト ウェ アは こ こ数 年 の 間に 主 な もの で も,

　 ●JEF(富 士 通)

　 ℃ 漢 字 情 報 システ ム(日 本 アイ ・ピ ー ・エ ム)

　 ・JIPS(日 本 電 気)

　 ・KEIS・(日 立製 作 所)

　 ・日本 語 情 報 システ ム(三 菱 電 機)

　 ●JBIS(バ ロ ース)

　 ●日本 語 情 報 シ ステ ム(日 本 エ ヌ ・シ ー ・ア ール)

　 な ど と して各 社 か ら発 表 され てい る。

　 　 これ らの ソ フ トウェ アに共 通 し て い るこ とは ハ ー ドウ ェアの 面 で もオ フ コ ン
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か ら大型 シス テ ム ま で一 貫 して互 換性 を持 たせ て いる こ とで あ り,こ れ に よ っ

て 日本語 処 理 の裾 野 の拡 大 と シ ス テ ムの フ レキ シ ビ リテ ィの向 上 を はか って い

るこ とであ る。

　 な お,漢 字 オ フ コンや 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ に お い て も基 本 的 には 同 様 の

性格 の ソ フ トウ ェ アを 備 え るが,機 能 は おの ず と限 定 的 で あ る。

(2)　 OS

　 D符 号.(コ ー ド)体 系

　 　 　 従 来 のANK系 の 符 号(コ ー ド)体 系 に 日本 語 処 理 のた めの 漢 字符 号(コ

　 　 ー ド)を 追 加 し混 在 処 理 を可 能 に す る もの 。機 能 キ ャ ラク タが 付随 す る。

　 　 　漢 字符 号 は 各 メ ー カ ー独 自の もの とJISC6226系 の もの とが 単独 また

　 　 は併存 す る形 が 多 い。 ・

　 iD制 御 プ ロ グ ラ ム

　 　 　 ANK系 の ジ ョブ,デ ー タ管理 な どに 日本語 処 理機 能 を追 加 し,コ ンソ ー

　 　 ル,プ リンタ な ど各 種 の漢 字 処理 装 置 の制 御,文 字 セ ッ トの 管 理,外 字処 理

　 　 な どを行 う。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -

　 1川 言 語 処 理 プ ロ グ ラム

　 　 　 COBOL,PL/1,エ ン ドユ ーザ ー言 語 に対 して 日本 語 処 理機 能 を 追 加 し,

　 　漢 字 デ ータ項 目,漢 字 定 数,漢 字 シ フ ト コー ド各 々の定 義,漢 字 デ ータ操 作

　 　 な どを行 う。

　 iv)デ ー タ ベ ース管 理

　 　 　 日本 語 デ ータ ベ ー ス構 築,メ ッセ ー ジ編 集,漢 字端 末 機 の制 御 な どを行 う。

　 V)ユ ーテ ィ リテ ィ

　 　 　 ユ ー テ ィリテ ィ(サ ー ビ ス ・プロ グ ラ ム)と しては 日 本 語 の解 析(文 字,

　 　 単 語 の ソ ー ト/マ ージ),文 字パ タ ーン の管 理,用 語辞 書 の編 集/管 理,フ

　 　 オーム ・オ ーバ ー ・レイ な ど出 力様 式 の編 集/管 理 な ど を行 う。
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㈲ 　 辞 書 フ ァイル

　 　 辞 書 フ ァイ ルの 必 要 性

　 　 日本 語辞 書 フ ァ イル の必 要性 は従 来 のANK系 の処 理 に比 べ て 日本 語処 理 系

　 で は,と くに漢 字 の 字 種 の 多 さ,字 形 の複 雑 さ,配 列 の 多 様 性(読 み方,書 き

　 方 一 部首,画 数 な ど)か ら,実 際 の アプ リケ ー シ ョンに 応 じて漢 字 デ ー タの

　 入 ・出 力 を効率 的 に 行 お うとすれ ば必 然 的 に その 用途 に 応 じた漢 字 デー タ ベ ー

　 スが 不 可 欠 とな る こ とに あ る。

　 　 したが って辞 書 フ ァイ ルは,そ の 用途 に よ っ て最 適の 内容,規 模 を持 つ こ と

　 が要 求 ざれ る。'

　 D文 字 パ タ ーン

　 　　 '日本 語処 理 を行 うた めの 漢 字 デ ィスプ レイ,漢 字 プ リン タで は漢 字 の フ ォ

　 　 ン トをCG(キ ャラクタ ・ジ ェネ レータ)と して持 って い るが,文 字 パ タ ー ン

　 　 辞 書 に よ り ユ ーザ ーは用 途 に応 じ,文 字 種 を選 択 してCGに 入 れ る こ とが で

　 　 き る。

　 　　 外 字 を辞 書 フ ァイ ル に 登録 す る こ とに よ り外 字 の 処 理 も可 能 とす る。

　 iD文 字 属 性

　 　　 漢 和辞 典 に お け る部首 別 画 数 順,総 画数 順,国 語辞 典 にお け る音 訓 順,

　 　 JISC6226な どに お け る漢 字符 号(コ ー ド)順 な ど の配 列 に よ'る漢 字 一

　 　 字 一 字 に対 応 す る属性 辞 書 ま であ る。

　 　　 属 性辞 書 は例 えば音 読 み で 同姓 同 名 の 人名 を 姓一 名 の順 序 で漢 字 の総 画 数

　 　 順 に 並 べ か え る よ うな と きに用 い られ る。

　 11Dか な漢 字 変 換

　 　　 氏 名 や住 所 な どの 漢 字 の項 目 デ ータ や単語,熟 語 の 読 み 方 の カ ナ入 力 に よ

　 　 る漢 字 表記 の た め の 辞書 で あ る。

　 　 従来 のANK処 理 シ ステ ムに お け る カナ表 記 デ ー タ を本 来 の 漢字 表 記 に変 換

　 　 す る こ とでANK系 と日本 語処 理 系 とを併 存 させ る こ とが で き る。

　 　 フル キ ー ボ ー ド方式 とと もに,現 在 の 入 力方 式 の 主流 を二 分 して い るか な漢
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図3.5　 日本 語 情 報処 理 の ソ フ トウ ェ ア体系
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字 変換 方 式 の 基 礎 と な って い る もの で あ る。

　 この種 の もの と しては各 種 の 分 野 の用 語 を収 録 した用 語 辞 書,国 語 辞 典 に

相 当 す る熟 語 辞 書 が 含 まれ る。 この う ち,熟 語 辞 書 は さ きの2.1② に のべ た

言 語 処 理 の レベ ル に 相 当 す る た め意 味,文 法 な どの言 語 解 析 を伴 う。

日本 語 情 報処 理 の ための ソ フ ト ウ.ア の体 系 を図3..5*に,ま た辞 書 。 。イ

　 　 　 　 　 　 　　
ル の例 を表3.5に 示 す 。

表3.5　 日本 語 情報 処 理 の ため の 辞 書 フ ァ イル

辞 書 フ ァイ ル ア イ テ ム 用　　　　 途
　 　 　 ～

文 字 パ タ ー ン フ ァ イ ル 漢 字 コ ー ド

パ タ ー ン

文字 パ タ ー ン管 理

漢字 辞 書 フ ァイ ル

　 　 　 　 　 　 　 　 ・

漢 字 コ ー ド

部　 首

画 　 数,

音　 訓

異 体 字 関係 。t,,

ソ ー ト,マ ー ジ

異体 字処 理

コー ド表 作 成

固有名詞辞書

　　　　　地名 ・姓名

　　　　　法人名

カナ表記

漢字表 記

宛名 等の カナ漢 字変換

　 　 　 　 　 　 一

国 語 辞 書 フ ァイ ル 漢 字表 記

読 み

品詞,活 用形

文章の カナ漢 字変換

コ ー ド変 換辞 書 漢 字 コ ー ド コ ー ド変 換

特殊 名辞書

(専門分野)

漢 字 表 記

読 み コ ー ド

コ ー ド化 入 力

*　 文 献(77)P.445よ り一 部 修 正

**　 　　〃　　(77)P.433
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(4)　 プ ログ ラ ミング言 語

　 　 COBOL,FORTRANな どの 汎用 的 な プ ログ ラ ミン グ言 語 に対 して,日 本 語

　 に よ る記 述 を可 能 に し よ うとす る考 え方 は,か な り以 前,そ れ も日本 語 情 報 処

　 理 の 黎 明 期 で あ る15年 程 前 に芽 生 え てい た。

　 　 昭 和41年 に日本 電気 か ら発表 され た 「日本 語 コ ボル 」 が そ の具 体 的 な例 で

　 あ る 。

　 　 しか し,こ れ らは 英語 記 述 に比 べ れ ば,判 りやす くは な か った とは い う もの

の ・力 舛 壊 記 であ るためコ ログラ ミングその もの励 靴 につな が らず

　結 果 的 に は実験 的 な域 を 出 な か っ た。

　 　 最近 に な って 日本 語情 報 処理 の 技 術 的 な 進 歩 の影 響 か ら,か な漢 字 デ ー タ処

　理 機 能 を導 入 したCOBOL,　 PL/1,FORTRANな どの プ ロ グ ラ ミン グ言 語 が

　電 電 公社,富 士 通,日 本 電気,日 立 製 作所,三 菱 電 機,日 本 ア イ ・ピー ・エ ム

　 か ら発 表 され て い る。 この う ちCOBOL,　 PL/1は 全社,FORTRANは 電 電

　 公社 及 び 日本 電気 か ら出 され て い る もよ うで あ る。

　 　漢 字COBOLは カ タ カナ入 力 し,か な漢 字 変 換 に よ り日 本 語 文仕 様 で 出力 す

　 る。

　 　 これ らは 必 ず し も プ ログ ラ ミン グのす べ て を 日本語 化 す るわ け で は な い が,

　 プ ロ グ ラ ミン グの 記述 が読 み や す く,書 きやす くな った こ とは確 か で あ る。

　 　一 方,従 来 の複 雑 な プ ログ ラ ミ ン グ作 業 をな くす と と もに 日本 語 で シ ス テ ム

　開 発 を行 いな が ら,総 合 的 な生 産 性 向上 をは か ろ うとす る ツ ール も考 え られ て

　い る。

　 　そ の一 つと し てCORAL(Custmer　 Oriented　 Application　 ProgramDe-

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 velopment　 System)と 呼 ば れ る ものが 最 近,日 立 製作 所 か ら発表 され てい る。

　 　 CORALで の記 述 は カタ カナ で行 い,そ の仕 様 書 か ら自動 的 にCOBOLプ ロ

　グ ラム を生 成 す る。

　 　これ は,と くに 大 規模 な オ ンラ イ ン ・デ ータ ベ ー スシ ス テム と対 象 に各 種 の

　 *　 資料(134)
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開発 支援 機 能 を一元 的,総 合 的 に サ ポ ー トさ れ る。

　漢 字 か な湿 り文 に用 い る漢 字CORALが 近 く出 荷 さ れ る とい う。

　 プ ログ ラ ミン グ言 語 として は 自然 言語(こ こ で は 日本 語)そ の もの が 使 え る

こ とが理 想 的 で あ ろ うが,そ の た め に は 膨 大 な デ ータ ベ ー ス を必 要 とす る。

　 したが っ て,日 本 語 に よ るシ ス テム開発 の サ ポ ー ト,プ ロ グ ラム生 成 な ど も

その デ ータ ベ ース構 築 の範 囲 に 段 階 的に 進 んで 行 く もの とみ られ る。

ひ

ρ
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日本語情報処理 とワー ドプロセシング
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4.日 本 語 情 報 処 理 と ワ ー ド フ。ロ セ シ ン グ

4.1　 欧 米 に お け る ワー ドプ ロセ シング の概 念 と発 達

¶

(1)　 ワ ー ドプ ロセ ッサの 沿革

　 　 1914年 に イギ リスの ヘ ン リー ・ミル が 「文 字 を書 く機 械」 と し て活 字 と同

　 様 の字 形 を印書 す る印 字 機 を発 明 したの が 今 日の 英(欧)文 タ イ プ ラ イタ の 始

　 　 　 　 　 　 　

　 め と され る。
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　

　 　 ア メ リカ では1868年 シ ョール ズに よ って,特 許 の 出願 が な され,さ らに そ

　 の後1878年,レ ミン トン父 子 に よ って44キ ーか らな る ダ イ ブ ラ イ タが つ くら
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　

　 れ,実 用 化 され るに 至 った。

　 　 この よ うに 欧 米 諸 国 に おい て100年 以 上 の タ イ プラ イ タ使 用 の経 験 か ら,タ

　 イ プ ラ イ タは オ フ ィス事 務 では も とよ り一 般 家 庭 に も広 く普 及 し て い る。

　 　 そ の間,英 文 タ イ プ ラ イ タは,1930年 代 に ロ ール〔 一パ ーを記 憶 媒体 とす

　 る オ ー トマ チ ック ・タ イ プ ラ イ タが現 われ,ま た1950年 代 に な っ て,こ の オ

　 ー トマ チ ッ ク ・タ イ プ ラ イタ の記 憶 媒 体 に紙 テ ープ を用 い,電 気機 械 式 マ シン

　 ・ロ ジ ッ クに よ り,紙 テ ー プ上 に ス トア され た テ キ ス トの 検 索,マ ージ な ど の

　 機 能 が あ る程 度 可 能 とな った た め,テ キ ス トの反 復 的利用 が 強 化 さ れ た。

　 　 この よ うな機 構 的 な 改良 を経 て,1960年 代 に 入 って 当時 の エ レ ク トロニ ク

　 スや コ ン ピュ ータ技 術 の 応 用 が試 み られ,1964年IBMが 磁 気 テ ー プ ・セ レ

　 ク ト リッ ク ・タ イ プ ライ タ(MT/ST).と して導 入 した。

　 　 IBMは5年 後 の1969年,媒 体 に 磁 気 カ ー ドを用い た セ レ ク ト リ ック ・タ

　 イ プ ライタ(MC/ST)を 発 表 し,以 後 各 社 の参 入 に よ り タ イ プ ラ イ タの電

*　 印刷 事 典 　 昭 和36年 大蔵 省 印刷 局

**　 文献(77)P.114
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子化 が本格的に展開 され る ことに な った。

　 こ の よ う な タ イ プ ラ イ タ の 電 子 化 は 機 構 的 に は"Automatic　 Typewriter・,

¶El
ectronic　 Typewriter"の 概 念 を ・ 機 能 的 に は"　 Text　 Editing"あ る

い は"Word　 Proce8sing"の 概 念 を 生 み 出 し た 。

　 こ の よ う な 概 念 は,.そ の 後 の,コ ン ピ ュ ー タ及 び 通 信 技 術 の 発 達 と 結 び つ い て,

よ り 高 次 の,例 え ば 自 動 化 オ フ ィ ス ーAutomated　 Officeや0・A-Office

Automation,OI　 S-　 Office　 Information　 Sy8temと い っ た よ う な 概 念 に

発.戻 し て 行 く の で あ る 。

　 こ こ で ワ ー ド プ ロ セ シ ン グ の 概 念 な い し 定 義 は 次 の よ う に 把 え る こ と が で き

る 。

　 す な わ ち,一 般 的 に 文 書 事 務 の う ち

・原稿(案 文)の 作 成

・印書及び⇒
(原 稿 の タ イ プ)

(⑧ の加除訂 正,打 直 し)

一
.製 複 ⇔

⑧ 考 え を
ま　 　　　　　と

　 配
.布 め

達伝
原

・　 　 ・郵便 稿
保

管　　　'複 写機
を

作　 ＼
.　 　 　 ・ フ ァ ク シ ミ リ 成

検　　 ・簡易印刷機 ・筆記　　　　　　　　　す
索　　 　 ・・フ ァ イ ル 　　　　　 　　　　　　 る・録音/再 生機　　　　　　 ・

・電子 郵便

・ メ モ リ タ イ プ ラ イ タ ・手 動 タイ プ ラ イタ ⑲
⑥ ・磁気 カ ー ド/テ ー プ ・電動 タイプ ラ イタ

タ訂 　 /カ セ 。 ト/デ ィスク ・修正機構付

正 イ

　 タイプライタ
■

　 　 ・電子植子機削

電動 タイプライタ ブ/

・植 字 タイプライタ す

除 る
.

追
加 '打

直 し

＼ 一 ノ
一

図4.1　 ワ ー ド プ ロ セ シ ン グ の サ イ ク ル
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●

・伝達,保 存(◎ の 複 製,配 布,伝 達,保 管,検 索)　 　　 　　 　 　　 　　 ⇔

の 一 連 の サ イ クル(図4.1参 照)を 自動 化,シ ステ ム化 す るこ と,な い しは,

その 概 念 をい う。

　 こ の ワー ドプ ロ セ シン グ を 実 行 す 『る具 体 的 な 機 器(ワ ー ドプ ロセ シ ン グ装

置)を ワ ー ド プ 『 セ ッ サ と い う 。

　 さ ら に,ワ ー ド プ ロ セ シ ン グ を コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム あ る い は コ ン ピ ュ ー

タ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク と 関 連 づ け て 考 え る 場 合 を,ワ ー ド プ

ロ セ シ ン グ ・シ ス テ ム と い う 。

■

② 　 ワ ー ドプ ロ セ ッサの形 態

　 　 英 文 ワ ー ドプ ロ セ ッサは,一 般 的に 独 立型(ス タ ン ドア ロ ン型),並 列 型

　 (シ ェ ア ー ド ・ロ ジ ッ ク型)に 大 別 され る。

　 　 シ ェアー ド ・・ロ ジ ッ ク型 は さ らに サ ー ビス形態 に よ って タ イ ム シ ェァ ド ・イ

　 ンハ ウス型 及 び タ イム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス型 にわ け られ る。

　 ① ス・タ ン ドァ ロ ン ・ノ ンデ ィ スプ レイ(プ リンタ)型

　 　 　 編 集 ・制 御 ロ ジ ック ・メ モ リ,磁 気 媒 体 記録 装 置,キ ー ボ ー ド ・プ リンタ

　 　 か らな る ワ ー ドプ ロ セ ッサ と して は タ イ プ ラ イ タに記録 媒 体 を付 加 した 形 の

　 　 最 も基本 的 な型 であ る。

　 　 　 ノ ン デ ィス プ レ イ型 は 文 字 どお りデ ィス プ レイ を持 って い な い た め 文書 編

　 　 集 の 際 の モ ニ タ リン グは,そ の都 度1行 単 位 また は,い ったん ペ ー ジ単位 で

　 　 プ リン トア.ウ トして行 う。

　 ② 　 ス タ ン ドア ロ ン ・デ ィス プ レ イ型 ・

　 　 　 ノ ンデ ィス プ レイ型 の編 集 ・校 正 機 能 が 限 定 的 であ るの に 対 し,文 字 の タ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 *

　 　 イ ピン グ と同 時 に これ を視 認 で き るよ うにCRTあ るいはLE.D(発 光 ダ イ ォ

　 　 ー ド)の デ ィス プレ イ を付 加 したの が これ で あ る。　 　 　 　 　 　 　 :

　 　 　 デ ィスプ レ イは1行 を一 定 の 文字幅 で 連続 して表 示 す る もの(ワ ン ・ラ イ

　 　 *　 LED:Light　 Emitting　 Diode・　　　　　　　　 .　　　　　　　　　 ,　・!
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　 ン'デ ィスプレイ)・1ペ ー ジ(レ タ ー ・サ イ ズ)の 半 分 程 度 あ るい は全 部 を

.、表 示 す る もの とが あ る。

③ 　 シ ェア ー ド ・ロジ ック型 ワ ー ドプ ロセ シン グ ・シス テム

　 　 ワ ー ドプ ロセ ッシ ング装 置 を従 来 の タイ ム シ ェア リ ング ・シ ステ ム あ るい

　 は オ ン ライ ン システ ムの周 辺 装 置 ある い は端 末装 置 の よ うに 一種 の ワ ーク ス

　 テ ー シ ョン とし て分 散処 理 を行 う形 で あ る。

　 　 中央 処 理 装 置 に 対 し直接 まだ は通 信 回線 で結 ば れ る ス タ ン ドア ロ ン型 ワ ー'

　 ドプ ロセ ッサ や,自 動 タ イ プ ラ イ タ,デ ィス プ レ イ,プ リンタ な ど単 独 の ワ

　 ー ドプ ロ セ シ ン グ装 置 が 並 列 的 に配 置 され る。

　 　 この よ うな シ ェア ド ・ロ ジ ック型 の ワ ー ドプ ロセ シ ン グ ・シ ステ ム は,各

　 ステ ー シ ョ.ンで,ほ とん ど同時 的 に ワー ドプ ロセ シ ン グ処 理 が 行 え る。 つ ま

　 り一方 で テ キ ス トの 入力/編 集 を行 って い る間 に他 方 で は 別 の テ キ ス トの プ

　 リン トア ウ トが 行 わ れ る と い うよ うな形 で あ る。

④ ハ イ ブ リ ッ ド型 ワ ー ドプ ロセ シ ング ・シ ステ ム

　 　 シ ェア ー ド ・ロ ジ ック型 ワー ドプ ロ セ シン グ ・シ ステ ム に含 ま れる こ と も

　 あ り,ま た 別 に 分類 され る こ と もあ るが,デ ー タ処 理 機 能 と ワー ドプ ロセ シ

・ング機 能 とを併 せ 持 つ シ ス テ ムで あ る
。

　 　 ミニ ・コン ピュ ー タ,マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ を ベ ー スに した小 規 模 な も

　 の か ら大 型 の 中央処 理 装 置 と結 ぶ 大規 模 な もの ま で多 様 な レベ ル の シ ステ ム

　 が あ る。

◆

4.2　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ の概 念
●

　 欧米 にお け る100年 以 上 に及 ぶ(英 文)タ イ プ ライ タ の実 績 は,コ ン ピュ ータ

の登 場 に際 し て もご く 自然 に,タ イ プ ライ タ を その ま ま コ ン ピュ ー タの 入 ・出力

装 置 と して用 い る発 想 に つな が ったが,わ が 国 の場 合は,(和 文)タ イ プ ラ イ タ

を 入 ・出力 装 置 と して考 え る発 想 は,ほ とん どなか った とい え る。
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⑱

　 わ が 国 に お け る コ ン ヒ。ユ 一 夕導 入 の 初 期 に は英 数 字(AN)の み の 入 ・出力 が

当 然 の こと と考 え られ てい た し,そ の 後 カ タ カ ナ(K)の 入 ・出 力 が 可能 にな っ

た に して も,そ れで 「日本 語 」 の処 理 が 可能 に な った とは誰 し も考 え なか ったで

あ ろ う。

　 和 文 タ イ プラ イ タは 発明 以 来,半 世 紀 以 上 を経 て事 務 機 器 類 で は わ が 国 の オ フ

ィス に最 も普 及 は し てい るが,そ の役 割 は 「文書 作 成機 」 とい うよ り 「浄 書 機 」

一 つ ま り
・既 に作 成 され た原 稿 に よ り専 任 者(タ イ ピ ス ト)が 印 字 す る こ と以

上 には 出 てい な い 。

　 欧米 に お い て 「書 くこ と」 とは 「タイ プす る こ と」 で あ り,手 書 き で手 紙 を書

く,書 類 をつ く る,と い うこ とは稀 で あ る。

　 これ は,タ イ プ ラ イタ を使 う こと が手 書 きす るよ り も際 立 って効 果 的 で あ る と

い う明 白 な事 実 が あ るか らで あ る。 つ ま り手 書 きに比 べ 商 学 な 操 作 で

㌶ に十 一(入 力)

　 ③ きれ い に …… …(出 力)

　 印 字 で き るか らで あ る。

　 ところ が 和 文 タイ プで は数 千 か らの 漢 字 を検 索(視 認)し た うえ で入 力 す るか

ら・す でに この段 階 で ・いわ ゆ る素 人 向 きの機 械 とな り得 て い な い。 結 局,残 る

の は 浄 書機 能 だ け で あ るか ら,和 文 タ イ プ ラ イタの機 構的 な 部 分 を ,そ の ま ま電

子 化,電 動 化 してみ た と こ ろで,英 文 タ イプ ライ タの 電子 化 に よ つて英 文 ワ ー ド .

プ ロセ ッサが 出現 したの と同 じに考 え るわけ には い か ない 。

　 した が って 日本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッサ で は入 力 の簡便 さは 追 求 され るべ きに して

も,従 来 の 和 文 タ イ プラ イ タに は な か った文書 の編 集,検 索 な どの機 能 をよ り重

視 すべ きで あ る と思 わ れ る。

　 そ れ らが,い わ ゆ る素 人 向 き と し て も十 分 に機 能 す るの で あ れ ば,英 文 ワ ー ド

プ ロセ ッサの 場 合 と同様,日 本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ と して 成立 ち得 る と考 え られ

るか らで あ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　 　 　 ・
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4.3　 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ の 機 能

　 タ イ プ ラ イ タ とメ モ リを組 合せ 文書 の 作 成,編 集,検 索 を行 う とい う ワ ー ドプ

ロセ ッサ の基本 的 な 機 能 は,そ れ が 英 文用 で あれ,日 本 語 文用 で あれ 基 本 的 に同

じで あ る。

　 しか し,日 本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ の場 合,入 力 をは じめ,日 本語 文 と くに 漢 字

か な湿 り文 とい う特 異 な 文章 の 取 扱 い に よ って 生 ず る独 得 の機 能 もあ る。'

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　へ

　 これ らを 含め 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサの機 能 の 概 要 は表4.1に 示 す よ うな もの

で あ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .'

　　　　　　　　　　　表4.1　 日本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッサ の機 能

分 類 機　　　　　　　　能 分 類 機　　　　　　　　能

編
集

用紙 サイズ,字 間隔,行 間隔,頁 内行 数,
図

図形入力,図 形切出 し,図 形移動,図 形拡 大
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

文

條
件
設
定

書体 文 字サ イズ,上 下左右余 白,中 央そ

ろえ,縦 書/横 書,禁 則の有無な ど

文

書

形

作

成

縮 小 図形甲転,グ ラフ(円,棒,折 線),

ドッ　ト迫力口肖‖除,　ドッ　ト連続 迫力口肖‖除,　直線

追加 削 除,な ど

入
力
支援

外 字入力,熟 語 読 出 し,単 語 コピー,タ ブ

設定変 更,保 護領 域,カ ナ漢字変 換 など

作

成 ;
他

自動 目次,自 動索引,数 式編集,柱 文,な ど'

書
修 追加,削 除,訂 正,一 括訂正,移 動 な ど

表 示
スクロ ール表 示 表 示の折返 し,印 刷部数,

正 印刷開始終了頁,頁 番号自動付与,縦/横 変
印　刷

強制改行,強 制改頁,宇 間隔変更,行 間隔 換,印 刷 中 止,フ ァンクシ ョン ・キ ー 印刷 な ど

編
変 更,ア ンダ ー ライ ン,上 つ き/下 つ き,

作
ル ビ,半 角,そ ろ え,自 動改行,自 動改頁, 文書読 出 し,頁 読 出 し,行 読 出し,頁 の前進

保 管
イ ン デ ン ト,枠 あ け,割 付 け,切 りば り, /後 退,文 書登録,削 除,文 書名変更,文 書

集 検 索
重畳,さ し込み,な ど カタ ログ,文 書 メモ入力,機 密保護,な ど

成

享 領域指定,領 域移動,領 域拡大縮少,統 同報通信,代 行受信,指 定時間通信,通 知文
ア 通 信

て 合,な ど 通信,機 密保護,外 字処理,送 達管理,な ど

*　 文献(109)P.75
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(1)　文 書 作 成(入 力 ・編 集)機 能

　 　 わ れ わ れ が手 書 き で新 規 に 文書 を作 ろ うとす る と き,ま ず大 体 の 文案 を頭 に

　 浮 か べ,類 似 の 文 例 な ど を参 照 しな が ら作成 に と りか か る 。 この と き,す で に

　用 紙 の 種 類(様 式),大 き さ,レ イ ア ウ ト,字 配 りな ど も具 体 的 な イ メ ー ジ と

　 して持 っ て い るの が 普 通 で あ る。

　 　 ワ ー ドプ ロ セ ッサ を用 い る場 合 は,文 字 の検 索,入 力 と 同時 に これ ら編 集 条

　件 を設 定 し,指 示 す る必要 が あ る。

　① 　 編 集 条 件 設 定

　 　 　作 成す る文書 の用 紙 サ イ ズ,横 書 き/縦 書 きの 別,1行 内文 字数 及 び 文字

　 　間 隔,1ペ ージ 内行 数 及 び行 間 隔,上 下左 右 余 白,セ ンタ リン グ,文 字強 調,

　 　拡 大 な ど1〔 一 ジ内 の レイ ア ウ トを指 定 す る機 能 で あ る。

② 　 入 力支 援

　 　 　現在,市 販 され てい る ワー ドプ ロセ ッサ の入 力方 式 は,か な漢 字 変 換 とペ

　 　 ン タ ッチ(フ ル キ ーボ ー ド)の 二 つ の 方 式 に絞 られ て きて い る。

　 　 　かな 漢 字 変 換 方 式 では

　 　 　 i)変 換 シ フ トの設 定

　 　 　 川 読 み 方 に よ るキ ーボ ー ド入 力

　 　 　 lii　)変 換 文 字の 表 示

　 　 　 lV)該 当 文字,単 語,熟 語 の選 択

　 　 　の手 順 を 経 るが,こ の 間 の操 作 内容 を モ ニタ リン グす るた め デ ィス プレ イ

　 表 示 に よ る対話 機 能 が 重 視 され る。

　 　 　ペ ン タ ッチ方 式 で も入力 文 字の 確 認 の た め デ ィス プ レ イ表示,ま た は プ リ

　 　ンタ 出力 に よ る表示 が 不 可 欠 で あ る。

　 　 　入力 支 援 は基本 的 に これ らの 機能 を 満 たす もの で あ る。

　 　 　こ の他,外 字 入 力,熟 語,単 語 の 読 出 し,コ ピー,タ ブセ ッ ト/リ セ ッ ト,

　 保 護 領 域 の 設 定/解 除,な ど の機 能 が付 加 され る。
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③ 　 修 　 　 正

　 　 す でに フロ ッ ピー ・デ ィス ク な どに 記 憶,フ ァ イル され て い る 文書 を取 出

　 し修 正 す る場 合,新 規 入力 の 際 の 修 正 な ど文 書 作 成,編 集 に伴 う機 能 で あ る。

　 　 文 字 また は 単語,熟 語 あ るい は 文節 単 位 の 訂正,追 加,削 除,移 動,置 換

　 え な どを行 う。

　 　 す で に入 力 され て い る単語,熟 語 を一括 して 自動 的 に 訂 正 す る機 能 も必 要

　 とされ る。

④ 　 編 　 　集

　 　 編 集 条 件 の 設 定 に よ り定 め られ た レイ ア ウ トに 文字 の形 式 を整 える と と も

　 に イ ン デ ン ト(字 下 げ),行 末 そ ろ え,枠 空 け(図 表 な どの 挿 入),半 角 処

　理,ル ビ,上 つ き,下 つ き処 理 な ど途 中 の 一 時 的 な編 集 処 理,ま た ㌔ 目次,

　 索 引 の 自動 編 集 な ど を行 う機 能 で あ る 。

⑤ 　 図 形 作 成,編 集

　 　 文書 中に挿 入す る 文字以 外 の図 形,罫 線,イ ラ ス トな ど を作 成 また は 既 存

　 の フ ァイル か らの転 用,拡 大,縮 小 な ど の編 集 を行 う機 能 であ る。

② 　表 示 ・印刷 機 能

　 　 文書 の 作 成,編 集 に 際 し,マ ン ・マシン ・イ ンタ ーフ ェース として の表 示 機 能

　 と 文書 の最 終 出 力 と しての プ リ ン ト機 能 で あ る。

　 　 これ に は既 成 または 作 成中 の文 書 の 部 分 的な 表 示(ス ク ロール ・.アップ/ダ

　 ウ ン,レ フ ト/ラ イ ト,半 ペ ージ,全 ペ ー ジ,前 後 関 係 の表 示 に よ る参 照),

　 ノ ンブ ル づ け,袋 綴 じ印 刷,印 刷 部数 指 定 な どの機 能 が あ る。

(3)保 管 ・検索 機能

　 　新 規 作 成の 文 書 の登 録(フ ァイル 化),既 成 文書 の呼 出 し,参 照,文 書 カ タ

　 ロ グの 作 成,索 引 ま た は キ ー ワー ドに よ る検 索,機 密保 護 な どの 機 能 が含 ま れ

　 る。
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(4)通 信 機能

　 　 作 成 した 文書 を必 要 な箇 所 に オ フラ イ ン,イ ン ラ イ ン または オ ン ライ ンで配

　 布 す る機 能 であ る。 これ は従 来 の デ ータ伝送,通 信 システ ムに 文書 形 式 の 日 本

　 語 文 デ ータが 加 わ っ た形 と も考 え られ る。

　 　 この よ うな 文書 通 信 は セ ンタ ーに フ ァイ ル また は デ ータベ ー ス を保 有 し端 末

　側 か らの ア クセ スに よ りセ ンタ ーで 編 集 処 理 を行 って,そ の 結 果 を端 末 側 に プ

　 リン タま たは デ ィ スプ レ イに出 力 す るセ ン タ ー型 と,端 末 側 に あ る程 度 の フ ァ

　 イ ル ・編集 機 能 を持 た せ る分散 型 とが あ る。

　 　通 信 機能 は従 来 のANK系 の デ ータ処理 と文書 処 理 と を混 合処 理 す るハ イ ブ

　 リ ッ ド型,あ るい は 複 数 の ワー ドプ ロセ ッサを ワ ー クス テ ーシ ョン と して運 用

　す る シェ ア ー ド ・ロ ジ ッ ク型 の ワ ー ドプロセ シン グ ・シス テ ム で は と くに 重 視

　 され る。

　 　た だ し現 在 の と こ ろ,こ の よ うな形 の 日本 語 ワー ドプ ロセ シ ン グ ・シ ステ ム

　は実 現 して い な い。

　 　現 在 の 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ(ほ とん どが ス タ ン ド ・ア ロ ー ン型)で は,

通 信 回線 へ の接 続 に よ っ て漢 字 デ ータの 伝(転)送 が可 能 で あ る,と い う こ と

　 を も って通 信機 能 と称 して い るよ うであ る。

喝
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5.　 　 1

総 務.・ 技 術.情 報 処 理 各 部 門 に お け る

　　 日 本 語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ の 適 用 事 例

　　　　　　　　　　　　　　　　 ソニー㈱　 コンピュー ター部長　　安達　寛

5.1.1.　 日本語ワー ドプ ロセ ッサ尊人の経緯と現状

　 (1)総 務部門へ の東芝 「JW-10」 の導入

　 当社が,日 本語ワー ドプ ロセ ッサの導入 を初めて検討 したのは,昭 和54年 春

のことで あった。当時 は,今 と違 って,発 表 された 日本語 ワー ドプ ロセ ッサの数

も少 な く,値 段的に も機能的に も,必 ず しも満足ので きる状況で はなかったが,

将来のオフ ィスの機械化,合 理化 を考え るとき,日 本語 ワー ドプ ロセ ッサは,必

ずその一 角を担 う主要 なツールとなるに違いないとの見地 から,当 社 トップの指

示 によ り,総 務部において種々検討 が重 ね られた。

　 当時は,今 と違 って,数 多 くの製 品が世 の中に存在 していたわけではな く,僅

かに,そ の前年秋 のデー タショウで発表 された東芝 の 「JW-10」 が発売 されて

いたのみで あフた。東芝の 「JW-10」 の他 には,リ コーからは 「TX-620」.

富士通か らは 「F65B3A」 として,日 本語 ワー ドプロセ ッサが発表 されて いたが,

この両者 ともに,発 売時期は未定 と されていた。 しか し,こ れ らの2機 種 につい

て も一応検討の対象に加え,表1の 如 く,比 較検討 を行 った。　 この検討の結果.

トップの承認 を経て,先 ず東芝の 「JW-10」 を導入 ・試用す ることが決ま った

のが同年5月 のことで あった。勿論,日 本語 ワー ドプ ロセ ッサの海人 に対す る第

1の 狙いが,タ イプに要す る労力の軽減即 ち,省 力化,省 人化にあ ったことは言

うまで もない。

　 も ともと,こ れに先立 って,当 社で は生産 ・販売 ・物流 ・会計 と言 った各分野

(注)本 項 は 日本語 ワー ドプロセ ッサ 「OASYS　 100」 により出力 されたプ リ

　 ン トを原寸のまま版下 と して使用 した。

　　 (36字 ×25行 のB5サ イズでプ リン トアウ ト,16×16ド ットプ リンター使用)
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5.　 　■

総 務.技 術.情 報 処 理 各 部 門 に お け る

　　日 本 語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ の 適 用 事 例

　　　　　　　　　　　　　　　 ソニー㈱ コンピューター部長'安 達 寛

5.1.1.日 本語 ワー ドプ ロセ ッサ導入 の経緯 と現状

　　 (1)総 務部門への東芝 「JW-10」 の導入

　 当社 が,日 本語 ワー ドプ ロセ ッサの導入 を初めて検討 したのは,昭 和54年 春

の ことであった。 当時 は,今 と違 って,発 表 された 日本語 ワー ドプ ロセ ッサの数

も少 な く,値 段的に も機能的 に も,必 ず しも満足 ので きる状 況で はなか ったが,

将来 のオフ ィスの機械化,合 理化 を考える とき,日 本語 ワー ドプ ロセッサは,必

ず その一角を担 う主要 なツー ルとな るに違いないとの見地か ら,当 社 トップの指

示 により,総 務部 において種 々検討が重ね られた。

　　当時 は,今 と違 って,数 多 くの製品が世 の中に存在 していたわ けではな く,僅

かに,そ の前年秋 のデ ータ シ ョウで発表 された東芝 の 「JW-10」 が発売 されて

　い た のみ で あ った。 東 芝 の 「JW-10」 の他 に は,リ コー か らは 「TX-620」,

富士 通 か らは 「F6583A」 と して,日 本 語 ワー ドプ ロセ ッサ が発 表 され て いた が,

　この両者 ともに,発 売時期 は未定 とされていた。 しか し,こ れ らの2機 種 につ い

ても一応検討 の対象 に加え,表5.1-1の 如 く,比較検討 を行 った,:の 検討 の結果・

　 トップの承認 を経 て,先 ず東芝 の 「JW-10」 を導入 ・試用す ることが決ま った

　のが同年5月 のことであ った。勿論,日 本語 ワー ドプ ロセ ッサの導入 に対す る第

　 1の 狙 いが,タ イプに要 す る労力 の軽減即 ち,省 力化,省 人化 にあった ことは言

　 うまで もない。

　　 もともと,こ れに先立 って,当 社で は生産 ・販売 ・物流 〔会計 と言 った各分野

(注)本 項 は 日本語 ワー ドプ ロセ ッサ 「OASYS　 lOO」 に よ り出力 され た プ リ

　 ン トを原 寸 のま ま版 下 と して 使用 した。

　 　 (36字 ×25行 のB5サ イズ で プ リン トア ウ ト,24×24ド ッ トプ リンター使 用)
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で業 務 のEDP化 が 進 め られ て お り,　 rIBM　 3033」 及 び 「370/168」 各1

台 を ホ ス トコ ン ピュ ー ター と して 用 い,300万 ス テ ップ に及 ぶ業 務 処 理 プ ログ ラ

ム群 を稼働 させ て い た。 このEDPオ ペ レー シ ョンか ら毎 日は き出 され る コ ン ピ

ュー ター ・ア ウ トプ ッ トは,約10万 頁 に もの ぼ り,そ れ らが す べ て ア ル フ ァベ ッ

トとカ タ カナで 表示 され て い るた め に,コ ン ピュ ー タ ー ・ア ウ トプ ッ トに対 して,

漢字を使えないか と言 う根強い要望が社内にあった。 この事坑 日本語 ワー ドプ

ロセ ッサ導入のための陰の推進力 にな った ことは否定で きない。　 実際 に機器が

搬入 され使用を開始 したのは9月 の ことであったが,当 初幾分かの とま どいはあ

ったものの,順 調 に導入過程を終 わ り,戦 力 の一部 として使われ るようにな って

今 日に至 っている。

　現在は専任のオペ レー ター1名 がほぼ終 日,「JW-10」 を使 って業務処理 を

行 ってお り,1ヵ 月約1000頁 の文書 の作成 ・校正 ・印刷 を行 って いる。省人化 の

面で も効果がみ られ,導 入前 と較 べる と和文 タイプ ライターのオペ レー ターが2

名 は減 って いる。

　 しか しなが ら,「JW-10」 の仕事 の中身 を調 べてみる と,新 規文書作成の作

業 が全体 の約80%を 占めてお り,本 来 ワー ドプ ロセ ッサの威力が発揮 される分野

である筈の,保 存文書 の呼 び出 しに よる修正 ・加工等の作業 は,僅 か に20%に 過

ぎない。殆 どの仕事が一過性 の文書作成 に使われて いると言 うことで ある。 これ

は,現 在rJW-10」 が和文 タイプ ライターと一緒 に印書課 に置かれてお り,社

内各部門か らの依頼を受 けて文書 を作成するケースが多い と言 う,そ の仕事 の性

格に もよるもの と思われ るが,一 方,社 内において,「JW-10」 と言 うワー ド

プロセ ッサの存在及びそ の機能 につ いての充分な理解が不足 してい るので はない

か とも推察 され,今 後 の課題 と して,日 本語 ワー ドプ ロセ ッサの活用 をより一層

PRし て行 く必要が あるものと思わ れる。　　　　　　　 ,

　 なお,現 在 「JW-10」 で行 ってい る仕事 の種類 と して は,
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、

　　　　通達文

　　　　規定文

　　　　議事録

　　　　契約書

　　　　説明書

　　　　名簿類

等が挙げられる。

社内通達文,社 内通知文,各 種案内文等

社内規定集,業 務分掌等

会議議事録 打 ち合せ記録等

取引基本契約書,売 買契約書等

取扱説明書,サ ービスマニュアル等

人名簿,住 所録等

　総務部 にお いては,さ しあたり,処 理文書量の増加や,新 規文書作成が多 い こ

と等のために,現 在設置 して いる和 文 タイプライター も減 らすわ けには行かない

が,将 来 の方向 と しては,よ り省力化,省 人化 を進 めるために,日 本語 ワー ドプ

ロセ ッサ との置 き換 えを進 めてゆ きたい と考えている。

　 しか しなが ら,現 行 の和文 タイプ ライターで処理 している仕事 を,最 終的 にす

べて 日本語 ワー ドプ ロセ ッサに移す ことは,現 在までに入手可能 な機器 について

考え る限 り難 しいよ うであ る。 その理由 と しては次の ような ものが挙 げ られ る。

◎

　 1.旧 来 の和文 タイプ ライターの文字 を好む人が多 い。 これは印字 された文字

　 　の奇麗 さの他に,慣 れか ら来 る読 み易 さと言 った因子 も関係 レて くるもの と

　 　思われ る。

　 2.使 え る用紙が限定 され る。

　 　　官公庁への届 出用紙 の如 く,和 紙等 の薄 い紙へ の印字が まだで きない。

　 3.新 規文書作成 の場合 のス ピー ドは,従 来 の和文 タイプ ライター と較 べて飛

　 　躍的に増加 するわ けで はない。

従 って,こ の場合 には,和 文 タイプライターの25万 円～50万 円 と言 った価格 と,

日本語 ワー ドプ ロセ ッサの200万 円～400万 円と言 った価格 の差が問題 となる。
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(2)技 術部門へ の 「JW-10　 モデ ル2」 の導入

以上が 当社総務部 におけ る日本語 ワー ドプ ロセ ッサ 「JW-10」 導入 の現状 で

あるが,こ の他 に,当 社には,昨 年11月 に 「JW-10　 モデル2」 を1台 導入

してい る。導入 したのは生産技術 セ ンターであ り,導 入に先立 って,当 時入手可

能 な日本語 ワー ドプ ロセ ッサ5種 について,種 々比較検討がな され たが,結 局,

総務 におけ る実績 も考 慮に入れて,「JW-10　 モデル2」 が選 ばれた。

　表5.1-2が,そ の時に検討 のために用意 され た比較対照表であ る。

　機 器本体が設 置 され たのは昨年10月 末であ るが,導 入に先立 って,メ ーカーの

2日 間の無料講習会 に出席 し,又,既 に稼働申の総務部印書課 の 「JW-10」 を

用いて,一 週間,延20時 間 にわ たって試用 を行 ってい る。

　 導入後一週間 目には,運 用標準 を定め,予 め登録 されたメ ンバーに よって使用

が開始 され た。原則 として,フ ロッピーデ ィスクは登録者が直接管理 す ることと

し,作 成 された各文書 は,　 「個人 ファイル」に保存 され る。但 し,各 フ ァイルの

名称及 び文書名 は標準 ルールに よって統一管理 されてお り,共 通 フ ァイルに記録

されてい る。

　 以上の他,

　　 　 1.辞 書更新

　　 　 2.外 字登録

　　 　 3.障 害時の処理及び復旧処理

　　 　 4.共 通 ファイルの管理

は担 当管理部門 において行 うことが定め られている。

　 当生産技術セ ンター におけ る日本語 ワー ドプ ロセ ッサの導入の目的 は,

　　 　 1.文 書作成,保 管業務 の標準化

　　 　 2.作 成す る文書 の品質向上

　　 　 3.文 書作成の省力化
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」

の3点 であ り,対 象 と しては,契 約書,報 告書等,当 セ ンクーか ら外部へ発行 さ

れる文書に限 られてい るが,導 入1ヵ 月後 の稼働率 は約80%の 高率 であ り,月 間

平均約600枚 の文書 が作成 されてい る。現在登録 されてい る日本語 ワー ドプ ロセ

ッサ操作担 当者は,管 理職 を含め26名 であるが,今 後 これ らのメンバーの熟練度

が増すにつれて,さ らに処理文書の数 が増加す るものと思われ る。

　同セ ンターにおいては,導 入後 も,メ ーカーの有料講 習会の受講 をは じめ とし

て,管 理担 当部門 の主催す る部 内講習会,管 理者向講習会,フ ォローア ップ講 習

会等,意 欲的に普及活動が続け られて いる。

吟

　 (3)情 報処理部門への富士通 「OASYS　 100」 の導入

　一方筆者の所属す る当社 コンピュー ター部 において も,日 本語 ワー ドプ ロセ ッ

サが導入 されているが,そ の導入 の経過 は上記2部 門 とは全 く異 な っている。

　現在 コンピューター部 には,富 士通 の 「OASYS　 lOO」 と日本電気 の 「NW

P-20」 が導入 されているが,こ の うち 「OASYS　 lOO」 の導入 の方が早 く,

その導入 のき っかけは,一 昨年9月 に筆者が富士通川崎工場を訪問 した時に作 ら

れた。

　 当時,筆 者 の部門 では,新 しいオ ンライ ンシステムを構築申で あ り,そ れに使

用す るコンピューター端末機 器の検討 を行 っていた。先 にも述べ た通 り,当 社 の

ホス トコンピューターにはrIBM　 3033」 及び 「370/168」 各1台 を用 いて

いたが,端 末機器 につ いては,国 産 も含めて,広 く世 の中に存在す るものの中か

ら,適 用業務 ごとに最 も適 した ものを選 びたいと考 え,各 メーカーにお願 いを し

て,端 末機器 の勉強 をさせて いただいた。 その一環 として富士通川崎工場 を訪問
.

した際 に,つ いでに と言 って見せ られたのが,「OASYS　 100」 の原型であ っ

た。 当時はまだ今 の ような洗練 された形で はな く,メ モリーもデ ィスクを用いて

あったが,開 発責任者であ り,発 明者で もあ る,神 田泰典開発部長 の話を聞 き,
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デ モを見せて も らって いる間 に,そ の親指 シフ トキーを用 いた,日 本語 タイプ ラ

イター とで も言 うべき入力機構 にす っか り魅せ られて しま った。

　筆者は,そ の当時,日 本語 ワー ドプ ロセ ッサには全 く関心がなか った,と 言 う

よりは,そ の方面 の知識が殆 ど皆無に等 しか ったので,神 田部長の説明の通 りに,

この開発中 の日本語 ワー ドプ ロセ ッサが,将 来 の主流 を占める ことになるか どう

かは判 らなか ったが,少 な くとも,コ ンピュー ターへの漢字 の入力のためには,

強力な武器になるであ ろうと考えた。

　 このよ うに して,コ ンピュー ターへの漢字 の入力機器 として有効 に使えそ うだ

と考えたのが,筆 者が 「OASYS　 lOO」 に関心 を持 った最初 の動機 である。 そ

の時 に,試 作機がで きた ら是非試用 させて いただきたいと強 くお願い してお いた

のが実 って,昨 年7月 に,最 初 の試作 ロッ トの中の1台 を試用 させていただける

こととな った。

　 最初の1ヵ 月 は自分で キーボー ドに向かい,文 書作成 か ら始 まって,種 々の校

正 ・編集 と言 った機能をテス トし,ワ ー ドプロセ ッサと しての機能 の有用性 を確

かめることがで きた。

　 その後9月 に筆者が海外 出張でオフ ィスを離れた こともあって,女 子社員2名

を選び,「OASYS　 100」 を日常業務の一部 に使 って見 る ことに した。

　 女子社員の中1名 は管理課に所属 し,他 の1名 は,適 用業務開発グループに所

属 して いたが,特 に管理課 において 「OASYS　 100」 が活用 され,

契約書

通知 ・案内文

議事録

名簿

帳簿類

売買契約書,保 守契約書等

委員会 ・会議開催通知等

会議議事録,打 合せ記録等

部員名簿,住 所録等

固定資産管理簿,賃 借機器明細等

等 の,修 正 ・変更の多い文書類の作成 保存 管理に威力を発揮 した。
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　 約4ヵ 月 にわ たる試用 の結 果,ワ ー ドプ ロセ ッサ と して充分威力 を発揮 するこ
`
とが確 かめ られたので,さ らに これを,シ ステム構築 の際に必要 な ドキ ュメ ン ト

の作成 に活用す ることを考 え,よ うや くデ リバ リーの始ま った 「OASYS　 100」

を2組 購入 し,い よいよ本格的 に,ド キュメンテー シ ョンの合理化 と取 り組む こ

とにな った。

　 当部では,シ ステム開発時 の ドキュメ ン トの作成の省力化 ス ピー ド ・アップ

のために 日本語 ワー ドプ ロセ ッサを使用 しつつ ある。 コーデ ィングそのものは会

話型 ター ミナルを用 いて,・プ ログ ラマーが直接 コ ンピューターに記憶 させ,完 成

した時点で そのまま磁気 テープに記録 して しま うが,そ れ と見合 うシステム仕様

書 プ ログ ラム仕様書,詳 細設計書の類は,手 書 きで非能率 な処理を行 っている

のが現状であ る。 この部分 の能率向上 は システム ・エ ンジニア不足 の叫ばれてい

る今 日,焦 眉 の急で ある。

　 (4)情 報処理部 門への 日本電気 「NWP-20」 の導入

　 一方 「OASYS　 lOO」 のプ リンターnはドッ トイ ンパ ク ト型であ るために,印

字 され た文字 の品質 が,外 部へ 出す文書の場合 には今一つ不満足であ った。当社

のコンピュ・'一夕一室で は,昨 年7月 か らキ ャノンの高速 レーザ ープ リンターを1

台使用 してお り,漢 字帳票 のサポー トも既 に行 ってい るが,そ の印字 の鮮明 さは,

他 のどの型式 のプ リンター よりも優れている。 そ うい った ことか ら,日 本電気 の

日本語 ワー ドプ ロセ ッサ 「NWP-20」 が,小 型 レーザープ リンターに接続 可能

であ ると言 うことを知 り,早 速使 ってみたい と考 えた。幸いに当社は,「IBM

　8100」 を中心 とす る販売物流情報 ネッ トワークを構築 してお り,そ の端末に 日

本電気の 「N6300-50N」 を使用 してい る所か ら,当 部に もシステム開発用 と し

て1台 設置 されてい る。 この端末機 に日本電気の高速 ノンイ ンパク ト式ページプ

リンターrNIP」 を接続 し,漢 字のイメー ジファイルの登録 や各種 ユーテ ィリ
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テ ィの ロー ド・モジュールへ の登録,カ スタマイゼ ー シ目ン等 々の,シ ステム ・

ジェネレー ションをメーカーにお願 い して ,試 験的 に使用 を開始 したのが今年 の

初頭である。使用 を開始 してか らまだ 日が浅いので,機 械 に不慣 れな点 もあ り,

効果を云々す るまでに は至 って いないが,少 な くとも印字 の品質 は充分満足 のゆ

くレベルであ り,整 版印刷等 の版下 として使 って も遜色ない もの と思われる。 た

だ し,ワ ー ドプ ロセ ッサと しては,使 い勝手の上で いろいろ と改良 して欲 しい点

があ り,こ れにつ いて は後程,考 察 の部分で述べてみたい。

戸

5.1.2.考 察

(1)ワ ー ドプロセ ッサ と しての 日本語 ワー ドプロセ ッサ

　 当社 に日本語 ワー ドプ ロセ ッサが導入 されてか ら,も っとも早 い総務部 の

「JW-10」 の場合で も約1年 半,も っとも遅い コン ピューター部の 「NWP-

20」 にお いては1ヵ 月 しか経 っていないので,ま だその利害得失 について云 々す

るのには,充 分なデー タと経験 が不足 してお り,特 に,各 種 の 日本語 ワー ドプ ロ

セ ッサについて,比 較検討 を加 えるのは時期尚早 であると思われ るが,こ の間 に

いろいろと気がついた点 があ るので,そ れ らについて以下に述べてみたい。

　 ワー ドプ ロセ ッサの機能 を大別す ると,つ ぎの2つ の機 能 となる。1つ は文書

作成即 ち,自 動編集 ・校正機能で あり,も う1つ は文書保管 ・管理機能であ る。

使 い易い ワー ドプ ロセ ッサであるためには,こ の両者がバ ラ ンス良 く備え られて

いることが必要である。 しか し現在の ところ,こ の両方の機 能に優 れて いる機種

は残念なが らまだない。 したが って,こ の どちらの機能に よりウエ イ トを置 くか

によって,選 定すべ き機種が決 ま って くる。

　前者 の文書作成 の機能 について考えてみると,ワ ー ドプ ロセ ッサにや らせたい

ことは,今 迄人間が オ フィスでや って来た ことが殆 どであ る。女性事務員又は秘

書 に文 を書かせ,又 は清書 を させて,そ れを管理者が後で見 て,赤 鉛筆か赤のサ
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イ ンペ ンで修正,訂 正をする。 それを再び女性 が清書 をす る。時 によっては この

作業 を何回 も繰 り返す。

　 この ように,従 来 の手作業では,時 間 と労力 がかか り過ぎ るために,よ くよ く

重要 な書類で ない限 り,満 足 のゆ く完全 な修正 を行 うことは難か しか った。気兼

ね も絡 んで適 当な ところで妥協す るのが常である。 こういった,校 正,訂 正 とい

った作業 には,ワ ー ドプ ロセ ッサの自動編集校正 の機能は威力 を発揮す る。 これ

は,翻 訳 の場合 のよ うに,文 章の練 り直 しが,繰 り返 し行われるよ うな場合 に も

同様で あ って,異 なる訳語 と取 り換えて,文 章 の感 じの違いを確かめた りす る際

に も,億 劫が らず に,先 ずや ってみるとい う態度で臨むことがで きる。

　 また,既 に作成保管 されている文書を検索 し呼び出 して,訂 正,削 除,挿 入等

の操作 を行ない,新 しい文書 として印刷 した り保管 したりするよ うな,何 回 も反

復使用す る文書の場合 には,さ らに一層,ワ ー ドプロセ ッサの威力が発揮 され る。

　特許出願や各種契約書,取 扱説明書 の文章 のよ うな,専 門的 な決 りきった言 い

まわ しを多 用す る業務 につ いて も同様であ る。

　 しか し,一 方,ワ ー ドプロセ ッサに とっては,後 者の文書管理機能 も非常 に大

事であ る。 日本では,い ままで は日本語処理の難 しさか ら,ワ ー ドプ ロセ ッサは,

どち らか と言 うと文書作成機能 のほ うに重点がおかれてきた。 しか し,こ れか ら

のオフ ィス ・オー トメー シ ョンのあ り方 を考え る時,ワ ー ドプ ロセ ッサは,文 書

を作成 できるだけではな く,そ うして作 られた文書 の後始末ができると言 うこと

も必要 である。即 ち,作 られ た文書 の管理に も役立つ機械であ って欲 しい。

　なお,文 書作成お よび保存のための管理機 と して用いる場合には,印 字の奇麗

さはあま り必要で はな く,読 み易 さだけが問題 となるが,一 方文書作成機 と して

用いる場合 には,当 然の ことと して 印字の奇麗 さ,多 様 さが必要 となって くる。
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　 (2)日 本 語 ワー ドプ ロセ ッサの利点

　 つ ぎに,日 本語 ワー ドプロセ ッサの利点 について考えてみたい。

　 日本語 ワー ドプロセ ッサには,英 文 ワー ドプ ロセ ッサにはない大 きな長所があ

る。それ は,読 む ことのできる漢字 は,そ れを使 って文章 を書 くことがで きると

い うことで ある。一般的に言 って,私 達が文章 を書 く時 に
,読 む ことので きる漢

字のすべて を使 えるわけではない。 そこに,漢 字が既 に書いてあるか,印 刷 して

あれば,そ の意味が判 る,・即 ち読め る場合 で も,そ れ を,自 分で書 くことができ

る程,正 確に覚 えてい るとは限 らないのである。勿論,丁 寧 に,丹 念に辞書 を使

えば ワー ドプ ロセ ッサの助けを借 りないで も,読 めるだけの漢字を文章 に多用す

ることはで きるが,そ れでは能率 が悪 い。普通,書 くことので きる漢字 の数 は,

読む ことのできる漢字 の数の数分 の一 に過 ぎない と言われて いることを考 えると,

ここに ワー ドプロセ ッサの効用 の一つがあ り,こ のことは仮名 一漢字変換機能

(読み→漢字 ・熟語)を 持 ってい る 「OASYS　 100」 等において,特 に著 しい と

言え る。 さらに もう一歩突 っ込 んで考え る と,う ろ覚えの漢字 ・熟語 と言 った も

のを正確に使 うことす ら可能 となる。使用可能な漢字数 が増え るのみでな く,文

章 の正確度が増すのである。

　 なお,こ の点 に関 して は,ペ ンタッチ型 の場合 にはやや不利の よ うである。即

ち,熟 語入力 の場合,熟 語の構成因子であ る個々の漢字 を正確 に記憶 して いなけ

ればな らない。例 えば,「 専門 」 とい う熟語を入力す る場合,第2番 目の漢字は

「門」であ って 「問 」ではない と言 うことを知 っていなければな らない。言い変

え ると,ペ ンタ ッチ型 の場合 には,「 専 問」 とい う間違 った熟語 を作 る可能性が

存在す る こととなる。 ところが 「読 み→熟語 」変換型入力の場合 には,「 せん も

ん」 と言 う熟語 には 「専問」 とい う出力は備 えつけ られていない。従 って ,間 違

えよ うが ない と言 うことにな る。

　 さらに,日 本語 の場合,通 常,漢 字仮名混 じり文 が主流 を占めて いる。 したが
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って,漢 字 と仮名 の適切 な配分,句 読点等 について,実 際に眼 に見え る形でいろ

いろ と書いて見て比較 し,最 善の ものを選ぶ ことがで きると言 うことは,や は り

大 きな利点 である。加えて,一 足 とび に活字の形で 自分の作 った文章 を見 る こと

がで きるの も,素 晴 らしい ことで ある。 原稿用紙に書かれた 「形」か ら,活 字に

な った 「形」 を予測するのは,我 々素人 に とっては,な か なか難 しい。

　 なお,筆 者は次 のよ うに考えてい る。

　 即 ち,人 間 ができること,人 間の方が リソースを少な く使 って速 くで きること,

人間 の方が得意 な ことを機械 にや らせ る必要 は全 くない。否,む しろ,機 械にや

らせ るべきで はない と言 える。例えば,全 く人間が介在 しない仮名 一漢字全 自動

変換の如 きであ る。清書 をする場合には,原 稿に漢字がちゃん と明記 されてお り,

又,原 稿無 しで文章 を作成 して行 く場合 でも作成者 の頭の申には,漢 字が浮かん

でいる筈である。 それをわ ざわ ざ,オ ールひ らが な文に直 して入力 し,コ ンピュ

ーターに自動変換 させて
,後 か らいちいち機械の誤 りを人間が訂正 して,正 しい

漢字 に置き換 えて行 くな どは,非 能率 も甚 だ しく,資 源の浪費である といえ る。

少 な くとも,日 本語 ワー ドプ ロセ ッサにお いては,そ のよ うな機 能は必要ない と

言えそ うであ る。

刊

(3)ペ ンタッチ型入力 とキー ・ボー ド型入力 との比較

　 ここで,今 後 日本語 ワー ドプ ロセ ッサにおいて主流 を占める と思われ る,サ イ

トメソ ッドのペ ンタッチ型入力 とタ ッチ メソッ ドの仮名漢字変換 ・タイプライタ

ー型入力 との差について考 えて みたい
。

　 ペ ンタ ッチによる入力方法は,一 見 素人で も容易に使え ると言 う錯覚に脆 い り

易 いが,入 力速度,所 要時間を考 える と,実 用的には使 い易 い方式であ るとは言

い難い ように思われ る。 タイプ ライター又 は,手 書 きに匹敵す る速度 に到達す る

までには,相 当の訓練期間 を必要 とす る。
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　 又,ペ ンタッチ方式 の場合,多 くの漢字 の中か ら目的 の漢字 を見つけ出す と言

う,目 に頼 る作業であ るか ら,長 時間の連続作業の場合疲労が大 きい。 この疲労

の程度 は,限 られた ボー ド上 により多 くの漢字を収納 しよ うと して字数が増え
,

且つ1つ の漢字の表示 に割 り当て られ るスペースが小 さくな ると加速度的に増大

す る。

　 「NWP-20」 のペ ンタ ッチ入力 ボー ドは3種 類用意 されてお り,す べて邦文

タイプ ライター と同 じ配列を持 って いるので,既 に邦文 タイプ ライターの専門 タ

イピス トである人達に はとりつき易 いと言 える。 しか しおのずか ら入 力の速度 は
,

現在 の邦文 タイプライターの入力速度 を大 き く超え ることは難 しいのではないか

と思われ る。

　 この点 か らすれば,シ ャープの 「書院」 のJIS第1水 準3000字 程度 に使用漢

字 の範囲 を絞 るの も,1つ の解決法 と言え るか も しれない。 その結果,校 正 ・修

正の作業が容易に早 く出来 ると言 うワー ドプ ロセ ッサの利点だけが残 ることとな

る。

　 なお,ペ ンタ ッチ入力方式 の場合,仮 名漢字混 じり文の申,約40%を 占めると

言 う仮名の部分 の入力速度が犠牲 になっている と言え る。漢字 の入力の効率を高

めよ うと努力す るあま り,仮 名 の入力の効率 を犠牲 にす ると,全 体 としての入 力

の速度はかえ って落 ちることとなるのではなか ろ うか。

(4)和 文 タイプ ライ ター と日本語 ワー ドプ ロセ ッサ との比較

　一部で は,従 来 の和文 タイプ ライターが専門オペ レーターによって操作 され,

殆 どが清書 に使 われて いた と言 うところか ら,日 本語 ワー ドプ ロセ ッサも,こ れ

らの専門 オペ レーターを対象に して入力方法を考 えるべ きであ るとの立場 を とっ

ているメーカーが多 い。 そのために,ペ ンタッチ型 の入力 ボー ドの漢字の配列 を,

和文 タイプライターのそれ と同 じに揃 えてい るケースが多 い。 これ について は,
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つぎの ような点か ら疑問 を感 じて いる。

　第一 に,先 に も述べ たよ うに,入 力の速度の問題があ る。 目で確かめなが ら,

ペ ンタッチ入力 を行 う限 りにおいて,最 終的 にタッチメソ ッ ドにか な う筈 がない

と思われ る。

　つぎに,オ ペ レー ターの問題 がある。　 和文 タイプ ライターを 日本語 ワー ドプ

ロセ ッサで置 き換え よ うとす る時,現 在既に熟練 した和文 タイプ ライターのオペ

レーターである女子社員達 の間に,先 ず第一に新 しい機械に対 して漠然 と した不

安が生れ るのは当然 のことであ る。

　 しか し,そ う言 った不安 は,訓 練 と慣れに よって克服す ることが可能であ るが,

その奥 に,さ らに現実的な もう一つの不安 を彼女達は持 って いるよ うである。　 1

　 それ は,将 来 ともタイ ピス トと しての仕事を自分 の手 につ いた仕事 として続 け

て行 く時 に,こ のよ うな高価で高級 な最新鋭機 に慣 れて しま うと,今 せ っか く身

につけている技術 ……現在世 の中で主流 を占めてお り,も っとも多 く使われてい

る和文 タイプ ライターを使 い こなす技術が失われて しま うので はないか,自 分の

腕前が落 ちるのではないか と言 う不安である。

　 多かれ少 なかれ,和 文 タイプ ライターのオペ レーターは,将 来 とも,た とえ家

庭 に入 った後で も,現 在 の職業 を続 けて行 きたい と考えてい るよ うで あるが,タ

イ ピス トに とっては,文 書作成 の速度はその生命であるだけに,こ の問題は深刻

であ り,そ れだけに従来 の和 文 タイ ピス トの職場に新 しい日本語 ワー ドプロセ ッ

サを入れ る際 に,管 理者 が もっとも留意すべき点である と言え るとともに,ペ ン

タ ッチ型入力を提供す るこ とに よって,現 在の和文タイプ ライターを 日本語 ワー

ドプ ロセ ッサで置 き換えて いこ うと考 えてい るメーカーに とって も,無 視す るこ

とのできない フ ァクターで はなか ろうか。
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　(5)漢 字装備数につ いて

　 人名や,住 所に必要 な漢字 は,或 る程度 までは装備す るのも止 むを得 ない とし

て も,難 しい漢語 で も表現 できる程 の字数 は,少 な くともオフ ィスで用い る限 り

においては不必要 であ る。勿論,経 理部門や特許部門 における如 く,常 時使われ

る特殊 な専門用語 に関 して は別であるが,そ れす らも平易な言 い方 に置 き換え ら

れつつ あるのが現状で あ り,こ の点か らワー ドプロセ ッサに装備 され るべ き字数

にはお のずか ら上限が あるのではないか と思われ る。

　 ともすれば,年 輩の書 き手 は,難 しい漢字,漢 語 を使 って文章を書 いて,読 者

に正確に受 け入れ られ るもの と思 っていて も,読 み手 にその能力がなければ空廻

りに終 ることもあ り得 る。年長 の読者 には受け入れ られ る文章 も,最 近の若 い人

達 には受 け入れ られないか も知れない。

　 そ うい ったことを考慮 し,又,会 社 の業務 は20代,30代 の人達が中心 にな って

遂行 してお り,40代,50代 は管理 の仕事の分担が多い現状 を見 ると,オ フィス ・

オー トメー シ目ンを考 え る限 りにおいては,JIS第1水 準程度 の漢字の字数で

も充分 と言 えるか も しれない。 いや,む しろ,社 内の事務は,専 門用語 を除いて

は,JIS第1水 準程度 の漢字 しか使 わないように努力すべきであると言 う意見

も無視す ることはできない。 この点 か らすると,シ ャープ社 の 「書院」の行 き方

も首肯できるのではなか ろ うか。

　 しか し矛盾す るよ うで はあるが,一 方では,原 稿等の作成機 として使 う場合の

日本語 ワー ドプ ロセ ッサには,或 る程度の漢字数が欲 しくなる。又,個 人 の好み

も考え られ るので,こ ういった匿路 を解決するために,自 分で 自由に漢字パ ター

ンを作 ってつけ加え ることができるよ うな,操 作の簡単 なツールの登場が望まれ

る。

　なお,現 在 は,「OASYS　 100」 の辞書 フロッ ピーは,一 種類 しか ないが,

用途 に応 じて何種類かの異な った内容を持 った辞書 フロッピーを提供す ることも
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企画 されてい るよ うである。 これ も,上 記の匿路 の一つの解決法 と言え そ うで あ

る。

(6)「JW-10」 について

　 「JW-10」 の場合,発 売が最 も早か った こともあって,機 能 も多 く,当 社に

おいて も導 入後一応 の成果を収 めてい る。 しか し,操 作の一部が コンピューター

寄 りであ ることと,入 力 キーボー ドにJIS配 列を採用 しているために,充 分 に

使 いこなすまでには,講 習を含めて,相 当の期間,訓 練が必要であ った。

　 なお,「JW-10」 の機能 について,筆 者が感 じている ことを,以 下 に述べた

い 。

　 「JW-10」 の場 合,入 力に際 して,予 め漢字に変換 したい部分 の前後 を ファ

ンクシ ョン文字で囲んで指定 し,そ の部分 に該 当す る漢字 をファイルか ら引 っぱ

る方法 と,ワ ー ドプ ロセ ッサの文法解析機能 の助 けにより,分 節全体 を一度 に仮

名 一漢字変換 にかけ,必 要部分を漢字 に自動変換す る方法 との両方 につ いて,オ

ペ レーターが選択使用 できる。

　 しか し,使 用 した実感 としては,フ ァンク シ目ン文字で前後 を囲むのはわず ら

わ しい し,そ れだけ操作 も増 える。一方,分 節指定 で,全 体 に仮 名 一漢字変換を

かける場 合は,文 法解析 の不完全 さか ら,変 換の誤 りが多 く,使 いづ らさが残 っ

ているようである。 これについては,な お改良 が続 け られてい るので,い ずれ,

より完全 な ものが提供 され るもの と思 うが,現 在 の ものは,や や中途半端な感 じ

がす る。

　また,こ れ は 「NWP-20」 の場合 も同様で あるが,罫 線 を引 く時に,デ ィス

プ レイ上 に表示 されないので,非 常に作業 がや り難い。プ リン トす るまで,ど の

ような レイアウ トになるのか判 らない。 したが って,場 合によっては,何 回かプ

リン トアウ トして,試 行錯誤的 に修正作業 を行 うこととなる。操作 その もの も,
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コンピュー ター寄 りで あるので,高 度 の熟練が要求 される。同 じことは,デ ィス

プ レイの画面 の構成 について も言え そ うであ る。

　デ ィスプ レイは,文 章作成,編 集 の容易 さを考え ると,1頁 分 の内容が1画 面

で見 られ ることが望 ま しく,こ のためには,1500文 字以上 は表示で きることが望

ま しい。1行 の出力が,デ ィスプ レイで は2行 にまたが るなどは論外 であ る。

又,フ ァンク ション文字 で包 まれ た,読 み難 い判 じ文のよ うなデ ィスプ レイの画

面か ら,プ リン トアウ トされ る文章が どの よ うになるか を判読,想 像 せねばな ら

ないと言 うことは,そ れ相応 の訓練を積んだ専門 オペ レーターで も難 しい ことで

あり,事 務 の合理化 を目指すオ フィス ・オー トメーシ ョンの理想 か ら,大 き く外

れ ることとなる。

　 なお,「JW-10」 の場合,頁 にまたが って内容を見 ることがで きない。編集

校正 の作業 を行 う際 に,対 象 の文節全体を見 たいことが多い ので不便 を感 じる。

同様 に,訂 正,移 動等の処理 を行 う時に,処 理部分 が必ず最下行 に来 るよ うに自

動的 に画面が移動す るので,前 後 の文章を参 照 し難 い ことか ら,不 便 を感 じると

言 う意見 も多い。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　最近,東 芝が 「JW-10」 の入力機器 として,ペ ンタ ッチ方式 の入力装置 の併

売に踏み切 った ようであるが,こ の ことは,和 文 タイプライターのオペ レーター

が 日本語 ワー ドプ ロセ ッサに移行す る市場 を狙 うと言 う点では有効で ある と思 う

が,も しもその背後に,現 在 のJIS方 式のキー ボー ドの使い難 さか ら来 るタイ

プライター型入力装置の普及 の難 しさが横 たわ っているとすれば残念で ある。

(7)　 「OASYS　 lOO」 につ いて

　 「OASYS　 lOO」 の入力 ボー ドのキーの配列につ いて,運 指 に対す るきめ細

かい考慮 が払われてい ることの一例 と して筆者が気がついた ことを,以 下 に述べ

てお きたい。
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　 日本語において は,用 い られている音の種類は100種 ぐらいあるが,し か し漢

字 を音読みに した場合,2音 節 の漢字 の二音節めは,「 イ ・ウ ・キ ・ク ・チ ・ツ

・ン」の僅か7種 に限 られている
。従 って,仮 名鍵盤 のキーの配置 を考 える時に,

これ らの7種 の仮名 をどこへ持 って来 るか は,非 常 に重要 である。

　 「OASYS　 100」 の場合 には,図5.1-1に 示す よ うに,こ れ らの仮名が

「う」を除 いてすべて右手 の,し か も使い易い上 ・中段,親 指 シフ トキー無 しの

部分 に配列 されてい る。従 って,多 くの熟語入力が右手でのこれ らのキーの打鍵

の後,右 親指漢字変換 キーの打鍵 で終 ることとな る。 こう言 った運指 に対 するき

め細か い考慮が,幾 つか 「OASYS　 lOO」 のキーーーボー ドには盛 り込まれている

ようで ある。

　 英文 タイプ ライターのキー配列の上 に,こ のよ うなきめ細か い考慮 の もとに仮

名 を割つけた 「OASYS　 lOO」 のキーボー ドは,英 文 タイプライター と同様 に,

キー ボー ドを見ないで盲打 ちがで きる点が もっとも大 きな利点であ るといえ る。

これに反 して,JIS配 列 のキーボー ドの場合には,キ ー配列が4段 になってい

ることと,ホ ー ムポジシ ョンの外側 になお,頻 用す るキーを配列 してあるので盲

打 ちが難 しい ことが,速 度 を至上命令 とす るワー ドプロセ ッサの場合には致命的

となりそ うである。

　 しか しなが ら,「OASYS　 lOO」 に も使い難 さがないわけで はない。 「OA

SYS　 lOO」 の場合,漢 字ま じり語……例えば 「送 る,知 る」等 の動詞,或 いは

「美 しい,少 ない」等の形容詞等の如 く,活 用す る語が,基 本型で しか入 ってい

ないのが不便であ る。 即 ち,「 行 きたい」と言 う語句 を入力す る場 合に,ま ず 「

行 く」 と入力 して,漢 字 に変換 した上で,カ ーソルを必要 な位置 まで戻 し,あ ら

ためて送 り仮名 を入力 し直す必要がある。 この方式では,辞 書は簡単 になり,フ

ロッピーデ ィスクの容量 の点か らも,コ ス トの点 か らも有利であるが ,操 作が二

度手間にな り,思 考 のスムーズな流れ を阻害 し,能 率 を低 下 させ ることとなる。
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又,原 稿 をそのまま入力す るのではな く,一 度頭 の中で,基 本型 に変換 して,最

初の入力 を行 う必要が あることも,使 い難 さの原因の一 つ とな って いる。記憶容

量の制約で止むを得 なか った と して も,語 幹の形で,或 いは,変 化 を しない部分

と分けて入力する等,何 らかの工夫がで きなかった もので あろ うか。筆者 の所属

す る部門で は,或 者は頻 出す る単語 の変化 のすべてを自 ら単語登録 し,ま た或者

は語幹 のみを別途単語 登録 す ることによって,こ の不便 さをい くらかで も克服 し

よ うとしてい る。筆者 も,常 用 する語についてはできるだけ自分 で単語登録を行

い,辞 書に常駐 させ ることに している。

　頻 出す る動詞,形 容詞等 の数 は限 られてお り,そ ん なに多 くはない筈で あるか

ら,こ うい った語 につ いて は,予 め語彙 にいれて置 くことが,切 に望 まれ る。

(8)「NWP-20」 につ い て

　 NECの 「NWP-20」 の利 点 の1つ と して,フ ロ ッ ピー ・デ ィス クの交 換 と

約90秒 のプ ログ ラ ム ・ロー デ ィ ングで,日 本 語 の ワー ドプ ロセ ッサか ら 日本 語

処理 端 末,又 は,ス タ ン ドア ロー ン日本語 オ フ ィス ・コ ン ピュー ター に変 換 で き

る こ とが あげ られ る。 勿 論 この逆 も可 能 で あ る。今 後 は,こ の よ うに,要 求 に よ

って,1つ の ミニ コ ン ピュー ター或 いは,コ ン ピュー タ ー の端 末 機 が,種 々 の異

な った専 用 シス テ ム と して も使 え る よ うに な る こ とが望 ま しい。 特 に 日本 語 処理

端末 は高 価 で あ るの で,こ の よ うな複 合機 能 を持 つ こ とが 今後 の 普及 に も大 い に

役立 つ ので は なか ろ うか 。

　 次 に,僅 か1ヵ 月 で は あ る が,「NWP-20」 を使 って み た者 と して,感 じた

こ とを述 べ て み たい。

　 「NWP-20」 は,そ の処 理 の考 え方,操 作 の仕 方 が非 常 に コ ン ピュ ー ター寄

りで あ る。 従 って,rNWP-20」 を使 い こなす た めに は,専 門 プ ログ ラマ ー と

して の能 力(コ ン ピュ ー タ ー の端 末 を使 い こなす能 力)が 要 求 され るよ うに 思わ
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れる。少な くとも,コ ンピューター端末 に慣れてい ることが必要である。 コンピ

ューター端末 に慣れてい ると言 うことは,言 うな らば英文 タイプライター型 のキ

ーボー ドに慣 れて いることを意味する
。従 って,こ のような条件を備 えたオペ レ

ーターは
,ペ ンタッチ型 の入力 ボー ドには,な かなか馴染 もうと しない。

　 これ と対照的 に,rNWP-20」 の入力 ボー ドの文字配列 に慣 れて いる現役 の

和文 タイピス ト達は,難 しい コンピューター的 な操作には馴染 もうとしない。彼

女達は既 に一つの道 の専門家であるか ら,今 さら新 しい ことを習 う必要があ ると

は考 えない し,コ ンピューターの コマ ン ドには嫌悪す ら感ず ると言 うのが実態で

はなか ろ うカ㌔

　従 って,こ のよ うに和文 タイプライター と類似の入力 ボー ドとコンピューター

的 な操作 とが同居す るrNWP-20」 の場合には,こ れを使 いこなせる専門 オペ

レーターの養成 には相 当の努力を必要 としそ うである。

(9)欧 米 と日本の ワー ドプ ロセ ッサの違い

　　 後 に欧米 と日本 との,ワ ー ド・プ ロセ ッサの違いについて考えて みたい。

　 欧米で発達 してきた英文 ワー ドプロセ ッサの場合 には,従 来 の英文 タイプ ライ

ターで,既 に充分 の速 さでの文章入力,文 書作成が達成 されてい るので,む しろ,

入力 された,作 成済 の文章 の誤 り訂正,変 更,修 正,レ イア ウ ト変更等 の機能,

さらには,通 信,保 管,管 理 の機能の開発に重点が置かれて来た。

　 また,同 様 の理 由か ら,欧 米では,専 門の タイピス トの能率を さらに向上 させ

ることを目標 に,ワ ー ドプ ロセ ッサの機能の開発が行 われている面 もあ る。例 え

ば,IBMの 「デ ィスプ レイライター」等に見 られ る如 く,作 成 された文章全体

に対す る一括訂正,修 正や,ミ ススペルのチェ ック機能等,既 に相当の能力 ある

専門 オペ レー ターの仕事の効率 を,さ らに高 めると言 った,高 度に専門的 な機能

が備え られているケ ースが多 い。
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　 しか しなが ら,わ が国 において は漢字 の制約か ら,英 文 タイプライターのよ う

な効率 の良 い入力方法 は発達 して いない。和文 タイプ ライターが文書作成 に用い

られてい るとは言 うものの,専 門 オペ レーターが使 った場合です ら,入 力速度の

点では英文 タイプ ライ ターに比 して著 しく劣 るのが現実である。

　従 って,わ が国にお いては,日 本語 ワー ドプ ロセ ッサの機能 を和文 タイプ ライ

ターの機 能の延長線上 に考 えるのは誤 りで あると言 えると同時 に,こ こ当面 は,

入力 の速度を上 げることに開発の重点 を置 くべ きであると言え よう。又,日 本語

ワー ドプ ロセ ッサは,専 門オペ レー ター以外の人 々によ って も使われてい くこと

を常 に念頭において,開 発するべ き機能の選択 を して欲 しい。作成,入 力済 の大

量 の文章 を一括 して,何 らかの処理 を施す ような機 能を備 えるよりは,そ の前段 ・

階 の文章入力 作成 の段階で,き め細かいサポー トができるよ うな,そ う言 った

機能を重点的に開発 して欲 しい もので ある。

　以上,当 社にお ける日本語 ワー ドプロセ ッサの導入の経緯及び,そ の間に得 ら

れた知見 について述べた。何分 に も,短 期間 の経験の ことで もあ り,必 ず しも充

分 なデー タの裏付 けを得 ているわけで もないので,今 後 の使用経験 の積 み重ねに

よって,よ り正確な知見 と置 き換 え られるべ き場合 も多 々あ ることと思 われ る。

諸先達 の ご指摘 を賜われば幸 いであ る。 なお,現 在提供 されている日本語 ワー ド

プ ロセ ッサが,使 ってみた上で は,ま だまだ改良 して欲 しい点が数多 くあ り,こ

こ当面 は,各 種の日本語 ワー ドプロセ ッサの得手,不 得手 を良 く理解 し,使 用 目

的に もっとも適 した機種を選択 して,使 い こな してい く以外 にな さそ うであ る。

　 各 メーカーの,よ り一層 の開発努力 を期待 したい。

■
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表5.1-1　 日 本 語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ ー 比 較 表

　 　 　 　 メ ー カー

項　　目　　 (機種名)

東　　　　 芝

(JW-10)

リ　 　 コ　 　 ー

(TX-620)

富 　 　士 　 　通

(F6583A)

発　 売　 時　 期 発　　売　　済 未　　発　　売 未　　発　　売

価　　　　　 格 660万 円 未　　 定 未　　 定

キ ーボ ー ド キ　 ー　配 列
JIS,50音 順

　 　 　 　 選択 可
JIS配 列 JIS配 列

キ　　ー　　数 130 112 81

キ　ー 内　容 英 字,数 字,カ ナ,

　 　 　 フ ァン ク シ ョン

英 字,数 字,カ ナ,

　 　 　 フ ァンク シ ョ ン

英 字,数 字,カ ナ,

　 　 　 フ ァ ンク シ ョン

文　　字 寸　　　　法 llポ 12ポ 12ポ

種　　　　類 準　明　朝 体 明　　朝　　体 明　　朝　　体

収 容 文 字数 6,802 2,304 6,600

追 加 文 字 数 80,000 4,608 200

機　　能 入 力　方 式
　 　 1ス トローク
カナ,漢 字 自動選択方式

　 2ス トロー ク
カナ,漢 字 キー操作選択

　 　 2ス トローク
カナ,漢 字 キー操作選択

編 集 機 能 メモ リー機 能,キ ー操 作 メ モ リー機 能,キ ー操 作 ,キ ー操 作

校　正 機 能 訂 正,挿 入,削 除　 　 　
キ ー操 作

証 挿仁麟 訂 正,挿 入,削 除
　 　 　 キ ー操 作

印 字 ス ピ ー ド 35文 字/秒 84文 字/秒 67文 字/秒

印　字 方 式

　 　 　 　 、

ワ イヤ ー ドッ ト

　 　 リボ ン プ リン ト

ワイヤー ドッ ト

　 　 静 電 方 式

ワ イ ヤ ー ドッ ト

　 　 　 リ ボ ンプ リン ト

印　　字

　 　 -　　　〉

印 字 形 状
　 　 24×24ド

ッ ト　 　 マ トリ ッ ク ス
　 　 　 32×32ド
ッ ト　 　 　 マ トリック ス

　 　 　 32×32ド
ッ ト　 　 　 マ トリ

ッ ク ス

印　字 用　紙 普 通 紙 静 電 紙 普 通 紙

印字用紙サイズ A3 A4 A4

複　　　　写 5枚 一 一

デ ィスプレー 表　　　　 示 12イ ンチ
　 全 版　表 示

12イ ンチ レイアウト表示　 　 文
字 は1行 表示

12イ ンチ

　 　 全 　版 表 　示

機　　器 寸　　　　法
　 全 一 体
115×75x102

　 プ リンタ別 体
110×72×76

プ リンタ別体
リコーと略 　同一

消 費 電 力 A.C.100　 1.4KW A.C.100　 1.OKW A.C.100　 1.6KW
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表5.1-2　 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ ー 比 較 表

INPUT OUT 文字 の 価　格
DISPLAY 装備文字数 記 憶 部 機　　能 PUT そ の 他

方　　　式 方　 式 構　成 (千　円)

シ　ヤ ー プ

WD-3000

　 ペンタッチ

　 　 　 ボー ド

(邦 文 タイプ

と異 な る配列)

.

41字 ×10行

2,583字

(+1060)

ミニフロッピー

29,000字

　 　 ×2

4,000字 の

バ ツ プ ア

イン ク

　 ジェッ ト

74/S

24×24 3,010

東　　　 芝 キ ー ボ ー ド
6,800字 フ ロ ッ ピ ー 文法解析機能 ドッ ト

JW-10,2 (JIS規 格)

.

41字 ×14行

〔80ρ00語 〕 60頁

200頁(32万

字)の バ ッファ

インパクト

35/S

24×24 3,890

ペ ージ

N　 　E　 　C ペ ン タ ッチ 40字 ×16行 フ ロ ッ ピー ド ッ ト プ リンタ

(邦 文タイプ 3,300字 インパ ク ト 32×32 4,690 接続の場合
JWP-20 ボ ー ド に準拠) 300頁 60行/分 価格　千円

564.3

富　 士　 通
キ ー ボ ー ド

7ρ00字 フ ロッ ピー X文 字 ドッ ト 16×16 2,700

24×24は

56年2月
(JIS規 格 48字 ×32行 〔60ρ00語 〕 プリンタ 出荷予定

OA'SYS　 100 外) (+40,000) 80頁 間隔固定 40/S ((24×24)) 予定価格
3200千 円

■

ア　ル　プ　ス

CT-2500

ペ ンタ ッチ

　 ボ ー ド

40字 ×20行 2,560字

フロ ッピー

256K

BYTE

オンライン

　　　 蹴
オフコン的

　　 要素有

ドッ ト

インパ ク ト

(orレ ーザ
ービ」ム)

20/S

24×24 ((7,000)

コンピュータ

　の 接 続

　 　 可 能
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5.2　 情 報 処理 サ ー ビ ス業 に お け る

　　　　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ の適 用 事例

㈱菱化 システム

総務 部長 代理　 山口　 季雄

5.Zl'当 社 の 概 要

　 当 社 は,三 菱 化 成工 業 ㈱ グル ー プに よ る大 型 電 子計 算 機 の 共 同利 用 と技 術 の 相

互有 効 活 用 を図 る こ とを 目 的 と して三 菱 化 成 と関 係14社 の 出 資 に よ り資 本金30

百万 円 で昭 和45年4月 に設 立 され た 情 報 処 理 サ ー ビス会 社 で あ る。

　 当社 は,昭 和46年10月IBMシ ステ ム370モ デル155を 導 入 し,三 菱 化 成

グル ー プ各 社 の 計算 業務 受 託 を開 始,昭 和50年2月 には 資本 金60百 万 円 に増 設

す る と共 に,IBM370モ デル158に 設 置換 え を行 い,さ らに電 子 計 算 機 利 用

の多様 化 を図 るた め にRTE・TSSサ ー ビス を開 始 した。 ま た昭 和52年12月

FACOMM-180fi型 を併 設,昭 和54年8月CBSソ ニ ー社 よ り,製 品 の受

注 出荷 シ ス テム の 開発 並 び に運 営 を受 託,昭 和54年10月IBM.シ ステム370モ デ

ル158を3033Nに 変 更 した。

　 当 社 は各 部 グル ー プ制 を取 って お り組 織 は 次 の 通 りで あ る。

社　長 専　務

総務部

営業部

シス テム開 発 第 一 グ ルー プ

シス テ ム開 発 第 二 グル ー プ

シス テ ム開 発 第 三 グル ープ

シ ス テム開 発 第 四 グル ー プ

大 阪営 業 所

九州 営業 所

デー・処理部一[籠1に;

`
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　現 在,従 業 員 は100名(社 員50名 他 社 よ り派遣50名),取 引 先 は'80社 に達

して い る。 ア プ リケ ー シ ョン と して は各 種 生 産 管理 シ ス テム等 は勿 論,人 事管 理,

一般 会 計 ,預 金,固 定 資 産 容 器 管 理 な ど汎 用 プ ロ グ ラ ム を開 発 して ユ ー ザ ー ニー

ズに応 え,三 菱 化 成 グル ー プ以 外 か らの 受 注 も逐次 増 大 して い るの が現 状 で あ る。

●

●

5.　2.2　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ導 入 の経 緯

　営 業 活 動 が拡 大 す る に伴 って 毎年 総務,経 理 事務 の処 理 量 も増 加 を続 け て お り,

これ に対処 す るた め,売 上 関 係 や経 理 関係 の 計数 処 理 に つ い ては 逐 次 機 械 化 を進

めて 来 た が,総 務 関係 の 文 書 事 務 に関 す る合 理 化 は これ とい った手 段 もな く放 任

状態 が 続 い た。 当 社 は 従 来 よ り和 文 タ イ プ ラ イ ター を設 置 せ ず 。 契約 書 とその ほ

かタ イ プ印 書 を必 要 とす る少 数 の 文書 のみ タイ プ を外 注 し,そ の 他 一般 文 書 はす

べて 手 書 き と して きた 。その た め ど う して も女 子 社 員 に浄書 作 業 の 負 担 が か か る

ことに な った 。

　手 書 き浄 書 で は,事 務 量 の 増 大 に伴 っ て処 理 日程 の遅 れ が 目立 つ よ うに な1り,

また 和 文 タ イ プの外 注 で は,校 正や 校 正 ミス のた め必 要 な期 日 まで に 要 求 通 りの

もの が 出来 な い等 問題 とな っ て きてい た。

丁 度 その 頃,日 本 語 ワー ドプ ロセ ッサが 市 場 に出 始 めた の で,早 速 検 討 を開 始

する こ とに な った。

5.2.3　 日本語 ワー ドプ ロセ ッサ 導 入 の 考 え方

　導 入 に 当 って は,オ ペ レー タ ーは 専 任 化 し ない,そ の た め操 作 が簡 単 な こ と,

つま り男 女 を問 わ ず全 員 が誰 で も手 軽 に操作 して 文書 の浄 書 が 出来 る機 械 で あ る

ことを第1条 件 と した。

　採 算 面 では,金 銭 的 メ リ ッ トよ りは む しろ,手 書 きに比 して 文 書 の 体 裁 や読 み

やす さの 向 上,出 来 上 りの 早 さ,並 びに 文 書 内容 の記 憶 と再 現 及 び加除 討 正 の 機

能等,費 用 と して 表 に は 出 な い メ リ ッ トを重 視 した。

　日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ は まだ 未完 成 の 商 品 で あ り,今 後 さ らに改 良 され た新
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機種 が次 々 と発 表 され る と思 われ る。 しか し現 在 導 入 を手控 え,新 機 種 の 出 現 を

待つ よ りは,む しろ 早 目 に機 械 を導 入 し,日 本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ活 用 の 知 見 を

修得 す る こ とが得 策 と考 え た。 なぜ な らば現 在 の 機 種 の使 用経 験 と,そ の期 間 中

に生 じた 問題 意 識 が 将 来 新 しい機 種 を採 用 す る際,そ の評 価 と選 定 に役 立 つ は ず

であ り,そ の 時 点 で は じ め て 日本語 ワー ドプ ロセ ッサ を導 入 す る場 合よ り,は る

かに大 きな効 果 を あ げ る こ とが 出 来 る と思 わ れ たか らで あ る。

5.2.4　 機 種 の 選 定

　 当社 が検 討 の 対 象 と した 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ は直 接 採 字 方 式 の シ ャー プ

(「 書院 」WD　 3000)と,か な 文 字 変 換方 式 の 東 芝(JW-10)そ れ に 当 時

開発 中 の 富士 通 の 製 品 で あ った が,富 士 通 は 発表 の 時 期 が我 々 の予 想 よ り も遅 か

った の で,具 体 的 に検 討 した の は シ ャー プと東 芝 の2機 種 で あ った。

　 この2社 に つ い ての 機能 や特 長 をパ ン フ レ ッ トや シ ョル ー ム の見 学 に よ り比較

検討 し,ま た女 子 社 員 に も簡 単 な操 作 を試 め させ,そ の 感 想 を参 考 と した。

　 入力 方 式 の 決定 に つ い て は判 断 が 非 常 に 困 難 で あ った。 どち らを採 用 す るか は

社 内で も結 論 は 出 な か っ た が,カ ナ キー の位 置 を覚 えて 打 鍵 す る カ ナ漢字 変 換 方

式 よ りも揺 字 方 式 の 方 が 操作 が 素人 向 で あ り当社 の 全 員 操 作 方 式 に適 して い る と'

い う感 じが 強 か った 。

　次 に字 体 で あ るが,和 文 タ イ プ ラ イ タ ーに 使 用 され て い る一 般 的 な明朝 体 の方

が,契 約 書 や社 外 文 書 に は 馴 染 が 強 い しまた,文 字 数 に つ い て は 一 般 文書 の 作成

を目的 とす るの な らば,当 用 漢 字 が 網 羅 され て いれ ば特 に文 字 種 が 不 足 して不 都

合が 起 きる こ とは ない と考 えた。

　 よ た,こ の と き,導 入 す る機 種 は,数 年後 さらに 改 良 され た機 種 を導 入 す るま

での中 継 ぎ と考 え,あ る程 度機 能 は 絞 って も安 価 な 方 を と るこ とに した。 以 上 の

よ うな考 えか らシ ャー プの 「書 院 」 を選 定 した。
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5.2.5　 導 入 の準 備 と教 育

　最初に,社 内各 グル ープで発生す る文書の浄書 作業 はその グループの女子社員

が日本語 ワー ドプ ロセ ッサを操作 して作成す ることを原則 とす ることとし,こ れ

を前提 に各 グル ープの理解 と協力 を得 た 。

　次 に女子社 員の内2名 を選ん で,シ ャープの インス トラク ターか ら半日講習 で

操作 の全機能 について修得 させ て,他 の女子社員 の教育指導 や操作上の疑問点 の

連絡 等 に当 らせた。

　導 入後,機 械 を毎 日4時 間 女子社員の教 育実習 用 に当て約2ヵ 月にわた り女子

社員14名 全員 に対 し1名 約10数 時間の教 育 実習 を行 った。

　 1,2回 の実習 で多 くの者は簡単な送状 や連絡 文書,名 簿等実際 に用い る もの

の浄書 を実習 の合 間をぬ って行 うよ うにな った。

5.2.6　 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ の利 用 形 態

　外 国で は ワー ドプ ロ セ ッサの 導 入 を期 に タ イ プ作 業 を集 中 化 す る例 もあ るよ う

であ るが,当 社 は導 入 当 初 よ り ワー ドプ ロセ ッサ を 特 定 の者 に操 作 させ作 業 を専

門化 す る方 法 を取 らず,女 子社 員 は誰 で も利 用 出来 る こ とを 目標 と した。 した が

って 当社 の 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ の利 用 形 態 は オ ー プン方 式 とで も言 うべ き も

ので あ る。

　 した が って 文 書 内 容 の記 憶 され て い る フ ロ ッ ピーデ ィス クは グル ープ ご とに その

部署 の 女 子社 員 が 浄書 業 務 の 一 環 として保 管 管理 して い る。 ま た新 入 社 員 の 教 育

につ い て は,基 本 的 な機 能 操作 等 簡 単 な説 明は 総 務 部 の新 入 社 員 教 育 の一 部 と し

て行 うが,実 際 の 浄 書 作業 の 教 育 実 習 の指 導 は 配 属 先 の グル ー プの先 輩 が行 って

いる し,機 械 使 用 の スケ ジ ュー ル管 理 も特 に行 って い ない 。 機械 が空 い て い る時

は誰 で も使 用 して よい ことに して い る。
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5.2.7　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ の 適用 業 務

　日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサの 導 入 を計 画 した時 か ら,適 用 を考 え て い た業 務 は契

約書 の作 成 で あ る。

　営 業 活 動 の 拡 大 に伴 って 契 約 書 の作 成 も年 々増 加 を来 た し一 時 は あ らか じめ一

定 の様 式 の契 約 書 を作 成 し て お き,そ れ を利 用 した こ と もあ った が,常 に得 意 先

の要 望 に よ り部 分 的 な 変 更 を必 要 とす るの で,大 部 分 内 容 が 同 じで あ るに もか か

わらず,そ の都度 タイプを外注 に出 さざるを得 なか った。

　日本語 ワー ドプロセ ッサ では標準様式の契約書 を記憶 させ ておけば部分的 な変

更を加 え るだけの極 めて容易 な作業 で契約書 を作成 す ることが 出来,効 果 も大 き

いo

　契約書 を手初 めに順次適用業務 を拡大 してゆ き,現 在 ほ とん どの文書 に利用 さ

れてい るが,そ の主な もの は次 の通 りであ る。

・就業規 則

・賃金規則

・退職金規 則

・その他諸規定類

・デー タ処理関係 マニ ュアル仕様書類

　　以上は枚数が多 く,時 々部分 的に変 更 して作 りなおす必 要が あ る。

・顧客会社人名簿

・従業 員名簿

・郵便宛名用名簿等の名簿類

　　以上は,常 時加除訂 正 を行 ってお く必要 があ る。

5.2.8　 日本語 ワー ドプ ロセ ッサ の 稼 働 の状 況

　導 入 当初6ヵ 月 は1日6時 間 以 上 の稼 働 状 況 で あ った。 これ は操 作 の 不 慣 れ に

よる手 間取 り と,計 画 予定 で 保 管 を進 め る文 書 が 多 種 類 あ り連 続 使用 が続 い た こ
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とに よ る。

　現 在 は平 均1日3.5時 間 の 稼 働 状 況 に落 着 い て い る。これ は文 書 の 貯 蔵 と再成

能力 の表 れ で 浄書 作 業 が保 管 文 書 の 一 部 変 更 作成 の ように時 間 を要 しない作 業 が

多 くな った こ と,女 子 社 員 が 操 作 に手 慣 れて 来 た こ とに よ る もの と思 わ れ る。

　特 に 目立 つ の は新 規 文 書 や 付 表 の 浄 書 作 業 に 当 って,レ イ ア ウ トの構 成 が 非 常

に能 率 よ く素早 く処 理 出来 る まで に 上達 した こ とであ る。

　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ の 操 作 を専 門 化 しな い で誰 で も必 要 な 時 に使 用 出来 る

こと を立 前 とす る限 り,使 用 ス ケ ジ ュール を立 て て 使 用 を管理 す る こ とは か え っ

て便 利 さ を失 わせ る こ と とな るお それ が あ る。 目的 は 機械 の 稼働 率 を高 め るこ と

で は な く仕 事 の効 率 を高 め る こ とで あ る と考 えて い る。

5.2.9　 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ 導 入 の効 果

　 文 書 を フ ロ ッヒ。一 デ ィス ク に 記憶 保 存 して お きそれ を取 出 し訂正 追 加,削 除等

を行 い文 書 と して再 現 出 来 る効 果 は予 想 外 に大 きい 。

　 適 用 業 務 の 項 で 述 べ た 契 約 書 をは じめ各種 の 文 書 類 すべ て に この 機 能 か活 用 さ

れて い る。

　従 来 は 文 書 原 稿 に は 文 案 を熟 考 の 上,和 文 タイプ へ 浄書 を依 頼 して も,出 来 上

った 文 書 を読 み返 す と必 ず とい って よい 程,字 句 の 変 更 を した方 が,よ り良 い表

現 とな る と こ ろが あ る。 しか し日程 な どの問 題 もあ って特 別 の場 合 以 外,タ イ プ

をし直 す こ とは しな い。 これ が 日本 語 ワー ドプ ロ セ ンサ使 用 後 は,こ うした気 掛

りを残 す こ とな く全 面 的 な 再 浄 書 も即 刻可 能 であ るば か りか,誰 に で も訂正を依

頼 出来 る利 点 が あ る。

　 女 子 社 員 の 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ に よ る文書 作 成 の速 度 は,少 し慣 れれ ば手

書き浄 書 と大差 な い 上,手 書 き の よ うに字 の 上手,下 手 とい う こ とが ない の で 浄

書を依 頼 す る側 も,依 頼 され る側 も,心 理 的 な負 担 を感 ず る こ とが な い。

'従来 は
,ど うして も字 の 上 手 な 者 に浄 書 作業 の 負 担 が大 き くな る とか,字 の 下

手な もの が 浄書 を依 頼 され る こ と を た め らった りとい うこ と も見 うけ られ た が,
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これ らの 問 題 は全 く解 消 した。

　 印刷 の 字質 面 で は,和 文 タイ プ ラ イ ター の 印 字 の質 に比 較 す れ ば鮮 明 さは や や

落 ちるが,乾 式 複 字 機 で コ ピーす る と印字 晶 質 が良 くな る。 特 に縮 小 コ ピー をす

ると一層E日宇 品 質 が 良 くな るの で,文 書 の正,写 には コ ピーを使 用 してい る。'.

　 な お 「書 院 」 につ い て希 望 した い 事項 を記 して お く と,

　 1.縦 横 の 罫 線 を 入 れ たい 。 文書 に は 別表 や 数 表 が カ・な り使 用 され るの で表 作

　 　成 上是 非 必 要 とな る。

　 2.デ ィス プ レイ 画 面 上 に常 時桁 数 を表 示 した い。 現 行 「行 ス トロ ー ク」 で は

　 　不 便 であ る。 書 き出 し位 置 は 何 折 目か らと覚 え た方 が非 常 に便 利 で わか りや

　 　す い。

　 3.外 字 カセ ッ ト入力 サ ー ビスは 無 料 に願 い た い。外 字 入 力数 には 字 数 に制 限

　 　が あ る こ とだ し,セ ー ル ス 上か ら も,そ の方 が大 変 有 利 と思 わ れ る。

　 4.イ ン ク ジ ェッ ト機 構 の 印字 部 分 を カ ー トリ ッジ方 式 に改 良 し,ユ ー ザ ー で

　 　 も交換 可 能 に した い。 印字 部 先 端 に ホ コリ付 着 に よ る故 障 で保 守 技 術 者 に 即

　 　刻 来 て も らわ な く て も済 み,故 障 頻 度 も月平 均1回 以 下 と な る。

　 5.コ ン ピ ュータ イ ン プ ッ トへ の 変 換 可 能 に した い。 漢 字 イ ン プ ッ トマ シ ン

　 　 として使 用 が 出 来 れ ば応 用 範 囲 も拡 大 す る。

52.ib　 今 後 の 方 向

　日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ 「書 院 」 は和 文 タ イ プ ラ イ ター+ア ル フ ァと して それ

なりの効 果 を あげ て い る もの の,そ の機 能 も不 十 分 な ため,文 書 処 理 の 機 械 化 と

して は未 だ試 行 の 段 階 とい え る。

　前 に も述 べ た 通 り近 い将 来 さ らに 機能 を拡 充 した 多 くの新 しい機 種 が 出 現 す る

ことは疑 い な いこ そ の 時期 に また 新 た に機種 を撰 択,導 入 し,そ れ か らが 日本 語

ワー ドプbセ ッサ の本 格 的 活 用 の 段 階 と考 えて い る。

　 アメ リカで は既 に ワー ドプ ロセ ッサの 機能,電 子 郵 便 の 機能,コ ン ピュー タ端

末の機能,パ ー ソ ナル コ ン ピ ュー タの 機能 等 を備 え た い わ ゆ る マル チ ・ファ ン ク
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ション ・ワー ク ・ス テ ー シ ョン(Multi-Function　 Work-s七ation)な る も

のが 利 用 され は じめ て い る と聞 く。

　 わが 国 に お い て は コ ンピ ュー タに よ る日本 語処 理 が緒 に つ い た ば か りで あ り,

またわ が 国 の 事 務 は 口頭 で す ま され る こ とが 比 較 的 多 く↑すべ て文 書 を差 傘 とす

るアメ リカの 事 務 とは異 る風 土 に あ る こ とか ら,マ ルチ ・フ ァ ン ク シ ョ ン ・ワー

ク ・ス テ ー シ ョ ンの よ うな 機械 の普 及 は ま だ先 の こ と と考 え られ る。

　 しか し,や は り今 後 の方 向 と して は,事 務 か ら紙 を全 くな くす こ とは不 可 能 と

して も,由 来 るだ け紙 の 上 に 記録 され た 文書 をな く し,電 子 的 あ る い は光 学 的 な

記憶 媒 体 に 文 書 を記録 し,そ れ を管 理 活用 して行 く一 方,文 書 処理 と デ ー タ処 理

の統 合 をは か る こ とが 必 要 であ ろ う。
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5.3　 エ ーザ イ ㈱ にお け る 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ の

5.3.1　 は じ め に

導入 と適用 エ ーザ イ ㈱

　　　　　　 エ ーザ イ㈱

　　　　　　 オ フ ィス ・マネジ メン ト室

　　　　　　　　　石 　黒　　　勝

　 工 場 製 造 部 門 の生 産 性 は1960年 代以 来,IEやQCに よ る改 善 活 動 や機 械 化

に よ っ て,き わ め て急 速 に 自動 化,・省 力 化 が 実現 され,す でに世 界 の トップ レベ

ルに な って い る とい われ る。

　 これ に比 べ,管 理 間 接 部 門 といわ れ てい る 「オ フ ィス」 の 仕事 に おい て は,

1970年 代 に コ ン ピュ ー タ ・シ ステ ム の発 達 に よ って,デ ータ管 理 の面 では,効

率 化 が 実現 され たが,複 雑 な 「オ フ ィス」 の 仕事 の全 面 的 な解 決 には つ なが って

い な い 。(当 然,コ ン ピュ ータの 導 入 に よ っ て,そ の ま まで は増 加 した で あ ろ う

事 務 人員 を一定 水 準 で お さ え る事 が で きた点 は大 いに 評価 で き る。)

　 米 国 のSRIレ ポ ー トに よ って も,1968年 か ら1978年 ま での10年 間 に,

米 国 に お い ては製 造 部門 が90%生 産 性 を増 加 させ た の に対 して,オ フ ィス部 門 で

は,わ ず か4%し か 増 加 して い な い と報 告 され てい る。(図5.3.-1参 照)

　 当社 に お い て も,事 実 の 拡 大 に比 例 して,オ フ ィスの仕 事 量 と担 当 人員 が 増 加

し,今 や オ フ ィスの生 産 性向 上 が最 大 の関 心 事 とな って い る。

　 当社 の オ フ ィス ・マ ネ ジ メ ン ト室 で は,こ の オ フ ィス部 門 効 率 化 の 専任 担 当組

織 と して,事 務 シ ステ ムや仕 事 の 内 容 の 見 直 し,適 正 事 務 人員 の 設 定,お よ び,

その た め の ツール と して オ フ ィ.ス ・オ ー トメ ー シ ョンの導 入 等 を お こな っ てい る。

　 今 回,オ フ ィス効 率 化 の有 力 な武 器 として導 入 した 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ

tt東芝JW -10"の 導 入経 過 と使 用 の 実 態 お よ び ,今 後 の展 望 に つ い て 報 告 を

した い。

一84一

,

'

9



歌

⑨

生 産 性

185%

投 　 　資

1人 当 り

35,000ド ル

90%

　 　 　 投 　 　資

　 　 　 1人 当 り

生 産 性 　25,000ド ル

　　　 投　　資

　　　　1人当り
生産性2 ,000ドル

閲lI
　 　　 　農　業　　　　　　　製造部門　　　　　　オフィス部門

図5.3-1　 ア メ リカにお け る1人 当 り投 資額 と生 産 性 の 伸 び

　 　　 　 　 　 　　 (1968～1978の10年 間)(SRIレ ポ ー トに よる)

53.2　 「 オ フ ィ ス 」の 仕 事

　 オ フ ィスの 中 の 仕 事 とは,一 般 的に 言 えば情 報 を収 集 ・分析 して,経 営 に役 立

つ,よ り付 加 価 値 の 高 い もの に加 工 して,伝 達 お よ び 蓄積 す る とい う事 で あ る。

　 この 情 報の 処 理 ・加 工 の仕 事 は ・非 定常 的 な 仕事 と言 え る スタ ッ フワ ーク と ・

比 較 的,標 準 化 ・規 格化 で き る事 務 とに 分 類 され.さ らに,特 に事 務 と い う面 に

おい て,そ の 内容 を見 る と次 の様 な作 業 が 多 い事 が 判 る。

D

別

鋤

倒

句

θ

電 話 の連絡 を受 け る,ま た は電 話 で連 絡 す る。

文書 や資料 を 作 る。

それ らを清 書 また は 作 図 す る。

文書 や 資料 を コ ピ ーす る。

文 書 や 資料 を 配 布 す る 。ま たは 受 け取 る。

それ らを読 む,お よ び チ ェ ックす る。
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　σ)数 字 を転 記 す る。計 算 す る。

　⑧ 文書 や 資 料 を フ ァイ ル す る。 また は検 索 す る,取 り出す 。

　⑨ 　 会 議 や打 合せ を す る。 交 渉 す る。

　側 　 そ の他,社 員 お よ び社 外 に 対 す る種 々の サ ー ビス をす る。

　 これ らの 作 業 は,機 械 化,自 動化 で きれ ば大 変 た す か る もの が 少 な くない 。

　数 字 の 計 算 や,デ ー タの検 索 に関 す る もの は,既 に コ ン ピュ ータ に よ って吸収

され てい るが,そ の 他 の これ ら作 業 も,フ ァ ク シ ミ リ,パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ ータ,

ワー ドプロ セ ッサ等 をは じめ とす るOA機 器 の 発展 に よ ってほ とん どが 機 械 化 さ

れ,人 間 は,よ り高 度 な 仕事 に取 り組 む オ フ ィスが 現 実 の もの と な って きて い る。

　 た しか に,オ フ ィスでの 仕 事 には,人 間 の 自由 な発 想 や,思 考 を必 要 とす る も

の や,人 間 関 係 も多 くあ り,一 概 に機 械 を使 用 し ての処 理 に適 さ ない 分 野 もあ る

が,情 報 処 理 や事務 作 業 の 面 に つ い ては,各 人 が端 末 機 や,OAの キ ー ボ ー ドを

操 作 し,仕 事 をす るとい う時 代が 数 年 の うちに到 来 し,管 理 職 や ベ テ ラ ン社 員 に

多 い 「コ ン ピ ュ ー タ ・ア レル ギ ー」 で は仕 事 が進 まな くな る時 代 に な る と も言 わ

れ て い る。

,

'

3.3.3　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ 導 入 の経 緯

　 当社 にお い て もコ ン ピ ュー タは,ま す ます 大型 化 し,膨 大 な資 料 が ア ウ トプ ッ

トされ,各 部門 に提 供 され てい る。

　 しか し,コ ン ピュ ータ部 門 が 充 実 され,大 型 化 され れ ば され る程,一 般 の 社員

に と っては,コ ン ピュ ータ とは,特 殊 な技 術 で 素人 に は近 寄 れ な い もの と な り,

コ ン ピュ ータ とい う言 葉 に対 す る ア レル ギ ー をお こ して し ま って い る。

　 当社 で ワ ー ドプ ロセ ッサ を導 入 した き っか け と し て は,数 年後 に は お とず れ る

で あ ろ う,オ フ ィスの本 格 的 な機 械 化(OA化)に 対 して,可 能 な 限 り,新 しい

機 器 を 今の うち か ら導 入 し,そ れ らを使 用 して,仕 事 をす るとい う体 質 を身 に つ

け た い とい う目的 が 大 きい 。

　 OAの 導 入 と して,よ く言 わ れ るの は次 の2つ の方 法 で あ るが,

一86一

■



◆

`

　 ①　 全 体 の理 想 シ ステ ム を構築 し,そ れ に 会 う機 器 を待 っ て トー タ ル シ ステ ム

　 　 と して導 入 す る。

　② 　 部 分 的な メ リ ッ トでは あ って も,ま ず 導 入 し,後 で シス テ ム化 や 展 開 を考

　 　 え る。

　 当社 に お い ては,後 者 の方 法 を と り,全 体 の シ ステ ム と関 係 な く,ま ず 使 い,

自由な 試 みの 中 か ら新 しい使 い方 を見 つ け出 し,し だい に 整理 され た方 向 へ もっ

て い こ う とい うもの で あ った。

　結 果 と して,現 在 の使 用 内 容 や使 用頻 度 をみ て も この方 法 で良 か った と考 え て

い る 。

■

(1)機 種 の 選 択

　 　 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ の導 入に 当 って は,原 則 とし て以 下の点 を配 慮 した 。

　 ① 　 専任 の オペ レ ータ ー を置 か ない 。

　 ② 　 管 理職 を含 め,全 員 が使 用 で きる体 制 を つ くる。

　 ③ 従 って 特殊 な 訓 練 な しに マ ス タ ーで きる機械 を選 択 す る。

　 ④ 　 機 械 は事 務 室 内 に設 置 す る。

　 　 日本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッサ につ い ては,東 芝 をは じめ数 社 が 発 売 もし くは発 表

　 を し てお り,そ れ ぞれ の機 械 の特長 に つ い て比較 検 討 した結 果,

　 ①　 文書 作 成 編 集 機 と し て各機 種 の 文字 数,記 憶 容 量,編 集 機 能,プ リン ト方

　 　 式,プ リン ト速 度 等 は どの 機 種 を採 用 して も,一 般 的 に オ フィ スで使 用 す る

　 　 範 囲 で は,大 き な違 い とな らない 事。

　 ② 　 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ は まだ導 入期 であ り,機 種 の改 良,機 能 の 付 加,

　 　 お よ び通 信 シ ス テ ムの充 実 等 が 見 込 まれ,将 来 の 機種 につ いて まで 初 回導 入

　 　機 種 に限 定 し て考 え る必 要 が な い 。

　 従 っ て,大 き く違 うイ ン プ ッ ト方 式(全 文字 配 列 方 式 と,か な 漢 字 変 換方 式)

に つい て,操 作 性 と慣 れ の 点 か ら,ど ち らが,す ぐマ スタ ー で き るか を主 眼 とし

て機 種 決 定 を した 。
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　その結果,多 少 の訓練 を受けた人 は別 として,普 段 は和文 タイ プ等 を使用 した

事 もな い 管理 職 をは じめ とす る一般 男子 社 員 を も対 象 とす る と,キ ーボ ー ドで

「ひ らが な」 を打 ち込 むか な 漢 字 変換 方 式 が 取 り付 き易 い と判 断 ・東 芝JW-10

を導 入 機 種 と した。

　 　 (注)当 社 で導 入 した の は キ ーボ ー ドがJIS配 列 の もの で あ り,こ の 配列 で

　 　 　 は 多少 な れ た人 に とっ ては,非 常 に 打 ちやす く早 く打 て る もの であ るが,

　 　 　 一 方,週 に一 度 あ る いは 月 に 一 度 しか 使 わ な い とい う程 度 の ほ とん ど機 械

　 　 　 に つ い て習 熟 で きな い 人 も多 く,そ の よ うな 人 の た め に は ・か な漢 字 変 換

　 　 　 方 式 の 中 で もキ ー ボ ー ドが 「50音 順 配列 」 の もの が使 用 しやす い 。従 って,

　 　 　 使 用 部門 や実 際 の使 用 者 等 もよ く考 え て,機 種 を選 定 す る必 要 が あ ると思

　 　 　 う。

句

β

(2)テ ス ト導 入

　　 日本語 ワー ドプロセ ッサの導 入に より期待 され る効果 については,事 前の 適

　用 文書調査等 を実 施 したが,未 使 用段階 での観念 的な調 査であ り,ま た当社が

　採用検 討 した時期 には,実 際に業務 上で定量 的に導 入効 果 を確認 した ユーザ ー

　 も少 なか った状況 か らその効果 については未確認 な部分が多か った。

　　 そこで当社 では,短 期間の テ ス ト導 入 とい う方 式 を取 って,導 入効果 と方 向

　 を確認 す る ことに した。

　　 テ ス ト期間は2ヵ 月 間 として,そ の間 に,実 際の業務 に活用 しなが ら,

　　 ①　当社 と してどの様な活用法 がで きるか。

　　 ② 当社 にと っての メ リッ トの予測 。

　　 ③　 導入機種 の操作 性の確認。

　　 ④　 本格 実施に必要 な台数。

　 などを調 査 し確認 す る事 とした。

　　 余談 にな るが,一 般的 にOA機 器 は機 能 的に新 しい ものが多 く,カ タロ グ,

　 パ ン フレ ッ トお よび展示 会等 では,そ の詳細 に ついての充 分な理 解 が得 に くい。
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ま た,ユ ー ザ ー側 に と って も業 種 が違 い,風 土 が 違 い,事 務 処 理 の方 法 も違 う

た め,は た し て当 社 に と っ ては効 果 が あ るか を事 前 に確 認 す るの が 難 しい。

　 そ こで,こ うい う新 しい 機 器 に つ い ては,「 富 山 の薬 売 り」 方 式 で,ま ず テ

ス ト的に 使 用 させ,効 果 を確 認 しつ つ 導 入 す る と い う方 法 の 開 拓 が で きな い も

のか と思 う。

`

(3)検 討 チ ー ムの結 成

　 　 JW-1,0の テ ス ト導 入 に先 立 ち,本 社 の 各 組織 よ りメ ンバ ーを選任 し,ワ ー

　 ドプ ロセ ッサ導 入検 討 チ ーム を作 った。

　 　検 討 チ ー ムの 任 務 は

　 　① ワー ドプ ロ セ ッ サ操 作法 の習 熟 お よ び伝 達 。

　 　② 　 各 組 織 で の 適 用 文書 の選 択 と評 価 。

　 で あ っ たが,特 に,当 社 にお い ては,ワ ー ドプ ロ セ ッサの使 用練 習 の方 法 に つ

　 い て も,「 誰 で もが 自 由に使 用 で き る機 械 に す る」 との 考 え方 か ら,こ の検 討

　 チ ー ム を母 体 と して 図5.3-2の ご とく社 内で 伝 達 研 修 に よ る反 復練 習 を お こ

　 な った の み で,社 外 教 育機 関(オ ペ レ ータ ー養 成 の 「東 芝 ワ ー ドプ ロセ ッサ,

　 ス ク ール」 等)へ の派 遣 な どは特 に お こな わ なか った。

JW-10見 学 会 で 機 械 の 認 識

(テ ス ト導 入)

検 討チ ームへ の操作説明会(ビ デオ と各人30分 程度)

組織 代表 者操作練習(基 礎 のみ1人2時 間)

各組織人員へ の伝達講習 と練習(実 用 文書 を使用

図5.3-2　 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ の 操 作練 習 経 過
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(4)テ ス ト導 入の 評 価

　 　 テ ス ト導 入 の2ヵ 月 間 に 作 成 さ れ た文 書 は238頁 に ものぼ り,短 期 間 に か な

　 りの 文書 が 登録 さ れ活 用 され て いた 。

　 　 しか も,実 用 文 書 が 打 ち込 まれ,テ ス ト期間 中 に何 回 も取 り出 され て,ワ ー

　 ドプ ロセ ッサの機 能 で あ る 「標準 文 書 の 一部変 更 」 に よ る利 用 も数 多 くお こ な

　 わ れ た 。

　 　 この テ ス ト期 間 中 に は,実 際 に 機械 操 作 を体 験 した 人 に対 して の適 用 文書 の

　 調査 や,文 書 作成 時 間 に つい て の 比 較 試験 な ど もお こな っ た(図5.3-3,表

　 5.3-1～2参 照)が,こ れ ら調 査 結 果 を判 断 資料 とす る前 に,既 に2ヵ 月 間

　 で 実 用 文書 が か な・り1イン プ ッ トされ 活用 され てお り,現 実 問 題 と して ワ ー ドプ

　 ロセ ッサ を廃 止 して は,実 務 に支 障 を生 じ るよ うな状 況 とな って い た 。

文 書 資 料 の 調 査

'

No 文 書 ・資 料 名 作成組織 発生頻度 1資料の枚数 定型文 OHP 手書 き タイプ 備　考
.

1

.

■

＼ /
～ ＼

＼＼ ノ ＼
＼ 　　　一～ 一

図5.3-3　 「文 書 の ワ ー ドプ ロセ ッサ化 の 調 査 」

　 　 　 (報 告 ・届 出,会 議,契 約書,一 般 文書 に 分け て調査 を実 施)

　 　 　 　表5.3-1　 同 一 文書 に よ る作 成時 間 の 比較

日 本 語

ワ ー ド プ ロ セ ッサ
和 文タイプ 手書清書

新　規　 文　書
　 (A4判1枚)

20分 30分 20分

一　部　訂　 正

　 (約180字 訂正)
7分 30分 20分
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表5,3-2　 テ ス ト期 間中に使用 された文書

　　　　　　　　　 (練 習用の文書 を除 く)

亀

会 議 案 内 ・資 料 案 内

業 務 連絡

社 外 へ の連 絡 ・依頼 文書

規 定 ・マニ ュ ア ル

契 約書

決 裁 資 料

フ ァイ ル リス ト

そ の他

69

47

37

30

17

12

　 ワ ー ドプ ロセ ッサ の機 能 や,機 械 操 作 の や り易 さ な どに つ い ては,検 討 チ ー

ム を 中心 とし た練 習 に よ って,文 書 レ イア ウ トや ケ イ線 印 刷 な ど ,2ヵ 月 の 間

に 相 当 複雑 な 仕事 も,取 り込 め る レベ ル まで,比 較 的容 易 に 達 す る ことが で き

た 。

　 ま た,か な 漢 字 変換 方 式 の イ ン プ ッ トにつ いて も誰 で もが 使 え る と い う点か

らは,和 文 タ イ プ等 よ り も と っつ きや す く,ま ず,そ れ ほ ど抵 抗 な く,使 用 し

は じめ てい る状 況 か ら,初 期 の 目的 は 達 して い る と判 断 され た 。

5.3.4　 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ の 稼動 状 況

(1)利 用状況

　　 テ ス ト的な導 入 よ り約1年 間経過 したが,現 在 の ところは,作 成文書の内容

　や使 用方 法 を特 に制限 せず,「 習 うよ り慣れ ろ」 的に 自由に使 用 させ てい る。

　　残念なが ら,当 初 目的 と した 「管理 職 を含めてみずか らが操 作 し,文 書 作成

　の効率 化 を狙 う」 とい う点 におい ては,管 理職数名が初期の操作練習 をお こな

　 ったのみで,実 用 化 してい る人 はいな い状況 であ るが(他 社 で は部課長 も自分
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で操 作 し てい る例 が あ る と聞 く),現 在,女 子 社員 を中 心 に約30名 が 日常 業

務 の中 で ワー ドプ ロ セ ッサ を使 用 して い る。 ま だ 設 置 してあ る機 械 が1台 の み

の た め,勤 務 時間 中 は,ほ とん ど空 き時 間 が 無 い ほ ど使 用 され,や む を得 ず 週

間 予約 表 に よ って1業 務 を1時 間 に 限 って使 用 さ せ てい るが,本 来 の 目的 か ら

す る と,緊 急 の用 に使 用 で きな い 等,不 都 合 な 面 も多 い 。

　 早 急 に 設 置 台 数 を増 やす等.対 策 を講 じたい と検 討 してい る。

(2)導 入 後 の対 応

　 　 ワー ドプ ロ セ ッサの 導 入後,増 大 す る記 憶 文 書 に対 応 し て以 下の方 策 を講 じ

　 た 。

　 i)組 織 別 フ ロ ッ ピ ーの 使 用

　 　 　東 芝JW-10は 本 体 記憶 容量 が約200頁 であ り,導 入2ヵ 月 間で既 に 満杯

　 　 とな った。 当社 で は 使 用 頻 度 の高 い 組織 か ら順 に,組 織 別 に 個 人 フ ァ イ ル

　 　 (フ ロ ッピ ーデ ィ スク)を 使 用 し,本 体 フ ァ イル か らの移 行 お よび 消去 を し

　 　 て対 応 して い る。

　 　 (個 人 フ ァ イル は 約60頁 の記 憶 容量 が あ るが,内 容 を一 部変 更 した類 似 文 書

　 　 な どは 同 一 フ ァイ ル に保 存 す る方 が便 利 な た め,新 規入 力で は1枚30頁 を

　 　 目安 に して い る。)

　 iD　 社 内用箋 へ の 応 用

　 　 　 ワー ドプ ロセ ッサ の 利用 を,よ り実務 的 な もの とすべ く,社 内 帳票 の 報 告

　 　 用 紙,連 絡 用 紙,稟 議書 へ の適 用 をお こな った 。 こ の場 合,コ ン ピュ ータ関

　 　 連 の 機 器 数 は ど う して も行 間 隔,文 字 間 隔 が イ ンチ 単位 で あ り,一 方,社 内

　 　 帳票 類 は ミ リ単 位 で あ る とこ ろ か ら完 全 な一 致 が 見 られ な い欠 点 が あ る。

　 　 　 従 って,こ の 際 当 社 で は,一 部 の社 内用 箋 類 の罫 線 を簿 くしてPPCに よ

　 　 り発 色 しな い様 に改 訂 し,日 付,宛 名,件 名等 を,各 印刷 形 式 毎 に 「何 行 目

　 　 の何 文 字 目 よ り開 始 」 と掲 示 して,利 用 の促 進 をは か った。 これ に よ り,か

　 　 な りの 文書 が,既 成 の 社 内用箋 に吸 収 され た 。(図5.3-4参 照)

β
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1行 目/1字 目→000支 店 　 00課

3行 目/6字 目 00　 管 理 課長 　殿

5行目/1字 目一 本 社00部 　 　 OO

6行目　 　 　 　 　 　 　 　 社 内 用 箋 へ の 応 用 見 本

　 55年 　 10月 　 15日

　 1
1行 目/23字

文書の形式

印 字 形 式

32字 ×30行

→3

文 字 間 隔3

行 ピ ッチ2

↓

℃8行 目

　 　 　 　 　 も

　 日本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッ サ ー 東 芝JW-10に よ り 、 文 書 の 作 成 ・編 集 ・

保 存 が 容 易 に で き る よ う に な り ま した 。

　 こ の 機 械 は 、 文 書 を 「ひ らが な 」 で イ ンプ ッ トす る だ け で 「漢 字 」 に

変 換 し、 そ の 記 憶 機 能 に よ っ て 文 書 の 取 り 出 し ・一 部 変 更 ・編 集 な ど文

書 作 成 の 効 率 化 が は か れ ま す 。

さ ら に 、 今 ま で は 白紙 へ の プ リ ン トの み で した が 、 今 回 、 社 内 用 箋 へ の

適 用 が で き る よ う に 工 夫 い た し ま し た 。 こ の 文 例 を 参 考 に 一 層 の 活 用 を

お 願 い し ま す 。

　 　 　 図5.3-4　 社内用箋への応用例(罫 線,摘 用欄は発色 していない)

●



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

5、3.5　 日本 語 ヴー=ド プ ーnセ ッサ の適 用 業務

　現 在 ・本 体 フ ァイル,個 別 フ ァイ ル をあ わ せ て,約1,300頁 の 文書 が記 憶 され

て い る。(表5.3.3～4参 照)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表5.3-3　 組 織 別記 憶 文書

経

総

人

計

生

法

研

そ

関

関

労

企

管

特

関

係

係

務

画

理

許

発

他

470ペ ー ジ

380

110

80

60

50

100

50

表5.3-4　 ワ ー ドプ ロ セ ッサ使 用 文 書 の例

o社 内外の会議 開催案 内状,議 事録

o社 外 アンケ ー ト

O大 学住所録,教 授録

O銀 行 コー ド,振 込先 一覧表

O社 内電話帳原稿

O事 務用備品 台帳,固 定 資産管理 表

o保 存 文書 目録

O各 組織 の フ ァイ リン グ目録

O組 織 分掌表

o原 料 規格,品 質検査規格

○登録帳票 一覧表

○業務 委託契 約書
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　 この 内,繰 り返 し使 用 され て い る もの は,や は り会 議等 の 開 催 案 内 状 や 連 絡 書

類 等 が 中心 と な っ てい るが,こ れ ら一 般 的 な 文書 以 外 に次 の よ うな 文書 へ の 利 用

が な され て い る。

`

(1)名 　 簿　類

　　 コンピュータ管理の顧 客名 簿な どを除 き従 来,手 で管理 されて きた名簿 類が

　数 多 く入力 されている。

　　 た とえば管理関係 での取引 き先名 簿,連 絡 先名簿 や大学教授 名簿等 を記憶 さ

　せ,住 所 録 として使 用す ると共 に,実 際 に書類,物 品の発送 案内等 に差 し込 み

　印刷 で使用 してい る。

　　また,銀 行 コー ド,振 込 先一覧表 など もワー ドプロセ ッサ を利用 し作成 され

　てい る。

② 　 文書 目録,フ ァイル 目録

　 　 会 社 保 存 文書 の 目録 や,各 組 織 で の 文書 フ ァイ ル 目録 の 作 成 に ワ ー ドプ ロセ

　 ッサ を利 用 して い る。

　 　 保 存 ・保 管 文 書 管理 は ・ リス トの 作 成 とメ ンテ ナ ン ス業務 が 重 要 で あ り,新

　規 登 録 や廃棄,内 容変 更 な どに1つ1つ 対 処 して い か な い と シ ス テ ム全 体 が ダ

　 メに な る業 務 で も あ る。 この よ うな 目録 フ ァイル には,ワ ー ドプ ロセ ッサ の 記

　憶 と差 し替 え機 能 の 活用 に よ り大 巾 な省 力 化 が実 現 で き る。

　 　 フ ァイ リング目録 は全 組 織 へ の 活用 を指 向 した い。

(3)登 録 帳 票 管 理 表

　 　 当 社 で は本 社 管 理 の 全社 帳票 類 が 約600種 あ り,現 在,月'間20～30件 の 割

　 で新 設,改 廃 が お こな わ れ てい る。

　 　 また 定期 的 に支 店在 庫 を リス トで確 認 の 上,定 期発 送 す る シ ス テ ム とな っ て

　 い る た め,こ の帳 票 の管 理 リス トを ワ ー ドプ ロセ ッサ で作 成 し,在 庫 管 理 台 帳
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に 利 用 す る と共 に全 支 店 に送 付 す る発 注 高 とし て ア ウ トプ ッ トし てい る。

(4)規 定 ・業 務 マニ ュ アル

　 　 現 在 一 部 分 を イ ン プ ッ トし てい る段 階 で あ るが,組 織 改 変 や事 務 シ ステ ム の

　変 更 に よ る規 定,マ ニ ュ アル類 の メ ンテ ナ ン ス業 務 の省 力 化 に期 待 して い るd

⑤ 　 対 外 発 表 資 料 へ の適 用

　 　 た とえ ば,決 算 報告 書,お よ び附 属 明細 書 等,毎 年 同 じフ ォ ームで 作 成 され,

　事 前 に社 内決 裁 を要 す る文書 等 に つい て は 社 内用 資料 を ワー ドプ ロセ ッサ で 作

　 成 して お け ば,そ の 一 部変 更 で,そ の ま ま版 下に 活用 す る事 が 出来 る。 当社 の

　 今年 度 決 算 は,こ れ らの 資料 を ワ ー ドプ ロ セ ッサで 作 成 した 。

　 　 従 って来 年 度 は 変 化 した部 分 の数 字 の み変 更 す れ ば,簡 単 に,こ れ らの 資料

　 を発 行 で き ると考 え て い る。

`

(6)そ の他,契 約書見本 や,原 稿規格,検 査規格等 の製造 品質 規格 書,当 社製品

　 の内容説 明書 および納 入時の品質証明等,ま だ試行錯 誤 の段階で あるが,一 部

　 変更で各方 面に使用可能 な もの,お よび,年 に数 回原 文変更が予定 される もの

　 な どへ利用拡 大 を図 って いる。

　　 また,変 った ところでは,労 働組 合 との賃金 交渉用 資料 や回答書 などの適用

　 がお こなわれ てい る。

5.3.6　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ 利 用 の今 後 の課 題

　以 上 の よ うに,当 社 に おい て は,ま だ利 用 業 務 の 拡 大 を指 向 して お り,定 性 的

に文書 作 成 業 務 の 向 上 とい う点 か ら効 果 が 期 待 され て い るにす ぎ ず,ワ ー ドプ ロ

セ ッサ の導 入 に よ って マ ンパ ワ ー換 算 で どの程 度 省 力 化 され たか の把 握 が 十 分 に

な され て は い な い。

　 1年 間 の使 用 テ ス トを振 り返 って,現 在 まで の反 省 を含 め,今 後 以 下の よ うな
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展開 を した い と考 え て い る。

●

`

(1)作 成 文書の整理 と文書 集の作成

　　今 まで に作成 され記憶 された 文書 を アウ ドプ ッ トし,案 内状,連 絡書 をは じ

　 め とす る汎用 文書 に ついては 文書の統一化 をはか る。

　　また,そ の他 の文書 につ いて も,実 際に作成 され活用 され ている文書 を例 と

　 して文書作成の社 内規格 を設定 し,文 書作成 の効率化をは かると共に,新 入社

員教 育 な どへ も利 用 して い きた い。

②　 ワー ドプロセ ッサ導 入効果の 定量 的な把握

　　具体 的な手法等 については,メ ーカー,販 売店の協力 を待 ちな が ら更 に研究

　 し て い く 。

5.3.7　 お わ り に

　 80年 代 はOAの 時 代 といわ れ,最 近 で は1日 と し て新 聞,雑 誌 等で もOA機 器

の特 集 が 組 ま れ ない事 が な い くらい に な っ てい る。

　 「オ フ ィス」 の 中 の生 産 性向 上 のた め には 先 に 述 べ た オ フ ィスの事 務 作 業 その

ものに対 して必 要 性 を総点 検 し,

①　 不 必 要 な もの,手 間 をか け て い る割 には 役 に 立 ってい な い もの は ,思 い 切

　 　 って切 り捨 て る 。

　② 　 一方,機 械 化,自 動 化 で きる もの は逐 次,人 手 か ら機 械 に置 きか え て い く

　 　こと が必 要 と な る。(表5.3-5参 照)

現 在 の 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ は,ど の機 種 を と って も,

①　機 械が,ま だ少 し大 きく,事 務室の机の上 または横 で使用 され るよ うにな

　 　っ てい ない 。

②　 印 刷 プ リン タ の音 が少 し大 きい。(現 在,こ の事 が一 番 大 きな 問 題 か もしれ

　 な い。)



　 ③ 操 作 が,や や難 しく,ま っ た くの素 人 には 使 い に くい。

　 ④　 メ ー カ ーが,そ れ ぞれ独 自の 技 術,配 列 を して いて 互換 性 が な い。

な ど,問 題 は あ るが,異 機種 間 の 電 話 回線 を利 用 した連絡 や,検 索,演 算 機 能 の

付 加 な ど徐 々に改 善 され,い ず れ は,文 書 作成 に関 す る事 務(原 稿 作 成,点 検,

手 直 し,清 書,伝 達)の 大 部 分は,こ の 機 械 が 肩 代 わ りす るの で は な いか と思 っ

て い る。

表5.3-5　 オ フ ィ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン 機 器 の 条 件

　 　 読 み,書 き　 計算,記 憶,並 べ 直 し,連 絡,複 製 … … … な ど

　 　 事 務 の仕事,そ の もの を や る機 械 で あ る こ と。

　 　 数 字,ア ル フ ァベ ッ トだ けで な く漢 字 ま じ りの 日本 語 文 字 や

　 　 図 形 を処 理 で きる機 械 で あ る こ と。

　 　 護 れ もが す ぐ機 械 を マ スタ ーで き操 作 が 簡 単 で特定 の 専 門 オ

　 　 ペ レー タ ーが 不 要 で あ る こ と

　 　 ま た操 作 を間違 え て もち ょ う とや そ っ とでは 故 障 し な い こ と。

④'機 械 は コン パ ク トで移 動 が 簡 単 な こ と。 また 騒 音,振 動,発

　 　 光 な どオ フ ィス環 境 に マ イ ナ ス影 響 を与 えな い こ と。

　 　 い ろい ろ な用 途 に 応 じて 対 応 させ る こ とが で きる こ と。 また,

　 　 段 取 りを変 えて も簡 単 に で き る こ と。

　 　 安 い こと。

　 　 値 段 は100万 円,レ ン タ ル,リ ー スで も月3～5万 円位 で各

　 　 組織 に1台 ず つ 置 け る よ うな 価 格 にす る事 が 望 ま しい。

　 　 (高 くて も500～600万 円,レ ン タル,リ ー スで も月20万 円

　 　 　 が 限度)

　 OAに 関す る技 術革 新 は は げ し く,毎 年 の よ うに 新 しい 機 械 が 発表 さ れ て い る。

『夢 の オ フ ィス 』の 実 現 に 対 し て は,OA機 器 の メ ー カーの 開 発 力 に ま かせ るだ

け で な く,ユ ーザ ー と して も,で きるだ け早 く手 をつ け,ノ ウハ ウを 蓄積 し,そ

の 経験 の 中か ら,メ ー カ ー とユ ーザ ー も生 の 情報 を交 換 しあ って新 しい 分 野 を開

拓 して い くこ と こそ,今,必 要 な の で は な いか と思 う。
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5.4　 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー に お け る

　 　　　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ の適 用 事 例 につ いて

日本電気㈱

オ フ ィスシステム効率 化推 進 部

　　主任　 市　 川　 昭　雄

5.4.1　 導 入 の ニ ー ズ と背 景

(1)　 ドキ ュ メ ン ト作 成費 の 増 加

　 　 当 社 で は コン ピュ ータ や輸 出 の 割 合 が年 々増 加 す るに伴 い,シ ステ ム提 案 書

　 (プ ロ ポ ーザ ル),ユ ーザ教 育 マ ニ アル,検 査報 告書 等,ド キ ュ メン トに 関 す

　 る印 刷 費 が急 増 して お り,年 間 で 数 十 億 円 とな り,こ の内訳 をみ ると,半 分 近 く

　 が コ ピ ー,印 刷 に結 びつ く版 下 作 成 費 で あ る。

　 　 そ して,こ の版 下 を作 る前 工 程 とし ての 技術 部 門,営 業 部門 での 原 稿 作 成 工

　 数 を考 慮 す る と,実 に そ の費用 は鹿 大 な 額 に達 す る もの と推 測 され,こ の経 費

　 削 減 を主体 と した 効 率 ア ップが 急 務 とな って いた 。

② 　 英 文 ワ ー ドプ ロセ ッサ の導 入

　 　 この頃我 が 国 に お いて も英 文 ワ ー ドプ ロセ ッサが ぼ つ ぼ つ 輸 入 され は じめ て

　 お り,興 味 を ひか れ 調 査 した 結 果,効 果 が 期待 され そ うな こ とか ら昭 和52年

　 の春 に 試 用 の た めの 導 入 を行 った 。

　 　 当 社 で 最初 に導 入 した の はWPS-30(ワ ン グ社 製)で 構 成 はCRTキ ー ボ

　 ー ド ワ ー クス テ ー シ ョン4台,プ リ ンタ2台 を本 社 タイ プ室 に 設 置 し,そ れ ぞ

　 れ 専 任 オ ペ レ ータ に よ り集 中 サ ー ビ スを実 施 した。

　 　 その結 果,か な りの 効 果 が あ る こ とが 分 か り,社 内へ の 導 入 拡 大 を 決 定 し輸

　 出 を多 く扱 っ て い る事 業 部 の技 術 部 門へ の設 置 を行 って い った 。 現在 で は,本

　 社 以外 に三 田事 業場,玉 川事 業 場,府 中事 業 場,溝 の 口事 業 場,横 浜 事 業 場,

　 中央 研究 所 の 京浜6事 業 場 と海 外 現 地 法 人3社,更 には 当 社 の 印刷 専 門 子 会 社
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であ る理 研 工業 写 真,そ の 他翻 訳 を依 頼 して い る関連 会 社 等 で19シ ステ ム ,60

以 上 の ワ ーク ステ ー シ ョンが 導 入 され た 。 そ の結 果,技 術 部 門にお い て は ドキ

ュメ ン ト作 成 の標 準 化 が急 速 に進 み ,か つ原 稿 作 成 の 時 間 が 大 巾 に短 縮 され た。

　 更 に大 きな効 果 と して は従 来 は タ イ プ を打 って版 下 を作 り,オ フ セ ッ トで印

刷 しな け れ ば な らな か った もの で も,プ リン タ の 印刷 品 質 が 良 い ことか ら ,そ

の ま ま版 下 とし て使 いPPC複 写 に切 り替 え るこ とが 可 能 とな り ,オ フセ ッ ト

印 刷の た め の刷 版 工 程 を 省 略 で きた こ とか ら,初 期 の 目 的 どお り印 刷 費 を 大 巾

に 削減 す る こ とが で きた。

　 こ の様 に して英 文 ワ ー ドプ ロセ ッサ は 当社 に お け る印 刷 コ ス ト,原 稿 作 成 コ

ス トでの効率化 に大 きく貢 献 し,年 間 で億 単位 の 効果 を上 げている
。

　　 (英 文 ワー ドプロセ ・サ導入 によるEP・MiJ工程 の対比図参照)[蚕 豆 コ

　 　 　 注)工 程 図 の 中 のグ/(オ ン ラ イ ン)部 分 に つ い て は現 在 フ ロ ッピ ー デ ィ

　 　 　 　 　ス クに よ る メ ール送 付 であ る 。

、

(3)日 本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ導 入 ニ ーズ

　 　英 文 ワ ー ドプ ロセ ッサの導 入 効 果 の実 績 を踏 ま え,次 の ステ ッ プ と して当 然,

　量 的 には 英 文以 上 で あ る 日本 語 分 野 での 印 刷 コ ス トの削 減 に 期待 が寄 せ られ る

　 こ とと な った。

5.4.2　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ 導 入 の経 緯

　 当社 と して は 英 文 ワ ー ドプ ロセ ッサの導 入 に よ る ドキ ュ メ ン ト印 刷 関係 費 用 の

削減 と ス ピ ー ドア ップ の 実績 か ら日本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッサ の出 現 を待 ち望 ん で い

た時,当 社 の 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッ サが 発表 され た ので 直 ちに導 入 を決 定 した。

　 英 文 ワー ドプ ロセ ッサの経 験 か ら日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサの 利用 対 象 は英 文 ワ

ー ドプ ロ セ ッサ と 同様 プ ロポ ーザ ル や シ ステ ム仕 様 書
,マ ニュ アル は もと よ り,

その他 に スタ ッフ部 門 を中心 と した 各種 の社 内通 知 文 や,官 公 庁 に提 出 す る一 般
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文 書,お よ び 定型 的 な文 書(例 え ば特 許 申請 な ど),各 種 委員 会 の メ ンバ ー表,

さ らに は販 売 部 門 か ら得 意 先 に 出 す各 種 の案 内通知 な ど非常 に広 範 囲 に わ た るこ

とが 判 明 した 。

　 しか し日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ を導 入 して 実 際 に運 用 す る場 合,従 来 の タ イ プ

室 の 合 理 化 とい う面 か らタ イ プ室 に集 中 的 に ワ ー ドプ ロセ ッサ を設 置 す る ケ ー ス

と,各 職場 で 自 ら使 用 した 方 が効 率 の よ い短 い文書 や,一 度 フ ロ ッ ピー デ ィ スク

に 登録 され た 仕 様 書,マ ニ ュ アル等 の改 版 の た めの 修 正,或 い は ラ イ ブ ラ リに 登

録 され 一 部の 手 直 しで繰 返 し利 用 可能 な 文書 作成 とい った 二 つ の ケ ー スが あ る。

そ こで,こ の 二 つ の利 用 方 法 に 分け て導 入す る場 合の ワ ー ドプ ロセ ッサ に対 す る

要 件 を挙 げ て み る と次 の よ うに な る。

　 は じめ に各 職 場 に 分散 設 置 す る ワ ー ドプ ロセ ッサ に必 要 な条 件 は,

　 ① 　 誰 に で も気 軽 に使 用 で きる こと。

　 ② 　外 部 提 出 用 に も使 え る印 字 品 質 で あ る こ と。

　 ③ 　少 く と も一 般 の 人 が 数 時 間 の教 育 で使 用 す る気 に な る こ と。

　 ④ 　 作 表 機 能 が充 分 で あ る こと。

　 次 に専 門 職 用(タ イ ピス ト)の 日 本語 ワー ドプ ロ セ ッサ に つい て は,作 業 能 率

を向 上す る以 外 に和 文 タ イ プの 伝統 的 な ノ ウハ ウを生 か したい とい う希 望 か ら和

文 タ イ ピ ス トに拒 絶 反 応 が 出 な い 現在 使 用 してい る和 文 タイ プ ラ イ タ と同 じ盤 面

で あ る こ とが 絶 対 条 件 で あ った。

　 その 他,当 社 の社 内事 情 か ら次 の よ うな大 きな 条 件 が要 求 さ れた 。

　 それ は,EDPシ ス テ ムの普 及 に よ りオ ンラ イ ン端 末の 職 場 進 出が 著 しく,そ

れ が最 近 日本 語 タ ー ミナル を利用 す る傾 向 に あ り,日 本 語 デ ータ処理 端 末 と日本

語 ワ ー ドプ ロセ ッサ の併 設 は経 済 上 か ら も,設 置 スペ ースの 面か ら も問 題 が あ り,

で きれ ば共用 で きる ものが 望 まれ た 。

　 当 社 のrNWP-20」 日本 語 ワー ドプロセ ッサ は これ らの 条件 を満 足 し て い た

た めに 直 ちに技 術 部門 に2台,営 業部 門に1台,タ イ プ室 に3台 の計6台 を実験

シ ステ ム とし て導 入 した訳 で あ る。
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　 その 結 果,従 来 ザ ラ校 正 を含 め て印 刷 版 下 作 成 に20～30日 要 して い た大 量 ド

キ ュ メ ン トで10～15日 に短 縮 され,1～2日 要 して いた 商 業 文書 な どは2～4

時 間 で 作 成 され るよ うに な った 。

　 この 実 績 か ら全 社 に展 開 す る こ とを決 定 し,オ フ ィスシ ス テ ム効 率 化 推 進 部 が

音 頭 を と り,日 本語 ワ ー ドプ ロセ ッサの 導 入 キ ャ ンペ ー ン を実 施 した 結 果,各 部

門 か らの 設 置要 求 が殺 到 し,現 在50台 のrNWP-20」 日本 語 ワ ーードプ ロセ ッ

サが 設 置 され てい る。

5.4.3　 現 在 の運 用 状 況

(1)運 用 に 当 って の 基本 的 な考 え方

　 ① オ ペ レーシ ョン

　 　 　 NWP-20の オ ペ レ ー シ ョン方 法 に つ い て は少 量 の 文書 で 自部 門 内 で処 理

　 　 可 能 な もの は フ リー オペ レ ー シ ョ ンで 行 い,専 門 家 を利 用 しな い こ とを原 則

　 　 とす る。

　 　 　 自部 門 内 で処 理 し きれ ない 大量 ドキ ュメ ン トの入 力 は タ イ プ室 を 利用 す る。

　 ② 　 ドキ ュメ ン ト管 理 方 法

　 　 　 各 部 門 で作 成 した ドキ ュ メ ン トで,繰 り返 し使 用 の た め に保 存 す る ドキ ュ

　 　 メ ン トは次 の よ うな 原稿 番 号 を使 用 して ラ イ ブ ラ リ化 す る。

　 　 　 　 　 　原 稿 番 号 　:　 × 　× 　× 　× 　×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連続轄 簡99)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　利用分野識別コード1桁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 (A～Z)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　作 成事 業場記号1桁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 (A～Z)

③ 　消耗 品の取 り扱 い方法

　　運用に 当 って発生 す る消耗 品(フ ロ ッピーデ ィスク,現{象 液,ト ナー,コ

　 ピー用紙)は 各地区の総務課で要求 を受け設置部門 に対 し供 給 する。
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5.4.4　 適 用 業 務

　 NWP-20の 各 部門 に お け る利 用 実 例 につ いて そ の代 表 例 をあげ て み たい。

(1)ス タ ッ フ部 門 で の利 用 例

　　① 役職員住所録 一 一 一 睡 □

　　②　識別電話帳 一ーーーーー一{重 岡

　　③ 勧 返 し利用の通知文一 ー 一恒 国 一1,　-2

　　④ プレゼンテ ーシ・ン用 ・HP-一 匿 雨

②　営業部門での利用例

① 契 約 書一 ー 一匡函

　　②　挨　拶　状

　　③　各種DM用 通知文

　　④

　　⑤　そ　の　他

(3)技 術部門での利用例

　　①　仕　様　書

　　②　取扱説明書

　　③　そ　の　他

プ・ポ ーザル一 一 一 画 日

嗣

5.4.5　 NWP-20の 評 価

　 キ ャ ンペ ーン方 式 で社 内導 入 を計 っ た日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサNWP-20の 社

内 ユ ーザの評 価 は非 常 に 好 評 で あ り,効 率 化 ニ ーズ を充 分 に 満 足す る製 品 であ っ

た。

　絶 対 条件 と しての 印 刷 の版 下 に な り得 る印 字 品質 も他 社 製 品 との機 能 比 較 で群

を抜 い てお り,何 よ りも 文字 配 列 が 「素 人 用 ア イ ウエ オ順 」,和 文 タ イ ピス ト用

「い ろは 順 」,「 あ い うえ お順 」 の3種 類 を簡 単 に取 り替 え られ る とい う事 で社

内ユ ーザ,タ イ ピ ス ト,印 刷 部 門 の評 価 も上 々で あ った 。
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又,機 能面にお いて文書処理 に必要 な各種諸機 能(下 記参照)

(1)入 力機能

　　 O　 一文字 入力

　　 o　 熟語 入力

　　 o　 連続入力(リ ピー ト機能)

　　 O　 引用入力

　　 ○　 外字入力

　　 O　 一括 入力

　　 O　 差 し込み 入力

(2)校 正機能

　　 o　 挿　入

　　 o　 削　 除　　 　　 　　 　 　 ・

　　 o　 置 き換え

　　 o　 一括 置 き換 え

　　 o　 複写(コ ピー)

　　 o　 移　動

　　 o　 サ ーチ

(3)画 面制御機能

　　 O　 カ ーソルの 自動制 御

　　 o　 スクロ ール ア ップ,ダ ウン

　　 O　 前頁,次 頁指 示

　　 O　 テキ ス ト始 端,終 端 サ ーチ

　　 O　 マ ージンセ ッ ト

(4)編 集機能

　　 O'書 式制 御(改 行,段 落,改 頁)

　　 O　 書式指 定

　　 O　 文字制御(文 字 の大 きさと ピッチ)
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　 　 　 O　 禁 則 処 理

　 　 　 O　 行 制 御

　 　 　 O　 揃 え(行 末,中 央,両 端)

　 　 　 o　 字 下げ(イ ン デ ン ト)

　 　 　 o　 罫 線(作 表)

　 　 　 O　 ペ ージ制 御(枠 あ け,タ ブセ ッ ト,柱 文)

を備 え てお り,こ れ 以 上の機 能 の必 要 性 も特 に な い と の事 で あ った 。

　 但 し,全 く問 題 点 が 皆無 で あ っ た とい う訳 で は な く,以 下問題 点 と し てあげ ら

れ た項 目に つい て2～3列 記 してみ る と,

　① 　 プ リン トイ メ ージ とCRTデ ィスプ レイ上 の イ メ ージが 一致 しな いた め 出

　 　力 して み な い と出 来 具 合 が 分 ら ない。

　 ② 　 文 字種 が 一種 類 しか ない た め見 出 し部 分な どで 活字 が変 え られ ない。

　③ 機 械 が 少 々大 きいの で フ ロア ス ペ ー ス上問 題 で あ る 。

　 ④　 価格 が 高 い。

5.4.6　 将 来 構 想

　 以 上,日 本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ(NWP-20)の 導 入 経 緯 と適用 事 例等 に つ い て

述 べ たが,こ の 日 本 語 ワー ドプ ロセ ッサ を中 心 と して 今 後 どの よ うに社 内 展開 を

考 え るか,そ の構 想 につ い て ま とめ て み た い。
'

(1)量 的拡 大

　　 現 在 社 内 に導 入 され て い る50台 のNWPを 更 に効 果 の期 待 さ れ る部 門 に拡 大

　 して い き,全 社 的 な展 開 を計 っ て い く。

　　 そ して,そ れ ぞ れ の事 業 場(本 社,三 田,玉 川,府 中,相 模 原,横 浜,中 研)

　 内 に大 量 ドキ ュ メ ン トの入 力 を専 門 に 行 え る入 力 セ ン タを設 置 し,集 中 ・分散

　 の運 用 体 制 を確 立 す る。

(2)印 刷 システ ム との結 合

　　 各 事 業 場 の 入力 セ ン タ で イ ン プ ッ トされ た 大量 の テ ク ニ カル ドキ ュ メ ン トは
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　 職 場 に 分散 され たNWPで 校 正 され,職 場 単 位 で の ドキ ュ メ ン トの ラ イ ブ ラ リ

　 化 を進 め,手 書 き原 稿 で印 刷へ 渡 し てい た もの が フロ ッ ピー デ ィス クで 印 刷 セ

　 ンタ ーへ 原 稿 を送 付 す る よ うに す る。

(3)通 信 との 結 合

　 ① 　 タイ プ印 刷 の運 用 の 合理 化 を計 る

　 　 　 フロ ッ ピーデ ィ スクで の 各事 業場 の ラ イブ ラ リが 大 量 に な って蓄 積 され た

　 　 テ ク ニ カ ル ドキ ュ メ ン トは コン ピ ュ ー タを使 用 した ラ イ ブ ラ リシ ステ ムを構

　 　 築 す る。 そ して各 事 業場 の入力 セ ンター と職 場 に分 散 され た ワ ー ドプ ロセ ッサ,

　 　 さ らに は各 事 業 揚 間,集 中 印 刷 セ ン タ ー を回線 で接 続 し,オ ン ラ イ ンの ネ ッ

　 　 トワー クを完 成 させ る。

　 　 　 そ の結 果,大 型 の システ ム 受注 な どの 場 合,各 事 業 場 の ドキ ュ メ ン トラ イ

　 　 ブ ラ リか ら担 当営 業 部門 ヘ テ ク ニ カル ドキ ュ メ ン トが送 付 され,営 業 部 門 で

　 　 は そ の チ ェ ックを行 い,編 集 方 法 に つい ての 指 示 も ワ ー ドプ ロセ ッサか らな

　 　 され 印刷 セ ンタ ーへ 渡 され る。

　 　 　 写 真,チ ャー トな どの イ メ ー ジ図 は 別便 で 送 付 し,イ メ ー ジ スキ ャナ で テ

　 　 キ ス ト部 と イ メ ー ジ部 分 を 合 成 し,版 下 を出 力 す る。

　 　 　 その版 下 を回線 を利 用 して営 業 部 門 ヘ フ ィー ドバ ック され 校正 が な さ れ る。

　 　 　 必 要 に よ り修正 が 加 え られ 印 刷 セ ンタ ーへ 再 送 し,印 刷 ・製 本 後 プ ロポ ー

　 　 ザ ル が完 成 す るよ うに した い 。

　 ② 　 電 子 メ ール へ の 応 用

　 　 　 各 職 場 に 分散 され た ワ ー ドプ ロ セ ッサ を使 用 して 社 内 の 電子 メ ール システ

　 　 ムへ の利 用 へ と進 め て行 き た い 。

　 　 　 そ の結 果,現 在 の社 内 文 書 メ ー ルは か な り電子 化 され るで あ ろ う。

一106一



(現 行 方 法) (ワ ー ドプ ロセッサによる改 善 策)

(事)・ 技術部

　 　業　 　者

技術部 ・営業

原 稿

▼

デスクフフイノ

翻 訳

▼

翻 訳 チ ェ ッ ク

▼

原 稿

編 　集(割 付)

巨富 )
編 集 ・翻 訳 チ ェ ッ ク

{
　

研

　

理

技術部 ・営業

一{

　　 〉

タ イ プ|

　　 ▼

図面 ・写真 貼付

　　　　　　　 ▼

営業[=⊃

(事)・技 術部

　　業　 　者

技術部 ・営業

ヨ

(オ ンライン)

鞠 獺 ・営業

修

∨

フ ィ ル ム 製 版

理　研 巨 版

∨

オ フ セ ッ ト印 刷

フ ァ イ ノレ ・製 本

図面 ・写 真貼付

　 ▼

口
　　1修

▽

　正

▽

　　理　　研

技術部 ・営業

　　理　　研

92コ ピ ー ・Aコ ピー

　　 　 >

1・ ・イル ・製 本
}一

資 料1.英 文 ワ ー ドプ ロセ ッサ導 入 に よ る印 刷 工程 の 対 比

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一107一



　1江 頭

161江 頭

129江 口

156江 連

175枝 本

178衛 藤

131榎 本

262海 老原

198江 袋

25江 見

235遠 藤

265遠 藤

199遠 藤

77遠 藤

260遠 藤

243遠 藤

160遠 藤

129遠 藤

208遠 藤

212遠 藤

232遠 藤

75遠 藤

158遠 藤

　14遠 藤

年男　〒235横 浜市磯子区洋光台1-27-2

俊之 　〒183府 中市紅葉 ヶ丘2-41

文敏　〒242木 和市下鶴間4328(コ ーポ下鶴間1-153)

秀哉　〒228座 間市入谷5-2236-11

康雄　〒222横 浜市港北区菊名5-23-2

正 巳　〒273-01鎌 ヶ谷市道野辺16-1

　　　　　　　　　　　　 (鎌 ヶ谷 グ リーンハ イツ2-304)

　 治　〒160新 宿 区北新宿4-27-3

逸与　〒186国 立市西1-5-1

林蔵　〒190立 川市高松町2-27-17

　 淳　〒156世 田谷区松原5-30-11

　 勲　〒939-06富 山県下新川郡入善町入膳3772-2

　 脩　〒192八 王子市長沼町134-193

繁郎　〒192-03八 王子市中山1079-92(西 武北野台3-42--9)

　 茂 　〒565吹 田市 山田西3-33-A-702

修平　〒244横 浜市戸塚区戸塚町4455・-6

宗一　〒182調 布市深大寺町677

忠雄　〒154世 田谷区奥沢5-41-1

徹雄　〒021一 関市宮前町9-35

寛邦　〒220・-Ol神 奈川県津久井郡城山町川尻砂3409-6

征士　〒214川 崎市多摩区登戸1409

　 睦　〒437-15静 岡県小笠郡小笠町下平川24-1

由松　〒465名 古屋市名東区亀 ノ井2-286(名 幸 レジデ ンス302)

米七　〒214川 崎市多摩区西生田2-13-17

信助　〒175板 橋区高島平3-ll--5-804

(045)833-1966

(0423)62-2588

(0462)75-8301

(0462)53-6798

(045)431-7248

(0474)44-8050

(03)362-8985

(0425)25-1986

(0425)27-8051

(03)328-2777

(0765)72-0359

(0426)36-9126

(0426)36-8507

(06)877-6500

(045)871-2163

(0424)83-1365

(03)721-2424

(0191)26-2046

(0427)82-6397

(044)922-0719

(05377)3-5328

(052)701-3554

(044)966-9259

(03)975-6684

資料2.　 印字 サ ンプル　役職員住所録(原 寸)
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■

　　　　　　　　　重光

[=任 川合 治
　　　　　　神保　　亨

　　　 (5-2実 験室)

十 任

村

田
川

西
岡

小

M2852〒

M2854

M2851

M2853

M2855

彰啓 　 M2870〒

　　　 S2250〒

原郎 　M2880〒

　晃 　M2995

　洋　 M2874

　　　 M2873

吉憲　 M2886

　　　 M2883

　　　　　　　　　昭夫　M2881〒

「　　　　　　　　　　　　M2882
　　　　　　　　　　　　M2884

　　　　　　　　　　力　M2872

　　　　　　　　　　　　M2871

　　　　　　山口　武彦　M2885

　　　　　兼井上　　智　M2883

技術課長

ピ

「÷任

55.10.6現 在

谷

田

川

組

垣

大

陽雄　 S　2247〒

卓雄　 S　2249

　　　 S3428

敬二　 S2255

　　　 S　3423

　進　 S　2245

　　　 S2256

武夫　 S2286〒

逸男　 S2287

喜武　 S　2244

　 　　 S　3421

忠 司　 S2246

　 　　 S2248

　 　　 S　3422

「主 任 竹森 清
一　　〃　　　 松尾　　樹

→複合交換方式部1
小橋　　亨

一技術課長　　三谷　一二
' 一 主 任 　　村井　正昭

一 〃　　　 坂本　明男

一 〃　　　 及川　正憲

一 〃　　　 秋葉　賢一

一 〃　　　 渡辺　義次

一 〃　　　 町井　国明
一 〃　　　 大井　安夫

一技術課長　　臼倉　竜雄

一主　　任　越智　和夫
へ

〔ニュー壬 ク工 事 堕 在 〕
>　 1

'
、　 、`

一 　　〃　　 武重　幸男

'一主 　 　任 　　永井'正 大

一　 〃　　　 神林　嘉晴

一　　〃　　　 伊藤　喜一

壇 一 ソ フ・トウ エ ア 部1

佐藤　英雄
一技術課長　　関戸　　毅

[=任 細谷 桂司

メールは必ず〒の番号で出 して ください

資 料3.印 字 サ ン プル:識 別 電 話 帳 　 (80%縮 小)

S2252

S2251

S2243

S3427

S2250〒

M2900〒

M2910〒

M2901

M2902

M2913

M2930～1

M2911

M2912

M2904

M2905

M2903・

M2919,

M2920〒

M2921

M2927～9

M3006～9

M2922

M2923

M2936～42

M2914

M2932～3

M2915

M2916～8

M2943

M2906

M2907

M2900〒

MK2100〒

MK2101〒

MK21e6

MK2107～9

④ 一5
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本社地区

管理者各位

年末年始における本社地区

オフ ィスサー ビス関係業務

の取扱いについて

　　　　 (通　知)

オ フ効管第55-38号

昭和55年12月19日

オ フィス管理課長

(D全 員回R)

●

　年末、年始におけるメール業務、電話交換業務及び テレックス業務については下紐の通 り取扱いま

すので」ζ翠知 します.

記

項　　　　目 12月29日(月) 1月5日(月)

メ
　
ー

　
ル
　
取

　扱

　
い

社外

発信

航空貨物 取扱 いません 平常 どお り

郵　　便 15時 まで にメー踊 ックスに投 歯 した もの 〃

地
　区

　内

文書 メール 平常どお り 〃

現 金、 貴重 品 メール 〃 〃

大 型 メ ール 15時 までにメ弔室 に電話 した もの 〃

コ ピ ー メ ー ル 15時 までに発信向クスに投函 した もの 〃

地区間 事業 場 メール 全　便　運　休 〃

電
　
　
　
話

外線受信取扱い 17時15分 まで 17時15分 ま で

内線相互通話 平常どお り(注1) 平常どおり

専 用 線(テ ル ネ ヲ ト)通 話
二部の地区は通話不可能(注2)

　 　 　 　 　 　 　 .　̀,

平常どお り(玉川地区休 日)

テ

レ

ヲ

ク

ス

国　内　転　送 取扱 いません 〃

海　外　受　発　信 平常どお り
〃

■

●

(注1)徳 栄 ピル及び第二田町 ピルの交換機 は12/29の21時 か ら114まで停止 しますので、その間の

　　　 通話 はできません。

(注2)12/29(本 社地区以外は全て休 日)は 都合に より、玉川、相模原、横浜、中研、溝 ノロ、

　　　 山梨への専用線通 話は不可能 とな ります.

資 料4-1　 印 字 サ ンプル:繰 り返 し利 用 の 通知 文(80%縮 小)
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殿

異動者(退 職者を含む)

　 の備品引上げ通知

第　　　号

昭和　　年　　月　　日

オフ ィス管理課 長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当H2331小 沢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萱 沼

　　 今般、貴部門の異動者(退 職者を含む)の 机、椅子等の備品を下記のとおり

　 引上げますのでお知らせします。

　　 尚、予定 日では都合の悪い方場合は小沢または萱沼(H2331)ま で事前に連

　 略 して ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

1.異 動著名および引上げ予定 日

発令月日 氏　　　名

引上げ備品=および予定 日

机および椅子 ロ ッ カ ー の 鍵

月　　 日 曜 日 月　　 日 曜日

注)机 の鍵はセロテープで引出しの中にとめてお くこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　　 資料4-2　 印字 サ ンプル:繰 り返 し利用 の通知文(80%縮 小)
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目　　 次

1

H

皿

W

V

日本電気におけるオフィス効率化部門の組
織的変遷

間接費効率化の歴史的特徴

過去の効率化活動の主な事例

今後の推進活動実践のための基本的な考え
方

現在のオフィスシステム推進活動の主な事
例

資 料5.印 字 サ ンプル 　 プ レセ ノテ ー ン ヨ ン用OHP(原 寸)

　 　 　 　 　 　 　 -112一



売　　買　　契 約　　書

　東亜電気株式会社(以 下 「貴社」 といいます。)と 日本電気株式会社(以 下 「弊社」といいま

す。)はNEC　 日本語 ワー ドプロセ7サNWP-20(以 下 「装置」といいます
。)の 売 買に関

し、'次の 通 り契約 を締 結 し ます 。

1.品 名 お よび 数 量:

額

貸

金買

'

売

諸
、

2

3

4.据 　付　場　所:

5.納 　入　 期　限:

6.引 　　渡　　 日

　 　 　 　 　 　 　 　記

NEC　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサNWP-20

(内 訳 は 下記 明 細 表 の通 りと し ます。)

4.980,000円

搬 入 諸 経 費 　80,500円

月 間 保 守 料 　41,800円

本 社 社屋

昭和55年10月1日

昭和55年9月30日

一式

7.売 買代金の支払方 法:　 買取(昭 和55年12月1日 締切 り60日後現金払い)

昭和55年9月1日

貴社

弊社

●

■

・品　　　　名 型　名 数量 価　　　　 格 摘　要

単価(円) 金額(円)

日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ N5151-21 1 2,050,000 2,050,000

五十音配列盤面 N515卜71 1 50,000 50,000

ペ ー ジ プ リン タ N5153-11 1 2,880,000 2,880,000

資 料6.印 字 サ ンプル:契 約 書(80%縮 小)
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は　 じ　 め　 に

貴社益々ご隆盛の段心よ りお慶 び申 し上げ ます。

　 この度は貴社 コンピュータのレベルアップのご検討 にあたり、弊社 にも

　 ご検討の一環に参画する機会 を賜わ り厚 く御礼申 し上げます。

　 ご周知のごと く低成長時代にあた って省資源志向による高生産性の維持、人件費 をはじ

め とす る諸経費の節約等企業をとりまく経営環境には一層厳 しいものがあ ります。

　 この様な時期においてこそ経営体質の強化 が要請 されていることも事実であります。

　貴社におかれ ましてはこの厳 しい変革の時期に、より一層のご発展を されてお られ ます

が、 このご発展に対応 され るべ く、情報 システムの中枢 とな るコンピュー タの レベル アッ

プをご検討 され ましたことは、誠に時宜を得たもの と深 く敬服 申し上げ る次第です。

　弊社では数多 くの運輸業界のシステム化 を手がけてまいりましたが、 この実績 をベース

として貴社の ご発展 に寄与す る。 「貴社情 報システムの確立」の為弊社の総力をあげて取

組 む覚悟です。

　又新 しい世代の最新鋭 コンピュー タACOSシ ステム250を ご提案申 し上げてお り、

必ずや貴社 のご満足 のゆ くシステムをご提供 出来 るもの と確信 しております。

　 つ きましては、本提案書 によ り弊社 システムをご検討の上、 ご下命賜わ りますようお願

い申 し上げます。

日本電気株式会社
■

情報処理流通 ・サー ビスシステム事業部

事業部長代理 久川　輝夫

資 料7.印 字 サ ン プル.プ ロ ポ ーザ ル(原 寸)
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製品検査仕様書

1.適 用範囲

　　この仕様 書は　 VEI-51130に 基づ き

　 の製品検査に適用す る.

2　 引用文 書

　 　VE1-51130

　 　VEI-51131

　 　VSQ-00407

〔He-Neガ スレーザ装置検査仕様書〕

〔量子装置外観構造検査仕様書〕

〔検査実施手順書〕

3,使 用帳票

　　検査成績書 〔玉A459-2)

4　 使用設備 ・治工具

資 料8.印 字 サ ンプ ル:仕 様 書(原 寸)
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6,日 本語ワー ドプロセッサの適用に関する考察
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6.日 本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッサ の 適 用 に 関 す る考 察

6.1　 形 態

■

●

　 日本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッサ が 初 め て商 品 化 され て以 来,ほ ぼ2年 以 上 を経過 し,

現 在 で は10社 以上 の メー カ ーが参 入 ま た は その 意 向 を表 明 して い る。 これ ま で

に試 作 また は 発 表(発 売 予 定 を 含 む)さ れ た 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ のお もな仕

様 と機 能 は表6.1の とお りで あ る。

　 この よ うな 状況 か らみ る と,日 本 語 ワ ー ドプロセ ッサ及 び ワ ー ドプ ロセ シ ン グ

の概 念 も一般 に か な り浸 透 して き て い る もの とみ られ る。

　 現 在,市 販 ま た は市 販 が 予想 され る日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサの 形態 は ス タ ン ド

ア ロ ー ン型 ま た は デ ス ク トップ型 に 固 ま りつ つ あ る。

　 プ リンタ ベ ー ス(ノ ン ・デ ィス プ レ イ型)か デ ィ スプ レイ ベ ー スか に つ い ては

プ リンタ ベ ー スは 低 価 格化 を ね ら って数 機 種 が 出 て い るが,マ ン ・マ シン ・イ ン

タ ー フ ェ ース と しては,や は り難 点 が 残 るた め プ リンタベ ースの価 格 で デ ィス プ

レ イベ ースが 実 現 で きる と した場 合,ノ ン ・デ ィス プ レイ型 の メ リ ッ トを ど こに

求 め るか は 難 しい点 と思 わ れ る。

　 デ ィスプ レイ ベ ー スはCRTの 低 価 格 化 が 進 ん で い るの で,そ れ に つれ て さ ら

に低 価格 化 の 可能 性 が あ り今後 も優 勢 を 占め る もの と思 わ れ る。 た だ,デ ィス プ

レ イベ ースで も現 在 の機 種 は12～14イ ンチCRTを 用 い てお り ,本 来 の 文 書 の

大 き さか らい え ば 上,下 半 分 の表 示 しか で きな い こ とが難 点 と され る。

　 今 後,縦 型 の1ペ ージ全 体 の表 示 が 望 まれ るが解像 度 な どの 点 で現 在 のCRT

では 限 界 が あ り,む しろ 液 晶 な ど平 面型 の デ ィス プ レイ に よ りプ リン ト ・イ メ ー

ジと同 一の表 示 をす る デ ィス プ レイが早 く実 現 す る可 能 性 が 強 い。

　 な お,デ ータ処 理 と ワ ー ドプ ロセ シ ン グ(文 書 処理)を 並 行処 理 す る,い わ ゆ
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表6.1　 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ仕 様 　 (1)

型　　　　 式
SCW-4000,

　 (試 作)

JW-10

モ デ ル2
CT-2500

ワー ドエデ ィター

　 -200.(試 作)

TX620.

(試 作)
WP-10D,20D

メ　　ー　 カ　　ー 谷村新興製作所 東京芝浦電気 アル プ ス電 気 沖電気工業 リ　 コ　 ー 日本 ワー ドプロセッサ

入　力　方　式

文　　字　　数
コ　　　ー　　　ド

カ ナ漢 字変 換

4,609～8,192字

か な漢 字 変 換

(JIS,50音 配 列)

6,802字

JIS

フルキ弍 多段 シフト)

8,800字

JIS

表 示 選 択 ・

3,304字

(漢字2β65)

　JIS第1

2ス トロー ク

2,304字

JIS

ペンタッチ

(和文 タイ プ式

　 三角 編 号 法)
2,600～4,000字

JIS

デ ィ ス プ レ イ

ド　ッ　ト 構 成

文 　 　 字　 　数

一
12イ ン チ

24×24

32字 ×14行

125×250㎜

24×24

40字 ×20行

一
2デ ィス プ レイ

ワンライン文 字 表 示

{ レイアウ ト表示

12イ ンチ

28字 ×10行/

40字 ×20行

16×18/24×24

メ モ リ ー 容 量

フ ロッ ピ ー

40万B

変 換 辞 書

15,000語

フ ロッ ピ ー

200頁(40字 ×40行)

変 換 辞 書

最 大8万 語

フ ロ ッ ピ ー

256KB

フ ロ ッ ピ ー

100頁

(40字 ×40行)

フ ロ ッ ピ ー .

10万 字

ミニ フ ロ ッ ピ ー

10万 字 ×2

出　力　方　式

文　　字　　数
ド　ッ　ト 構 成

印 字 サ イ ズ

印　字　速　度

用紙(規格,紙質)

イ ンパ ク ト

12P

1875字/分

40字/行

2667㎜1

ワイヤ ドッ ト・

　 　 　 インパ ク ト

24×24

39×35㎜

(約11P)

35字/秒

90字/行

1014～381m/m

PPC
(静 電)

サ ーマ ル ワ イヤ ドッ ト ・
　 　 　 イ ンパ ク ト

24×24

3.5×3.5㎜

25字/秒

52字/行

10イ ンチ幅

A4,B4

静 電 複 写

4×4㎜

(約12P)

84字/秒

40字/行

A4

フライング ・ドラム ・

　 　 　 インパ ク ト

24×24

3.5×35
　 　 ㎜

15秒/枚

A4,B4

37×3.7
　 　 ㎜

15字/秒

133秒/枚

NS　101K　 NS102K
　9P　 　　　10P

10字/秒 　 8字/秒

64字/行 　 60字/行

224㎜ 　　 256㎜

複　写　枚　数 5枚 5枚 3枚 3枚 　　　3枚

標準買取価格
一 モデル2　 340万 円 720万 円

一 一 480万 円

備　　　　　考

(デ ータ伝送機能発売時期　等)

デ ー タ伝 送 可

55年5月

下 位 機種JW-5

260万 円

英文WPも 同時発売

製造中止 製造中止

●
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日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ仕 様　 (2)

型　　　　　式'
書　　　　　院
WD-3000

レ　　タ　　コ　 ン

　PW-801
NWP-20. OASYS-10.0, レタ ー メイ ト80 JD-1000

メ　　ー　　カ　　ー
　 シ　 ヤ　 ー　 プ

システ ム　 プ ロダク ト
ぺ 　 ん 　 て　 る 日　 本　電　気 富　　士　　通 沖　　電　　気 松下通信工業

入　力　方　式 ペ ン タ ッ チ ペ ンタッチ ペンタッチ(い ろ は, かな漢字変換(親 指 ペンタ ッチ,表 示 選択 ペ ン タ ッ チ

文　　字　　数
50音 配 列
3β44字

フルキー

50音 配 列
50.音,小 型 和 文
タ イ プ配 列)　 '

シ フ ト,JIS,

50、 音 配 列) 舞 舞u)(JI蹄 列)
2,499字

コ　　　 ー　　　 ド 3β00等 〃3,800宇 3,300字 漢 字6,802 JIS

デ ィ ス プ レ イ 12イ ン チ 一 14イ ンチ 14イ ン チ 12イ ンチ(ズ ーミング可)

ド ッ　ト 構 成 24×24 24×24 16x16 一 24×24

文　　字　　数 41字 ×10行 40,字 ×16行 48字 ×32行 34字 ×12行

ミニ フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピー

80頁/枚 ×2
メ モ リ ー 容 量 29,000字 ×2 256KB 1MB×3 変換辞書:一般6万 語 50頁/枚 ×2 400頁/枚 ×2

(A4:300頁) 固有名詞2万 語 (1000争!頁)A4
ユーザ ー用2万 語

出　力　方　式 インク ジェッ ト サ ー マ ル

更i藁
ドッ ト

インパク ト

ワイヤ ドッ ト・

　 　 　 インパ ク ト

ワイヤ ドッ ト ・

　 　 　 イ ンパク ト

インク ジェット

文　　字　　数 6,800

ド ッ　 ト 構 成 24×24 24×24 32×32 24×24 24×24 16×16 24×24 24×24

印 字 サ イ　ズ

印　字　速　度

1α5,12P

74字 γ 秒

4メ4㎜

20字/秒
犠綴
9枚/分
　 (A4)
(860行/分)

10.5P,

6撚
35×35

　 　 ㎜

40字/秒

90字/行 同 左

35x3.51㎜

25字/秒

80字/行

大37×37皿

小32×32㎜

74字/秒

76字/行

用紙(規格紙質) A4,B5,B4

最 大 幅364㎜

A4 A4-5
B4-5

最 大幅
　 15インチ

B4 B4-5,　 A4

最 大 幅16イ ンチ,

B4-5,　 A4

最 大364㎜

和紙可 和紙可
複　写　枚　数 連続印字99枚 まで 連続印字 一 3枚 5枚 3枚

標準 買取 価格 295万 円 185万 円 495万 円～ 425肝 320万 円～ 270万 円～ 185万 円 300～350万 円(予定)

備　　　　　考 54年9月 55年5月 データ伝送可, データ伝送 可, 55年5月 56年 春発売予定

(デ ータ伝送機能発売時期　等)
55年5月 55年5月 「学校向WP」 は　　　 既発売

,

　 ..



日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ仕 様 　 (3)

一

－
N
O
－

型　　　　　式 キ ャノ ワ ー ド65 TX600 (未 　　定) (未 　　　定) JDL208モ デル9

メ　　ー　　カ　 ー キ　 　ャ　 ノ　 　ン リ　 　　 コ　 　　ー 三　菱　電　機 日 立 製 作 所 日本 デ ジタ ル研 究 所

入　力　方　式 ローマ字,カ ナ漢 字 2ス ト ロ ー ク かな漢字変換 ハ イ ブ リッ ド ペ ン タ ッ チ

文　　字　　数
　　　　　麺
(JIS配 列)

(標準 カナタイプ配 列)

2,304字(最 大5,000
15,000～20ρ00語

(かな漢字変換/記 憶
コード表 示,音 声 出力)

項 目入力(勘 定科 目等)

テ ンキ ー付

コ　　　 ー　　　ド 字) JIS 親指 シブ ト, 3,456字(JIS第1他)

JIS JI=S第1他

デ ィ ス プ レ イ 12イ ン チ
・ラインデ ィスプレイ 14イ ン チ (CRT)、 ・ 12イ ン チ

ド　ッ　ト 構 成 24×24 ・レイアウトデ ィスプレイ 24×24

文　　字　　数 46字 ×16行 41字 ×16行 40字 ×■7行

フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー ミ ニ フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー

辞 書15,000語 演算機能(縦横合計)
メ モ リ ー 容 量 (拡張39000語) 50頁/枚 ×2 lMB×2

110頁/枚 ×2 (A4) (350～400頁/枚

(A4) A4,B5)

出　力　方　式 PPC(サ ーマル転写) モデル140 モテうレ130 サ ー マ ル イ ンク ジェッ ト ワ イヤ ドッ ト・

苓 。τ 構 蔑 24x24
乾式静電
32×32
ゴジック体

ワイヤドット

24×22

同 左

24×24
{ワイヤド㌫ クト
電子 写真(レーザ)

　 　 　 インパク ト

罫線,ア ミ(各2種)　 　 　 　 出力
可

あ り ルビ機能付

印 字 サ イ ズ 10P,12P各 倍 角 3.9×

38㎜

4×

3.5㎜ 3×3㎜ 横 倍角 3.4×3.4㎜ 倍 角

印　字　速　度 15字/秒 84字/秒
40字/行 18鶉

60字/秒
41字/行

60字/秒

用 紙(規格,紙 質) A3短 A4 A4,'

　 B5-4 轟 轟 用和綱
複　写　枚　数 5枚(感 光 紙)

99枚(リ プリン ト)

標準買取価格 260万 円 300～400万 円 300万 円 200万 円前後 396万 円

備　　　　　考 音 響 カップラ ーによ 56年 中発売見込み デ ー タ伝 送 可 音声合成による読上 エ ラーの場 合 チ ャイム,

(デ ータ伝送機能発売時期　等)
る交信可 56年 中発売見込み げ校正機能 画 面点 滅 で 警告,

デス ク トップ型 近 く.

発 売 見 込 み

56年2月 末 現 在

` ●



るハ イ ブ リ ッ ド型 の 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ が有 効 か ど うか に つ い ては 議 論 が あ

る。

　現 在 の機 能 か らい え ば こ の 両者 は区 別 した方 が よい とい うのが 大 勢 のよ うで あ

る。

　 現 に 計 算,作 表 機 能 を主体 とす る漢 字 オ フ コ ンが ア プ リケ ー シ ョン別 に 多様 化,

分 化 し て い る状 況 で 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサが,そ の よ うな機 能 を備 え て い た と、

して も実 際 に役 立 つ か ど うか,疑 問 視 す る向 きも多 い。

　 実 際 の オ フ ィ ス ・ワ ー クに おい て も⑳ 計 算処 理 と文 書処 理 は 区 別 され てい るの

が一 般 的 で あ ろ うか ら,少 くと も当 面 は 的 を絞 る方 が 賢明 で は な いか と思 わ れ る。

　 一 方,処 理 の形 態 と して は 当 分 の間 は も っぱ らバ ッチ処 理 が 中心 で あ り',イ ン

ハ ウス の オ ンラ イ ン処理,シ ァ ー ドロジ ッ ク型 の 処理,リ モ ー トバ ッチ あ るい は

TSS処 理 は,か な り さ きの こ と と み られ る。

　 他 方,一 般 の 文 書処 理 とは 別 に 出版,印 刷,通 信,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビスな

どの 特 殊 な 分野 に 対 し て の専 門 シ ス テ ム と しての 日本 語 ワー ドプ ロセ シン グ ・シ

ス テ ム あ るいは,そ の た めの 装 置 が 出現 す る可 能 性 が あ る。

　 これ が 将 来 一 般 の 文書処 理 と どの よ うに結 び つ くのか 定 か で は な い が,ア メ リ

カにお け る英 文 ワ ー ドプ ロセ ッサ の利 用 形 態 や リモ ー ト ・コ ン ピ ュー テ ィ ン グ ・

サ ー ビ スの形 態 か ら考 え れ ば,日 本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサが 現実 に 一般 の オ フ ィス

に 定 着 した時 点 で急 速 な展 開 を みせ る こ とが 考 え られ る。

σ

6.2　 入 力 方 式

　 現在 の 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサに お け る入 力 方式 は,ペ ン タ ッチ方 式(フ ル キ

ー ボ ー ド方 式 ,タ ブ レ ッ ト方 式 と もい う)と,か な 漢 字 変 換 方 式 の こ つ にほ ぼ 固

ま りつ つ あ る。

　 い わ ゆ る タ ッチ法 と して の 連 想(記 憶)コ ー ドに よ る入 力 では 英 文 タ イ プに近

い 入力 速 度が 得 られ るこ とが 確 め られ てい る もの の,そ の習 熟 に相 当 の 期間 を要

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一121一



す る とこ ろか ら ・ もっぱ ら大量 の漢 字 デ ータ をサ ポ ー トす る専 門 の パ ンチ ャ向 き

と され,一 般 の事 務 員 の よ うな,い わ ば素 人 には抵 抗 感 が あ る。

　 したが って,こ の 方 式 では抵 抗 感 を排 除 しな が ら素 人 が慣 れ られ る方 法 を 確 立

で き るか ど うか が ポ イ ン トとな ろ う。

　 ま た,文 字 分解 方 式(漢 字 合 成,パ タ ーン合 成方 式)に して も外 字 入力 の 際 に

他 の入 力方 式 と併 用 され る こ とは あ るが,単 独 で この 入 力方 式 を と る場 合,操 作

が煩 雑 に感 じ られ る と ころか ら,こ れ もや は り抵抗 感 を拭 う ことが で きな い。

　 さ らに パ タ ー ン認 識 に よ る入 力方 式(手 書 きまた は印 刷 文 字 の認 識 一 〇CR,

及 び音 声認 識 一 音 声 タ イ プ ライ タな ど)は 認 識 率 の 向上 な ど近 年,そ の 進 歩 が

み られ るが,一 般 の 日本 語 文章(書)処 理 へ の 実 用 化 に は ,技 術的 に も価 格 的 に

も,ま だ問 題 が残 され て い る。

　 しか し,将 来 の観 点 で み れば 人 間の 手 を介 さな い で 直 接 入 力 で きる とい う,も

っと も自然 な マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ー フ ェ ー スが 実 現 で きると こ ろか ら大 きな期

待 が か け られ てい る。

　 もし,こ れが 実 現 され れ ば 文 字言 語 の違 いか ら生 ず る欧 米 との ハ ンデ ィが 一挙

に解 消 され る こ とに な り,そ の応 用 の 可能 性 か らい っ て も情 報処 理 全 体 に も相 当

の イ ンパ ク トを 与 え る こ と にな ろ う。

　 現 在 の 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ の入 力 方 式 を二 分す る 「ペ ン タ ッチ方 式 」 と

「か な漢 字 変 換 方 式 」 とを比 較 した場 合,そ れ ぞれ 一 長 一 短 が あ り ,ユ ーザ ーの

間 で も評 価 が 分 れ て い る のが 実 情 で あ る。

　 強 い てい えば,和 文 タ イ プ ライ タ の置 換 え とい うこ と に ウエ イ トを置 く場 合 に

は ペ ン タ ッチ方 式 を選 択 す る例 が 多 い の が 一 般 的 傾 向 とい えるか もし れ な い。

入力 速 度 だ け か らみ れ ば,か 醐 字 変 換方 式 が有 利 で あ る(図 臼 参照)*が,

それ だ け で は 決 め手 に は な らな い とい うこ とで あ る。 つ ま り,導 入 に あ)、 って の

ユ ーザ ーの選 択 基準 は か な り主 観 的 な要 素 が 強 い よ うに 思 わ れ る。

　 例 え ばAの ユ ーザ ーが あ る方 式 を採 用 す る にあ た っ て挙 げ た理 由 がBの ユ ーザ

　 　*　 文献(107)P.47よ り一部修正
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　　　　 30時 間　　　　　　　　　　　 3ヵ月

図6.1　 かな漢字変 換:ペ ンタ ッチ方式 の学 習曲線比 較

一が別 の方 式 を採 用 す る理 由 とな って い る とい うこ と さえ現 実 に あ る
。

　 これ は 結局,メ ー カ ーの 設 計 思 想,あ るい は開 発 姿勢 に 帰 着 す る問 題 で あ り,

それ を客 観 的 に評 価 し得 る程 の ノ ウ ・ハ ウ が ユ ーザ ーの側 に積 ま れ てい ない こ と

によ る もの であ ろ う。

　 この点 は 逆 に メ ー カー に も影 響 して,か な漢 字変 換 方式 の本 体 と併 せ ペ ン タ ッ

チ 方式 の入 力 装 置 を オ プ シ ョ ン と して提 供 して い る先 発 メ ー カ ーが あ る一 方,後

発 メ ーカ ー で は,か な漢 字 変 換 方 式 が主 流 に な って きてい るな ど,メ ーカ ー側 に

も 「揺 れ」 が み られ る。

　 い ず れ に して も,現 在 の 時 点 で は 「誰 もが,簡 単 に,速 く,し か も正 確 に」 と

い う命 題 を完全 に満 足 す る入力方 式 はな く,パ ターン認識 など将来に待 たね ばな

らない であろ う。当面 は,教 育,訓 練の方法 も含め て現在 の入力 方式 に よ って手

書 きに近 い入力速度 に まで上げ ることが 目標 とな ろ う。
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6.3　 出 力 方 式

(1)　 プ リ ンタ

　 　 プ リンタ は ドッ トイ ンパ ク ト,イ ン ジ ェ ク ト,サ ー マル(感 熱 転 写)の 各 方

　式 な ど比 較的低 速(20～60字/秒)の もの が 多 く用 い られ て い る。

　 　 一 部 に は大 型,専 用 シ ステ ム並 み に 大量,高 速 処 理 が 可能 な レ ーザ プ リンタ

　 を備 え てい る ものが あ る。

　 　 ドッ トイ ンパ ク ト方 式 は もっ と も多 く採 用 され て い る が,騒 音 を発す るの が

　難 点 とされ て お り,こ の 点,改 良 の 余地 が あ る。 これ に 次 い で 多 いの が イ ンク

　 ェ ッ ト方 式 で あ り低 騒 音 であ る こ と,印 字 品質 が よ い こ とが 特 長 で あ るが,ノ

　 ズ ル及 び そ の制 御 な ど印 字機 構 の信 頼 性 が 課 題 と され て いる。

　 　 サ ーマル方 式 は機 構 が 比較 的 簡 単 で あ るた め,低 価 格,保 守 性,小 型 化 の 点

　 で優 れ て い る が印 字速 度 が低 い。 印 字 速度 を上 げ る こ とが で きれ ば普 及 版 のプ

　 リン タ と して期 待 で き る。

　 　 レ ーザ方 式 は高 速,高 印 字 品質 でCPU接 続 な ど を前 提 と した大 量,高 速 処

　 理 向 きの プ リ ンタで あ る。

　 　 レ ーザ プ リンタは 機 構 が 複 雑 な た め高 価 とな り,一 般 の事 務 文書 処 理用 の プ

　 リンタ と して よ りは既 存 の 大 型 専 用 シ ステ ムやTS.Sサ ー ビスな どの 出 力 部 と

　 して 今後 伸 び る もの とみ られ る。・

　 　 出力 文 字 の ドッ ト構 成 は24×24ド ッ トが 主 流 で,従 来 の 和 文 タ イプ ラ イ タ

,の 印 字品 質 と比較 して もほ とん ど遜 色 が な い 。

　 　 したが って浄 書機 能 として だ け み れ ば現 在 の プ リンタ技 術 で十分,和 文 タイプ

　 ラ イ タに代 替 し得 る とい って よい 。

　 　 用 紙 につ い ては,ほ とん どが 普 通 紙 を指 向 してお り,一 部 に感 圧 紙 使 用 の も

　 の も あ る。 や や特 殊 な 例 とし て,和 紙 の使 用 で きる もの が 現 わ れ そ き て い る。

(2)デ ィスプ レ イ

　 　 デ ィスプ レイは 文 書 作 成(入 力,編 集,校 正)と 検 索 ・参 照 に は 不可 欠 と思
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　 わ れ る。

　 　 と くに プ リ ン タベ ー ス(ノ ン ・デ ィス プ レ イ型)で は 検 索 ・参 照 の都 度,プ

　 リ ン トア ウ トして み な け れば 確 認 で き ない の は操 作 者 に と っ ては,や は り不 便

　 で あ る。

　 　 また,デ ィスプ レイは,ほ とん どが12～14イ ンチのCRTが 用 い られ て い

　 るが 伝 票 な ど を主 に 入出 力 す る漢 字 オ フ ィス コ ン ピュ ータ と違 い事 務 文書 を扱

　 う 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ として は,1ペ ー ジ単位 の表示 が 望 ま れ,現 在 の横

　 位 置,半 ペ ー ジ分 の 表示 では不 満 足 で あ る。

　 　 同 じよ うな理 由 で縦 書 きの表 示 が で き ない こ と,表 示 文 字 が 大 きい た め行 表

　 示 が2行 に 分割 され る こ と,罫 線 や 表 組 み の 表示 が不 十 分 な こと な ど,プ リン

　 タ 出力 の 実 際 の イ メ ージ と異 な る場 合 が あ るの が 問 題 とされ て い る。

　 　 これ らは 漢 字 その もの の ド ッ ト構 成 とCRTの 解 像度 との 関 係 が あ り,当 分

　 ネ ック と して残 るで あ ろ う。

(3)音 声 出 力

　 　 最 近 の試 作 機 で は 音 声 合 成LSIを 使 って 入 力支 援 や校 正(読 合 わ せ を音 声

　 に よ って行 う)こ とが 試 み られ てい る。 そ の内容 は,ま だつ ま び らか では な いが

　 操 作 マ ニ ュアル の指 示,入 力 文 の校 正 や 検証,フ ァイルの 検 索 な ど種 々の機 能

　 が音 声 出 力 で 可能 とな れ ば,マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ー フ ェ ー スは 格 段 に向 上 す

　 るだ ろ う。 さきの音 声 入 力 と結 びつ けれ ば,将 来 は音 声 入 カ ー 編 集 処 理 一

　 音 声 出 力,プ リンタ出 力(同 時 プ リン ト),ま た 逆 にOCR認 識(手 書 き,印

　 刷 文字 認 識)・ 一 音 声 合 成 一 音 声 出力,と い う一貫 した 自然 言 語 処 理 も考 え

　 られ よ う。

`

6.4　 利 用 状 況

(1)適 用 業 務

　 　 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサの出 荷 状 況 に つ い て の確 実 な資 料 は,い まの と こ ろ
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見 当 らな い が ・各種 の資料 な ど か ら類 推 す る と出 荷 ベ ー スで 約1 ,000台,受 注

ベ ー スで 約2,000台,合 わ せ て3 ,000台 程 度 とみ られ る。

　 これ は多 め に み て の 数字 で あ るが,出 荷 ベ ー スか らみ て 少 な くと も500以 上

の ユ ーザ ー が存 在 す るはず で あ る。

　 しか し オ フ ィス ・ワー クの な か で実 際 に 日本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッサ を利 用 して

い る と い え るユ ーザ ーは,そ れ ほ ど多 くは な い よ うで あ る
。

　 これ は各 ユ ーザ ー と も納 入 後,間 もな い とこ ろか ら実 際 の 利 用 は,こ れ か ら

とい うの が実 情 では ない か と想 像 され るか らで あ る。

　 した が っ て,さ きに あ げ た 適用 事 例 も数 少 な い事 例 の う ち の ご く一 部 と い え

るであ ろ う。 逆 に い え ば適 用 事 例 を 公表 し得 る程 の実 績 を持 つ ユ ーザ ーは 現 在

の と ころ極 め て限 られ て い る,と い う こ とに な ろ う。

　 これ らの 数 少 な い事 例 か ら大 ま か に適 用 業 務(文 書 の種 類)を ひ ろ っ てみ る

と,

o社 内 文書

　 　 起 案 文 書,報 告 書,規 定 類,名 簿,会 議 録,通 知 文,技 術 文 書,マ ニ ュ ア

　 　 ル,帳 簿 類 な ど

o社 外 文書

　 　 契 約書,提 案 書,企 画 書,仕 様 書,説 明書,通 知 文,案 内状,挨 拶 状,申

　 　 請 書,営 業 報 告書,顧 客 名 簿 類,宛 名書 き(封 筒,は が き,文 書)な ど

とい った と こ ろで あ る。

　 これは 業 種 に よ って は 当 然 そ の 内容 が 異 って い るが,今 後 さ らに 多様 化 して

行 くこ とが予 想 され る。

　 業 種 と して は製 造 業 を中 心 と した 一般 企 業,銀 行,特 許 ・会 計 事 務所,地 方

自治体,医 療 機 関,学 校,な ど比 較 的 ニ ーズ の高 い業 種 が 主 で あ るが,こ れ も

今 後,多 様 な拡 が りをみ せ て行 く もの と思 われ る。

　 部門 別 で は総 務 ・営 業 部門 な どの本 来 的 に 文 書 を取 扱 う部 門 と コ ン ピ ュータ

関 係 な ど技 術 部 門 に大 別 され る。 これ は 社 内 にお い て比 較 的 ニ ーズ の高 い 部門
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　 か らさ きに導 入 され て い る よ うで あ る。

(2)運 用 形 態

　 　 ユ ーザ ー の ほ とん どが1機 種,1台 の導 入 で あ る が,一 部 には メ ーカーの異 な

　 る数機 種 を併 用 して い る と ころ もあ る。

　 　正 確 に は ユ ーザ ー とは い えな いが,コ ン ピ ュ ータ ・メ ーカ ーで は 自社 製 品 を

　 各事 業所,部 門 に 多 数 配 置 して実務 に供 す る と と もに,そ こ で得 られ た ノ ウ ・

　 ハ ウを販 売 戦 略 に反 映 させ る意 図 を持 っ てい る よ うであ る。

　 　利 用 形 態 は,

　 　 ・従 来 か らの 浄書 専 門 部門 であ る 文書 課 な どに 和 文 タ イプ ライ タ と併 置 し,

　 　 　タ イ ピ ス トの一 部 を その 要 員 と して充 て る。

　 　 ・オ ー プ ン制 に して 必 要 の 都 度,各 部署 の担 当 者が操 作 す る。

　の 二 つ の形 態 が あ り↓後 者 の 例 が 多 い よ うであ る。 これは 日本 語 ワ ー ドプ ロ セ

　 ッサ そ の ものが 新 しい もの で あ るた め,で き るだ け 多数 の 者 が 使 用 す る こ とに

　よ って,そ の機 能 を 多 角 的 に評 価 し,将 来 の全 社 的 な オ フ ィス ・ワ ーク の合 理

化 へ の布 石 とす るね らい が あ って の こ との よ う で あ る。

　 　この場 合,従 来 か ら和 文 タ イ ピ ス トの処遇 を どの よ うに考 慮 す る か は微 妙 な

問題 で あ る。 これ は 一部 に 和 文 タ イ プの仕 事 を残 しな が ら漸 進 的に 日本 語 ワー

　 ドプ ロセ ッサ に切 換 え て行 くのか,あ る時 点 で一 斉 に切 換 え るの か に よ って も

対 応 が変 わ って く る。

　 日本 語 ワ ー ドプロ セ ッサは本 来,非 専 門 家 指 向 で あ るが,場 合に よ っては 緊

急 あ るい は 多量 の処 理 の場 合 に 備 え専 任 の オ ペ レ ータ を 配置 してお く必 要 が あ

　るか も しれ な い 。 こ の専 任 者 に従 来 の和 文 タ イ ピ ス トを再 教 育 して充 て る とい

　うの は,全 面 的 で はな い に して も従 来 の和 文 タ イ ピス トの 持 っ てい る専門 的技

能 を否 定 す る こ とに もつ なが りか ね な い。

　 ま た新 規 に養 成す る と して も・ 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサの 入力方 式 が標 準 化

され て い ない 現状 で,専 任 オ ペ レ ー タ とい うの が職 業 的 に成 立 し得 る か ど うか

不 明 で あ る。 こ う した事 情 も十 分考 慮 しな けれ ば な らな い で あ ろ う。
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6.5　 費 用対 効 果

　 ユ ーザ ーと しては 現 在 の 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサの コ ス ト/パ フ ォ ー マ ンスを

どの よ うに評 価す るのか 強 い 関 心 を 持 っ て い るに 違 いな い 。 しか し,残 念 なが ら

それ は ま だ 明確 で はな い 。

　 直接 的 な基 準 と し ては 価格(買 取 り,レ ンタル,リ ー ス),保 守 料 金 な どの 固

定費 と用 紙,消 耗 品 な どの変 動 費 が 目安 とな ろ うが,そ れ だ け で十 分 で は な い。

　 例 え ば従 来,タ イ プ印 書 の外 注 に よ り作 成 してい た 文書 を 日本 語 ワ ー ドプ ロセ

ッサに よ り内 製 化 した場 合,外 注 費 はゼ ロに な った とし て も、,も と もと外注 量 が

少 なけ れ ば ペ イ した とは い えな い。 しか も,タ イ プ を外 注 に出 すの は 一般 の 事務

文書 と しては ご く一 部 の特 殊 な ケ ー スで あ り大 部分 は,せ いぜ い 手 書 きに よる清

書 で済 ま され て い る。 この よ うな大 部 分 を 占 め る文書 の 処 理 を 一挙 に 日本 語 ワ ー

ドプ ロセ ッサに よ る処 理 に 切 換 え る ことは 常 識 的 に み て 不 可能 で あ ろ うか ら部 分

的,段 階 的 に切 換 え て行 くの が妥 当 で あ る。

　 この 部分 的,段 階 的 に 切 換 えた場 合 の費 用 対効 果 の 値 は一 過 性 で あ って必 ず し.

も客観 的 な もの で は な い 。

　 また,と くに オ ープ ン制 で共 用 す る場 合,処 理 す る 文書 の質 と量,そ れ に操 作

者 の個 人差 も大 い に影 響 す るはず で あ るが,こ れ を定 量 的 に把 握 す る こ とは 困難

で あ ろ う。 もちろん ク ロ ー ズ制 に して 専 任 の オペ レ ー タに操 作 させ る ので あれ ば,

その 人件 費 も含 め割 合,明 確 に把 握 す る こ とが で きる で あ ろ うが,こ れ は 日本 語

ワ ー ドプ ロセ ッサの利 用 形 態 と しては 本 来 の形 では な い 。

　 したが って,主 観 的 では あ るが 日本 語 ワー ドプ ロセ ッ サの 利用 に よ っ て以前 に

比 べ て文書 処 理 が,ら くに,速 く行 われ,コ ミュニケ ー シ ョ ンが スム ー スに行 わ

れ る よ うに な った か ど うか,さ らに い え ば,個 人個 人 が 日 本語 ワー ドプ ロセ ッサ

を利 用 す るこ とに よ って余 裕 を 持 って 文書 処 理 が行 え る よ うに なった か ど うか,

とい う,お よ そ顕在 化 し に くい要 素 の方 が よ り本質 的 な評 価 に つ な が る よ うに思

わ れ る。
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6.6　 普 及 へ の 課 題

　 わ ず か2年 ほ どの 間 に10社 以 上の メ ーカ ーが参 入 し,な かに はす で に 撤 退 し

た メ ー カ ー もあ る こと か ら も判 るよ うに,日 本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ の市 場 は乱 戦

模 様 の観 を呈 して きて い る。

　 市場 規模 はす で に数 年 前 の予 測 を大 き く上廻 り現在 の 時点 で も50～80億 円,

今 後4～5年 を経 て1兆 円の市 場 に な るとの 強 気 の 予測 も出 て い る。

　 価 格 も,す で に200万 円台(買 取 りベ ース)と 当初 の1/6以 下にな っ て き て い

る ことか ら,需 要 は 今後,爆 発 的 に伸 び る可 能 性 が あ る。

　 しか し機 能 的 に は現 在 の水 準 を大 き く超 え る 画 期 的 な もの は 難 しいで あ ろ う。

　 と くに 入 力方 式 に 関 し ては,入 力 方 式 それ 自体 の ほ か,文 字 種,そ の配 列,キ

ー ボ ー ドー と くに,か な漢 字 変 換方 式 に お け るか な キ ーボ ー ドの 配 列,出 力方

式 に 関 して は 字 形(フ ォン ト ・パ タ ーン),ド ッ ト構 成の標 準 化 が な され て い な

いた め今後,随 所 に 混 乱 を生 ず るお それ が あ る。

　 入 力 に関 し ては,一 般 事 務員 の よ うな 素 人 のた め の教 育 ・訓 練 の他,従 来 の 和

文 タ イ ピス トの よ うな職 業 的 な パ ンチ ャの ニ ーズ も高 ま って く ると考 え られ るの

で,学 校 教 育 あ るい は職 業教 育 の場 な どで専 門 的 に養 成 して 行 く こ とが 必 要 とな

ろ う。 その 前 提 として の 入 力 方 式 の標 準 化 は不可 欠 で あ る。

　 メ ー カ ー系 の一 部 では こ う した専 門 の 養 成機 関 を発 足 させ て い ると こ ろ もあ る。

日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサの 母体 とな って い る 日本 語 情報 処 理 の 標 準 化 は 現 在,す

で に制 定 され てい るJISC6226(情 報 交 換 用 漢 字 符 号 系)とJISC6225

(情 報 交換 用 漢 字 符 号 系 の た め の制 御 文字 符 号)を ベ ース と して い るが,こ の 規

格 は,ご く基 本 的 な性 格 の もの で あ り,個 々の 機器,装 置へ の 適 用 を規 制 す る も

の で は ない 。

　 しか し今後 の 日本語 ワー ドプ ロセ ッサの普及 のためには互換性,生 産 性の両面

か ら標準 化 を強力に推進 す る必要 があ る。 このため現在 ・工業技 術院 では 日本竜
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 *

子 工業 振 興 協 会 に 委 託 して 調 査 研 究 を行 っ て い る。(表6.1参 照)

　 　 *　 文献(104)P.51
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　-129一



　 こ の ほ か 将 来,通 信 機 能 の 充 実 に よ りオ ン ライ ン ・システ ム との結 合,TS

S・RCSな ど の利 用 が 考 え られ るが,こ れ らを円 滑 に行 うた め,通 信 規約 の標

準 化 やOS・ 辞 書 フ ァ イル な ど ソ フ トウ ェ アの標 準 化 が課 題 とな ろ う。

　 日本 語 情 報 処 理 技 術 の進 歩は,こ れ まで 以 上 に加 速 して行 くとみ られ るの で,

その 標 準 化 もい わば 先 取 りの形 で進 め られ る ことが 望 まれ る。

'

表6.1　 日本語情報処理 の標準化 に関す る調査研 究
¶

　　　　　年　度

項　 目
55 56 57

r

U}文 字 セ ッ トの

デ ー タ収 集

∈

データ収集の補完と分析 文 字 セ ッ ト案 の 作 成
モ' 、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

'

検討

②　漢字入力装置
における文字配
列 タ ブ レ ッ ト型 入 力 装 置 多段 シフ ト型入力装置の

の評価実験
∈

評価実験 文字けん盤配列案の作成
(∂フル キ ー武 人 ' 、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　, 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

力装置
ピ

カナ漢字変換入力装置の ・評価実験の補完 と結果

入力方式の検討 評価実験 の と りま とめ

(b)タ ッチ 式 入 力 < ' 、　　　　　　　　　　　　　　　　　 〉 、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

装置
・文字けん盤配列案の作

成

文 字 パ タ ー ン(フ ォン ト) 文 字 パ タ ー ン(フ ォン ト)

の作成及び評価実験 の作成及び評価実験
③　漢字出力装置
　における文字パ

調査対象字種の検討
く

　 (JIS第1水 準)
∈

(JIS第II水 準)
∈' ' '

タ ー ン

日本語情報処理に必要な規格体系の検討
ω　規格体系 ∈

1
一

6.7　 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン へ の 展 開
■

　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサは,そ の 適 用 か らみ ると現 在 の ところ 文書 作 成 や編 集

機 能 に重 点 が お かれ,よ り本 質 的 と思 わ れ る情 報 そ の もの の 管 理,つ ま り 「文 書」

とい う形 に表 わ れ た 情報 を 中心 と して オ フ ィ スに流 れ る情 報 を管 理 し,こ れ を多

角 的 か つ高 度 に利 用 し て迅 速,的 確 な意思 決定 を サ ポ ー トす る,と い う とこ ろ に
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含

●

まで は 至 っ てい な い。

　 ユ ー ザ ーと して は 日 本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサが,ま った く.未経 験 の 道 具 で あ るた

め,そ れ を何 に,ど う使 うか とい う こ とを.さ ま ざ まに模 索 し て い る段 階 な の で

あ ろ う。

　 しか し,や が て,そ の使 用 経 験 と あ い ま って製品 と しての 成 熟 度 が高 まれ ば,

わ が国 の ビ ジネ ス社 会 に定 着 す る ことは 疑 い の ない と こ ろ であ ろ う。

　 いわ ゆ る オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの概 念 は,わ が国 に お い ては,ま だ 確 立

され て は いな い が,あ る メ ー カ ーで は 中央 処理 装 置 を中 核 とし て 日本 語 ワ ー ドプ

ロセ ッサ をは じめ,各 種 の 情 報 処 理 機 器 と通信 シ ステ ムを有 機 的 に 結 合 す る もの

と して と らえ,そ の 発 展が や が て 「自動 化 オ フ ィス」 に至 る,と して い る。(図

　 　 　 　 　 　 　
6.2～3参 照)

　 また 別 の メ ーカ ーで は オ フ ィ ス環 境 と,そ こに実 在 す る人 間の 側 か ら,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 **"PRESTO&CREATE"と して と らえ てい る
。(表6.1～2参 照)

　 将 来,日 本 語 ワー ドプ ロセ ッサ は,こ の よ うな オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンの

中 核 的 な存 在 と して位 置 づ け られ るの で は な かろ うか 。

　 その 兆 しは,現 在 の段 階 で も見 え て きてい る とい え るだ ろ う。

　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ が,こ う して わ が 国 の ビジ ネ ス社 会 に 定 着 す るこ とが

実 証 され れ ば次 の段 階 で は パ ー ソ ナ ル ・ユ ー スに も拡 が るの で は な い か と考 え ら

れ る。　 　　 　　 　　 　 　さ

　 例 え ば作 家,研 究 者 な どの 専 門 家 が 自 分の 創 作,研 究 の 場 に お い て利 用 す る こ

とな どが考 え られ る 。 この場 合,文 書 作 成,編 集 機能 と併 せ索 引 の 自動 作 成,フ

ァ イル参 照 な どの機 能 は,大 い に役 立 つ もの と思 わ れ る。

　専 門 家 か ら,さ らに 一般 の 家 庭 で の利 用 ま で拡 が るか ど うか は,ま だ 疑 問 が残

るが,可 能 性 は あ るだ ろ う。

　 欧米 では,す で に そ の よ うな 例 が あ る とい わ れ るか ら,あ な が ち荒 唐 無 稽 とは

*　 文 献(119)P.1143,ll42

**　 　〃　 (98)P.63
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マネジメント汎用ワークステーション　　 マネジメント図形電子メールワークステーション

日 本 語 ワ ー ド

プ ロ セ ッ サ ー

イ ン テ リジ ェ

ン ト コ ピ ア

マネジメン ト文書処理

ワークステーシ ョン

字

コ

一

　

・
タ

　

ス

一

　

イ

ユ

　

ブ

ピ

漠

オ

ン

事務計算ワークステーション

日本 語 ワー ド

プ ロ セ ッサ ー

文書処理ワークステーション

CRT

K　 B

中央制御装置

大容量ファイル

光
通
信

汎用ワークステーシaン1

光
通
信

光通信

　 CRT

　 　 　 　 　 　 FAX
　 K　 B

図形電子メールワークステ〒シ、ヨン

ビデオ ・

プロジェクター

CRT

KB

会韻室 ワークステーシ ョン

◆

図6.2　 オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン ・パ イ ロ ッ ト シ ス テ ム

　 フ ァク シ ミリ同 報 装 置

マ ルチ ワー ク ス テ ー シ ョン

　 　 　 　 　 　 　 オ フ コ ン

光通信

オ フ ィス オ ー トメ ー シ ョ ン シ ス テ ム

音 声 タ イ プ

OCR付 オ フ コ ン

ワー ドプ ロセ ッサ 機 能 付 オ フ コ ン

日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ

画 像 情 報 フ ァ イル 装 置

フ ァク シ ミリ

オ フ コ ン ・ミニ コ ン ・端 末

OCR

普 通 紙 電 子 複 写 機

唱

●

A:Automoated　 office(自 動 化 オ フ ィス)

B:Business　 machines(事 務 機)

C:Communication　 System(通 信 シ ス テ ム)

D:Data　 processing　 System(デ ー タ 処 理 シス テ ム)

図6.3　 オ フ ィ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン の 発 展
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表6.1　 "PRESTO"オ フ ィ ス

ウ

＼ 意　　　味 目　　　　　　　　　　　 的

P
Paper

(紙)
紙 の 節 約 や効 率 的 な 紙 の 利 用技 術 の発達 し た オ フ ィス

R
Record

(記 録)
デ ー タ ベ ース 化 され,集 中 管理 され た効 率 的 な オ フ ィ ス

E 　 Energy(
エ ネル ギ ー) 電 子 化,自 動 化 に よ る省 エ ネ ルギー ・オ フ ィス

S
Space

(空 間)
通 信 に よ る オ フ ィス空 間 の拡 大 と オ フ ィ ス ・ラ ン ドス ケ ー プ

T
Time

(時 間)
時 間 の 有効 利 用 が で き る オ フ ィス

O
Organization

　 .(組 織)
マ ルチ ワー ク型 組 織 に よ るオ フ ィスの活 性 化

表6.2　 ℃REATE"ヒ ュ ー マ ン

＼ 意　　　味 概　　　　　　　　　　　 要

C
Comfortable

　 (快 適 な)
騒音や疲労が生じないで快適な仕事ができる

R
Reliable

(信 頼 で き る)
仕 事 に 信 頼 が 持 て る(ミ スが な い)

E
Easily

(や さ し く)
やさしい操作感覚

A
Active

(積 極 的 な)
自分の仕事の密度を高めるために積極的に使いたい

T
　 Taste

(特 色 の ある)
特 色 の あ る シ ス テム

E
Expert

(熟 練)
素 人で もす ぐ熟練者になれる

■

`

い え な い で あ ろ う。

　 た だ し,オ フィ ス ・ユ ースで もパ ー ソ ナル ・ユ ー スであ って も,一 部修 正 を含

め て最 初 の原 稿 は 手 書 きに よ って作 成 す る形 に は,あ ま り変 化 は ない と思 わ れ る。

手 書 き しな が ら思 考 を ま とめ て行 く とい う 日本 人 の長 年 の習 慣 は 簡 単 に は抜 け き

れ ない だ ろ うか ら。

　 した が って 口述 筆 記 とい うよ うな形 での 役 割 を 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサに期 待

す るの は,当 面 難 しい と思 われ る。
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　欧 米 に お け る ワー ドプ ロセ ッサ の利 用 及 び ワ ー ドプ ロセ シン グ の概 念 は,完 全

に オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンの 中 核 を なす もの と し て と ら え られ て い る。

　言 語,慣 習 の 違 い か ら,そ れ が そ の まま の 形 で,わ が 国 の風 土 に 育 つ こと に は

疑 問 が あ る と して も,と もか く事 務 処 理 の なか で 大 きな ウ エ イ トを 占 め る 文書 処

理 その もの を 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ とい う ツ ー ルに よ って行 え る道 が い ま開 か

れ た こ とは 画 期 的 な こ とであ る とい え る。

　 日本 語 情 報 処 理 は,よ うや く オ フ ィ スの 場 に降 り て きた,と い え るだ ろ う。

　 日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサは機 能 的 に は,ま だ不 十 分 で,そ の 意 味で は未 成熟 の

商 品 で あ る。 それ に もか か わ らず 大 きな関 心 を呼 ん でい るの は,や は り,そ れ な

りの可 能 性 を秘 め てい るか らと い え る。

　 ユ ーザ ーと し て も現 在 の機 能 だ け を 見 て,簡 単 に 幻滅 を感 ず るこ とな く,試 行

錯誤 を嫌 わ ず に使 用 経験 を積 ん で行 くこ とが重 要 で あ ろ う。

　 それ は,製 品 じた いに反 映 され る場 合 もあ るか もしれ ない し,な に よ り も,そ

の ノ ウ ・ハ ウが将 来,ユ ーザ ー自身 の オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン ・シ ステ ム構

築 の 基礎 とな る と考 え られ るか らで あ る。

o
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7.　 資 料

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 *
7.1　 日本語 情報処理関連規格

【文 字 集 合 と コー デ ィング 】

・JISC6220　 情 報交 換用 符 号

　 　情 報処理 お よ び デ ータ伝 送 を行 うシ ステ ムで,情 報交 換 に用 い る符 号 に つ い

　 　て の規 格 。

・JISC6221　 情 報 交 換 用及 び 数値 制 御 機 械 用 符 号 の紙 テ ープ上 で の 表 現

　 　 JISC6220　 (情 報 交 換用 符 号)及 び　JISB6311(数 値 制 御機 械 用

　 　符 号)を 紙 テ ー プ上 に 表 現 す る方 法 に つ い て の規 格 。

・JISC6222　 情 報 交 換 用符 号 の 磁気 テ ー プ上 で の表 現 。

　 　 JISC6220(情 報 交 換用 符 号)を 磁気 テ ープ上 に表 現 す る方 法 に つい て

　 　の 規 格 。

・JISC6223　 情 報 交換 用符 号 の紙 カ ー ド上 で の表 現 。

　 　 JISC6220(情 報 交 換 用符 号)を 紙 カ ー ド上 に表 現す る方 法 に っ い て の

　 　規 格 。

・JISC6224　 情 報 交 換 用 符 号 の磁 気 カ セ ッ トテ ー プ上 で の表 現 。

　 　 7単 位 お よ び8単 位 の情 報 交 換用 符号 を 情 報交 換 用 磁気 カセ ッ トテ ー プ上 に

　 　表 現 す る方 法 に つい て の規 格 。

・JISC6227　 情 報交 換 用機 能 キ ャ ラ クタの図 形 表現 。

　 　 JIS'C6220　 (情 報 交 換 用符 号)で 規 定 され てい る4種 類 の制 御 文字 を印

　 　字 ま たは,表 示 文 字装 置 の 画 面 上 に 図形 表示 す る場 合 に お け る記 号 表 現 お よ

　 　び略 号 表 現 を規 定 した 規 格 。

　 　 *　 文献(104)P.53～54
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・JISC6225　 情報交換用漢字符号 系の ための制 御文字符 号

　　 JISC6226(情 報交換用漢 字符 号系)を 用い て情報処理及 び デ ータ伝送

　　を行 うシステム間で情報 交換 に用 いる制御文字の機能及 び符 号表 現 につい て

　　の規格 。

・JISC6226　 情報交換用漢字符号 系

　　JISC6228(情 報交換 用符号 の拡 張法)に 基づ く,通 常 の国語 文の表記

　　に用い る図形文字の集 合とその符 号についての規 格。

【文 字 認 識 】

・JISC6250　 光学式 文字認識の ための字形(英 数 字)

　　光学式 文字認 識のた めに印字 され た英数字及 び記号 の形 と大 きさについ ての

　　規格 。

・JISC6251　 磁気 インキ文字読取用字体及び印字仕様(E13B)

　　文字読取 りに使用 す る磁気 インキで印字 されたE13B型 の10個 の数字及び

　　4個 の特殊記号の字形,寸 法及 び各種の許 容範囲 について の規格。

●JISC6252　 光学 式文字認識の ため の字形(片 仮 名)

　　光 学式文字認識 のために印字 されたかたかな及 び記号 の形 と大 き さについて

　　規定す る。

・JISC6253　 光学 式 文字認識 のための印字仕様(改 正 原案 作成中)

　　光学 式 文字認識 に使用 す るJISC6250〔 光学式 文字認識 のための字形

　　 (英 数字)〕 お よびJISC6252〔 光学式 文字認識 のための字 形(か たか

　　な)〕 に規定す る字 形で印字 す る際の用紙 の光学 的特性,印 字 され た個 々の

　　OCR文 字の位置 についての基本 的仕様 および帳票上に印字 されたOCR文

　　字の位置 についての基本 的仕様 を定 めた規格 。

・JISC6254　 光学式 文字認識 のための手書 き文字(片 仮名)

　　光学 式文字認識 に使用す る手書 き片仮名文字の字形及 びこれ に関す る仕 様に

　　つい ての規格。
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・JISC6255　 光学式 文字認識 の ための手書 き文字(数 字)

　　光学式 文字認識 に使用 す る手書 き数字 文字の字形及び これに関す る仕様 に つ

　　い ての規格 。

・JISC　 (番 号未定)光 学 式文字 認識 のための手書き文字(英 字)(制 定審議中)

　　光学式 文字認識に使 用す る手書 き英字 の字形及び これ に関 す る仕様 について

　　の規格 。

・JISC　 (番 号未 定)光 学式 文字認識 のための手書 き文字(記 号)(制 定審議中)

　　光学式 文字 認識に使 用す る手書 き記号 の字形及 びこれ に関す る仕様 について

　　の規格 。

・JISC6229　 光学式文 字認識 の ための情 報交換用符号

　　光学式文字認識 のための字 形 に対す る情報交換用符号 につい ての規格。

【入 出力媒 体 】

・JISC6233　 情報処理系 けん盤 配列。

　　JISC6220(情 報交 換用 符号)の7単 位 ローマ文字,仮 名文字併用符号

　　を用 い る両手操作形情報処理 系 けん盤 配列 につい ての規 格。

▲

合
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日本語 情報 処理の 標 準 化 基 礎 調 査

オ フィスコン ピュータに関す る調査報告 書

オ フィスオー トメー シ ョンの展 開

わが 国情報 処 理の80年 代 を展 望 す る報告 書

わが国にお けるオンライ ン情 報処理の動 向

わ が 国 情 報 処 理 の 将 来 動 向

　 　 　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 (H)

漢字 入 力装 置 の 利 用動 向

漢 字 出力 装 置 の 動 向

端 末 としての レーザ ビーム ・プ リンタ

特 集 「 日本語 情 報 処 理 シ ステ ム 」

日本 語WPの 利 用 実 態 と意 識

NOMA「 日本語WP調 査 」を実 施

㈱ 横浜銀 行の漢字処理 に よる人事情報
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 システ ム

日本 語 の ワー ド・プロセッ シング

日本 語 入 力 方 式の 現 状 と評 価1

情 報 処 理 系 け ん盤 配 列JISの 改 正

日本 語 で シス テ ム開 発 「CORAL」

日本電子工業振興協会

　 　 　 　 〃

松下

日本電子計算機㈱

電気通信総合研究所

日本情報処理開発協会

　 　 　 　 〃

野沢

平山

高橋

菅井　他

(日本経営協会調査)

(　　　 〃　　　 )

大谷　他

河田　 他

中原

中川

(55C397)

(55C400)

東 芝 レ ビ ュ ー

調 査 季 報,別 冊

(53ROO4)

(54ROO4)

ビジネス

コ ミュニケー シ ョン

　 　 　 〃

　 　 　 〃

日経 産 業 新 聞

情 報 産 業 新 聞

日本 システム新聞

FUJ　 ITSU

情 報 処 理

EDPリ サーチ ・
　 　 　 リポー ト

情 報 処 理

JECCニ ュース

55-3

55-3

,

80-12

'8
・-8鴫

54-3

54-3

55-3

,

81-2

　 　 〃

　 　 〃

55.8.25

56.2.2

56.2.1

,

80-4

,

80-5

,

81:'2.1

,

81-1

,

81.3.1

`

」

■
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7.3　 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ 印 字 サ ンプル

し

JW-10　 　 　 (東 　 　芝)

OASYS　 100　 (富 士 通)

書 院 　 　 (シ ャー プ)

NWP-20　 　 (日 本 電 気)

レ ター メイ ト80(沖 電 気)

き

†
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d

各 位

1980年11月14日

総務部印書課

81年 度年賀 はがき及び休 日はがき斡旋のお知 らせ

　表題の件 、年賀はがきサ ンプルをA・B各1枚 ずつ添付 させ て頂きますので 、

業務上必要枚数を各部単位で取 りまとめの上、お申 し込み下 さい。

　なお 、この年賀はがき はソニー商事(株)制 作のものを斡旋 しております。

1.価 格

2.申 込締 切 日

3.配 布 予定 日

4.問 い 合 せ先

《申込控》

部課=]一 ド部課名

己二=口

種 類 名　　 称 価格

年賀はがき A.バ ー ド ・ウ オッチ ン グ 4円

B.テ レビ 4円

休日はがき C. 5円

11月20日

12月 上旬(年 賀はがきのみ)

総務部印書課　　立　澤　62260

担当者 6

申込枚数 備　　 考

A　 バ ー ド ・ウ オッチング 枚

B　 テレビ 枚

C休 日はがき 枚

き　 り　 と　り　線

《申込 用》　　 　　　　 81年 度年賀及び休 日はがき申込書

部課 コー ド及び部課 名　　　　　　　　　　　担当者　　　　　6

　　　　　　　　JW-10(東 芝)24ド ット(原 寸,部 分)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -145一
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OASYS　 100(富 士 通)16ド ッ ト,ゴ シ ッ ク 体(原 寸)
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メ

日 本 語 電 子 タ イ プ ラ イ タ ・OASYS-■

導 　　入 　　効 　　果

■.文 書 作 成 が 簡 単 、 誰 に も 使 え ま す 。

　　　 和文タイプライタと違い、漢字を捜す必要がな く 「ひらがな」でキーボー ドか

　　 入力すれば良 く、 しかも事務機並の操作ですので誰にでも簡単に使えます。

2.文 書 作 成 の 能 率 の 向 上 。

　　　 入力 ミスの修i正(訂 正,挿 入,削 除,移 動,複 写等)や 文書レイアウトの変更

　　 単な操作出自由に行 うことが出来、全文を打ち直す必要がな く能率よく文章作成

　　 きます。　 (A4フ ルペー ジの大型画面なので文章の レイアウ トも画面を見なが ら

　　 由自在。)

3.定 型 文 章 の 効 率 的 な 作 成 。

　　　 定型文章(レ ポー ト,見 積 り書等)の ように内容がほぼ決っている文章は、一

　　 アイルに登録 しておけば必要な時にデ ィスプレイに呼び出し必要項目だけの入丈

　　 むので効率的に文章を作成できます。

4.自 由 な 書 式 で 文 章 が 作 成 で き る 。

　　　 用紙サイズはB4版 まで扱え、大文字,小 文字,縦 書 き,横 書き印字 もできそ

　　 目的にあった書式で じゅうに文章ができる。

5.出 来 上 が り 文 章 の 質 の 向 上 。

　　　 手書きと違い、印字品質が一定 しているので読み易い文章が作成され、文章{こ

　　 コミュニケー ションが大幅に効率化できます。

6.文 章 管 理 の 合 理 化 。

　　　 用紙に代 り・ フロッピィディスクという磁気媒体に記憶するので保管スペーフ

　　 少 しで済みそれぞれのファイルの リス トをとじてお くことにより一目で文章の傷

　　　　　 OASYS　 100(富 士通)24ド ット,明 朝体(原 寸,部 分)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -147一



物 品 売 買 契 約 書

第1条

第2条

第3条

売主　 シャー プ商事 株式 会社(以 下甲 とい う)と 買主　横 田物産 株式会

社(以 下乙 とい う)と は、物 品の売買に関 して、 下記の とお り契約 す る。

(売 買の 目的)甲 は、 その所 有す るカラーテ レビ20型CT-2602

X(100台)　 (以 下物 品 とい う)を 乙に売 り渡 し、 乙は これ を買い

受 けるこ とを約 定 す る。

(物 品の引渡 し)物 品の引渡 しは、昭和55年 　 4月15日 に乙の指定

場所 において行 な うもの とす る。

(売 買代金)売 買代金 は金26,800,000円 也 とし、 下記の方法 に

よって支払 うもの とする。

売 買 代 金 の 二 分 の ユ(13,400,000円 也)は 現 金 で昭 和55年

4月15日 に支 払 う もの とす る。

残 り代 金(13,400,000円 也)は 昭和55年 　 4月15日 起 算

75日 満 期 の 約 束 手形 に て 支 払 うもの とす る。

第4条

第5条

第6条

(不可抗 力)天 災地 変 その他 甲乙双方の責 に帰す るこ とがで きない事 由

によって、 この契 約 の全 部 または一部 が履行 不能 にな った ときは、 こ

の契約は、 その部分 にっい て、 当然効 力 を失 う。

(契 約解 除)乙 が代金 の支払 い を怠 った ときは、 甲は、 なん らの催告 を

要 しない で直 ちにこの契約 を解除 して、 引 き渡 した物品の返還 を求め

ることが で きる。

(2)前 項の場 合 には、 乙は、甲 に対 して、売 買代 金の3割 に相 当す る

損害金 を支払 うこ ととす る。

(所有権 留保)乙 が売 買代 金の支払 いを完 了す る までは、物 品は 甲の所

有 に属 する もの とす る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一1一

書 院(シ ャー プ)24ド ッ ト袋 と じ用B4出 力(原 寸)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -148一
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▲

第7条

第8条

第9条

(危 険負担)物 品の 引渡 し後 乙の検 査期 間 を10日 間 と し、 この期 間満

了前 に生 じた物 品の滅失 、棄 損、減量、変 質 その 他一切 の損害 は、 乙

の責 に帰 すべ き場 合 お よび乙の検 査 に合格 し、 または乙が異議 をとど

め ず受領 した もの に係 るもの を除 き、 甲の 負担 と し、上 記の期 間満 了

後 に生 じたこれ らの損害 は、甲の責 に帰 すべ き場 合 を除 き、 乙の 負担

とする。

(合 意管轄)本 契約 よ り生ず る権利義務 に関す る訴訟 にっ いては、甲の

居住地の 東京地 方裁 判所 を第一審の管轄 裁判所 とす るこ とを双 方は合

意 した。

(特 約条項)

需要家 に対 す る物 品の保守 サー ビス条件 は別 に定 め る覚書 に よる もの

とす る。

上 記の とお り契約が 成立 したの で、 本契約 書2通 を作 り、 甲乙署名押

印の うえ、各1通 を所持 する。

昭和55年 　 4月 　 1日

売　主(甲)　 　東京都新宿区市谷八幡町8番 地

　　　　　　　シャープ商事株式会社

　　　　　　　代表取締役　　新家　哲夫

買　主(乙)　 　神戸市東灘区住吉中町2丁 目29番 地

　　　　　　　横田物産株式会社

　　　　　　　代表取締役　　横田　義隆

一2一
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情報提供サ ービス業

育成 ・強化へ乗 り出す

通産省 米 の進 出 に対 抗

　通産省 は3日 、米 国企業の対 日進出が激 しい情報 提供(デ ータ ・ベ ース)サ ービ

野で、来年度か ら重点的 に国内産業 を育成 し、強化す る方針 を明 らかに した。情報

一ビスは科学技術 、文化 、経済な ど幅広い分野 を取 り扱 っているが、歴史あ る米 国

ぺ、国内産業の立 ち遅 れが目立 っている。通産省 は 「こうした情報源を海外依 存す

は一国の安全保障上 か ら好 まし くない」 としてお り、新たに この分野に進出す る国1

の危険負担を減 らずだあ、思い切 った資金援助を行う考えだ。

,1
、

●

資金援助も積極的に

　情報提供サービスは、各種の豊富な情報 をコン ピュ ータに記憶 させ、端末装置 か

用者の要求に応 じて有料で提供 するもの。通産省 は八 十年代の先端産業 として、こ

情報処理産業(ソ フ トウェア)の 育成に力 を入れて いるが、コンピュータ本体(ハ

ェア)の 技術開発 が世界最先端 に達 しているの に比べ ると、 まだ見劣 りす るのが現

産省の統計では、情報提供サ ービスを受けるために国民一人 当 りが支払 う金額 は、

年間87,000円 、欧州が42,000円 なのに対 し、 日本は23.000円 と差

ている。この分野 で日本 にまだ成長の余地 があ り、 とみ た米 国企業の対 日進 出が こ

盛んで、航空機 メ ーカのロッキー ド社、総合電機メ ーカのGE社 、有名なシン クタ

あるラン ドコーポ レーシ ョンの関連会社であ るSDC社 な どが、日本の大手書 店、

理店な どと提携 。それぞ れ得意の分野の常報 の豊富 さを売 りもの に業務 を広 げてい

日本独 自の情報提供 サ ービスとしては科学技術庁の外郭団体 である科学技術情報 セ

(JICST)な どがあ るが、通産省 は 「全体 と して欧米 よ り5-10年 ほど遅 れ

る」 とみている。

　同省 は 「この まま海外 企業の進出が続けば、日本の市場 を海外企業にとられ、わ

　　　　　　 NWP-20(日 本電 気)24ド ッ ト(原 寸,部 分)

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 -150一
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日本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッサ 　 の 主 な 仕 様 … …1

項　　　　目 仕　　　　　　様

画面サ イズ 14イ ン チ

CRT 表示容量 40字 ×16行,640字
デ ィ ス プ レ イ 表示色 緑

文 字 パ タ ー ン 24×24ド ッ ・ト

表示字種 標 準3967字,最 大8499字(オ プ シ ョ ン)
ノ、

方式 ペ ン タ ッチ 式 タ ブ レ ッ ト(ワ イ ヤ レ ス)

1 ペ ン タ ッチ 文字盤面 60×55　 　 　　　 3300字

ド

キ ー ボ ー ド 熟語入力 126×10シ ー ト　 1260項 目

ウ 印字方式 レー ザ ー ビー ム に よ る電 子 写 真 式 ノ ン イ ン パ ク ト

プ リン タ

工 ペ ー ジ 用紙 普通紙(カ ッ ト紙)
プ リ ン タ 用紙 サ イズ A4,　 A5,　 B4,　 B5

ア 文字 サ イズ 9ポ イ ン ト(標 準),7ポ イ ン ト ・12ポ イ ン ト

(オプシ ョン)及 び各 サイズの2倍 拡大

文 字 パ ター ン 32×32ド ッ ト(9ポ イ ン トの 場 合)

印字文字種 標 準3967字,最 大8499字(オ プ シ ョ ン)

印字速度 A4用 紙　 9枚/分 　　(860行/分)

印字方式 ドッ トイ ン パ ク ト式 ラ イ ン プ リン タ

日本語 用紙 スプロケッ ト式折たたみ用紙
プ リン タ 用紙サ イズ 幅　最大15イ ンチ

文字サ イズ 10.5ポ イン ト　 及 び　 2倍 拡大
文 字 パ タ ー ン 24×24ド ッ ト

印字文字種 標 準3967字,最 大8499字(オ プ シ ョ ン)

印字速度 60行/分

フ ロ ツ ピ ィ 接続台数 標準　3台
デ ィス ク 記憶容量 約1MB　 (A4サ イズ用紙約300ペ ー ジ)

NWP-20(日 本 電気)32ド ッ ト(原 寸)

1、

　

、

ト

〉

_ぢ

一151一



昭和56年 ノ月6日

山 田 商 事 株式会社

代 表取締役社長　 山田雄三殿

プ　 ラ　 ス　 株式 会社

代表取締役 社長　今泉進二郎

第 ■6回 定 時 総 会 の お 知 ら せ

　 謹 啓 　 早春 の候 ます ま す御 清 栄 の 乙 と とお喜 び 申 し上 げ ます 。

　 さて 、 乙の た び第16回 定 時 総 会 を開催 す る こ とに な りま し た 。

今 総 会 で は 、長期 化 す る不 況 とイ ンフ レの も とで 、中 小 企 業 の危 機 を い か に打 開

し 、企 業 を防 衛 す るか 、 そ の た め に どの よ うに活 動 の充 実 を は か るか 、 活 発 な ご

討 議 を いた だ き た く存 じ ま す 。

　 また 、総 会終 了後 、会 員相 互 の 親睦 と交 流 を深 め るた め 懇 親 会 を開 き ます。

ご多忙 中の こととは存 じますが 、万障お繰 りあわせの上 、是非 ご出席下 さいます

よ うお願 い申 し上げ ます。

　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　敬具

記 ー

1.日 　 　 時 昭和56年1月17日(土)

午 後1時 開会 　午 後5時 閉 会

懇 親 パ ーテ ィー

　 　 午 後5時30分 よ り7時30分 まで

レ タ ー メ イ ト80(沖 電 気)24ド ッ ト(原 寸,部 分)
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